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例言

1  本書は、茨城県筑西市松原 599番地ほかに所在する炭焼戸東遺跡の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査及び報告書作成は、道路開発事業に伴う事前調査として筑西市より委託され、市教育委員会の

指導の下に有限会社勾玉工房 Mogiが実施した。

3  発掘調査および整理作業は下記のとおり実施した。

発掘調査 平成 20年 9月 25日～平成 20年 11月 25日 (対象面積 2,200正 )

担当者 :伊藤康倫 (有限会社勾玉工房 Mogi)

整理作業 平成 20年 11月 26日 ～平成 21年 3月 10日

担当者 :田中暁穂 (有限会社勾玉工房 Mogi)

4, 発掘調査で得られた出土遺物およびその他の資料は、筑西市教育委員会に保管している。遺跡略号は

「SMI― E」 である。

5  発掘調査参加者は以下のとおりである。

大関きよ子 北原隆 国府田かおり 坂本正江 杉山ミヨ 中島伊― 中島亨 中島宏 藤倉秋之助

松崎初江 森田美代 吉田豊 古田部弘 関美代子 冨田たか 渡辺フク

6. 整理作業は、以下の構成で行った。

岩崎美奈子 大賀さつき 木村春代 越川範子 小山郷子 廣井さやか

川口和之 大賀智章 大賀文香

宇佐美薫

遺物 。遺構図面整理

デジタル編集

経理・事務

7  本書の編集は田中が担当した。第 1章第 1節を筑西市教育委員会が、第 2章第 6節 。第 3章第 1節を

大賀健が執筆し、その他は田中が執筆した。

遺物観察表は大賀健 。大賀さつき 。田中で作成した。遺物写真撮影は墨書土器赤外線撮影を田中が行い、

その他を川口和之 。大賀智章が行った。

8, 遺構平面図は航空測量により作成した。

9  座標値は世界測地系第Ⅸ系を使用した。挿図の方位は座標北を示し、高さの数値は標高を示している。

10 土層説明および遺物観察表中の色調表記は、『新版 標準土色帖』(農林水産省農林水産技術会議事務局

監修 )を参照した。

11,地 形図は国土地理院 1/25,000「 筑波・真壁」を使用した。

12.本 書の挿図および写真図版の縮尺は、基本層序 1/80、 遺構全体図 1/200。 1/1000

遺構個別図 1/60、 遺物実測図 。遺物写真  1/3・ 1/4

13 本書に用いたスクリーントーンは右の通りである。

黒色処理 赤色顔料 煤付着範囲 灰釉

墨痕 炉・火床面

14 発掘調査から報告書刊行に至るまで、下記の諸氏、諸機関に御指導・御協力を賜った。記して感謝の意

を表するものである。(順不同、敬称略。)

篠原正  林田利之  松田政基  宮内勝巳  有限会社カワヒロ産業  芦田沢I量

株式会社エイティー  株式会社スカイサーベイ
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第 1 序

第 1節 調査に至る経緯
平成 19年 9月 4日 付け筑土木第 86号 にて、筑西市長冨山省三 (建設部土木課 (現 :土木部土木課 )扱 )か ら、

筑西市松原地内におけるつくば明野北部工業国地進入路整備工事に伴い「埋蔵文化財の所在の有無およびその

取扱いについて (照会 )」 が提出された。筑西市教育委員会は、遺跡の取扱いについて筑西市建設部土木課と協

議を行い、工事の計画変更は困難であることから文化財保護法第 94条に基づき、平成 19年 9月 7日付け筑

土木第 89号にて、筑西市長冨山省三から茨城県教育委員会教育長あて「埋蔵文化財発掘の通知について」が

提出された。その後、平成 19年 9月 25日付け文第 1003号にて、茨城県教育委員会教育長から筑西市長あて「周

知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について (通知 )」 により工事着手前に発掘調査を実施するよう勧告

があり、記録保存を目的とした発掘調査が実施された。

発掘調査は、平成 19年度において予定路線の一部、約 900馬 を実施注1)し、残 りの未調査部分について、

平成 20年 6月 23日付けで筑西市土木部長より、発掘調査を実施し全線を工事着手することについて打診を

受けた筑西市教育委員会は、筑西市土木部土木課と発掘調査の実施に向けて調整を図り、調査を有限会社勾玉

工房 Mogiに委託することとした。調査に際しては、筑西市、筑西市教育委員会、有限会社勾玉工房 Mogiの

三者により「埋蔵文化財に関する協定書」を締結するとともに、有限会社勾玉工房 Mogiに より平成 20年 8

月 20日付けで、茨城県教育委員会教育長あて「埋蔵文化財の発掘調査の届出について」が提出された。調査

経費については筑西市が全額負担 し、筑西市教育委員会の指導のもと、有限会社勾玉工房 Mogiが 同年 9月

25日 から 11月 25日 まで現地での発掘調査を実施することとなった。

注 1)林 邦雄・小野麻人・市瀬俊- 2008『筑西市埋蔵文化財調査報告書 第 5集 炭焼戸東遺跡』筑西市教育委員会 ,株式会社東京航業研究所

第 2節 調 査 の経 過

本発掘調査は平成 20年 9月 25日 に調査範囲を確定し、表土掘削を開始した。表土掘削終了後、作業員を

投入して遺構精査及び確認を行い、 10月 10日遺構確認状況を撮影した。 10月 14日ベンチマーク・ グリッ

ド杭を打設した。その後遺構発掘作業に入り、遺構半我・断面記録作業を行って完掘した。H月 12日空中写

真撮影及び航空測量を行った。 11月 17日 市教委から調査終了確認後埋戻し作業を行い、 11月 25日調査を

終了した。

整理作業は平成 20年 11月 26日～平成 21年 3月 10日 に行った。 12月 中旬までに遺物水洗・注記を終了

し、随時接合 。実測 。トレースを行った。 1月 以降遺物撮影・報告書執筆・編集を行った。

第 3節 遺跡の位置と環境 (第 1・ 2図、第 1表 )
炭焼戸東遺跡は筑西市松原 599番地ほか (旧明野町 )に 所在する。周辺の地形は筑波山の西麓に真壁台地が

あり、西に小貝川、東に桜川が南流している。遺跡は標高約 27mの その台地上に立地し、東に観音川、西に

大川排水路が流れている。周囲の低地との比高差は約 2m、 現況は畑地である。台地上には縄文～中世の遺跡

が多く点在している。

縄文時代の遺跡としては早期で中妻 (倉持 )遺跡 (3)が ある。前期は大地遺跡、中期では中妻 (倉持 )遺跡 (3)・

天神遺跡 (5)。 久保山遺跡 (6)・ 宮北遺跡 (7)が ある。後期には鶴田石葉山遺跡
・台山遺跡 (9)な どが見られる。
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1 炭焼戸東遺跡 ○ ○ ○ 内淀西遺跡 ○ ○ Э
菰冠北遺跡 ○ ○ C ○ 宮後金井遺跡 ○ ○

3 中妻 (倉持遺跡 ) ① ① ○ ○ ○ ○ 硲西遺跡 O O O
4 向台遺跡 ○ ○ 矢尻遺跡 ① Э

5 天神遺跡 ○ C Q 坪内遺跡 ○ Э
6 久保山遺跡 ○ C ○ 石倉東遺跡 ○ ○

7 宮北遺跡 ○ ① C ○ 中根遺跡 ○ ○
8 山王堂遺跡

ヽ
ジｒ
て ⊂ ⊂ 新堀遺跡 0 O

9 台山遺跡 ○ ○ C 城ノ内遺跡 ○ Э

赤町 (中根)十三塚遺跡 C 0 菰冠南遺跡 ○ ○ ○

館野遺跡 O O C ○ 戸張遺跡 ① ① ③

宮前遺跡 ○ ○ C 岡山遺跡 ○ ○ ○ ○

稲荷前遺跡 ○ C ○ 久保新田遺跡 ○ ○ ○

14 倉持前畑遺跡 C C 40 海老ヶ島東原遺跡 ① ① υ

鍋山東原遺跡 ○ ○ C 赤町遺跡 ① ① ①

原久保遺跡 ○ C C 狭間遺跡 ○ ○ ○

北浦遺跡 ① C 刀
仕 台遺跡 ∪ ∪ υ

石倉西遺跡 ○ C 44 堂前遺跡 ○ Э

西明遺跡 ① 水落遺跡 ○ ○ Э

屋敷付西遺跡 ○ 富士山遺跡 ○ ○ ○ Э

宮山古墳群 ○ 十二塚遺跡 ○ ○ ○ Э

ノ(坂神社古墳 0 原遺跡 ○ ○ Э

稲荷塚古墳群 ○ 宮山観音古墳 0
屋敷付南遺跡 ○ 官山遺跡 ○ C ○ ○ Э
田宿炭焼戸遺跡 ○ 炭焼戸西遺跡 Э

海老ヶ島城跡 O
表 1 周辺の遺跡一覧

周辺の遺跡は中期を中心とするもので、晩期から弥生中期までの遺跡はほとんど確認されていない。

弥生時代後期になると遺跡が見られるようになり、更に古墳時代に入ると遺跡数が増加していく。古墳時代

の前期までは台地上に立地するが、中期以降になると低地にも遺跡が見られるようになる。古墳は中期以降の

ものが見られ、後期の群集墳の段階には増加傾向が窺える。古墳では全長 100m超の前方後円墳、宮山観音古

墳 (49)や 円墳では稲荷塚古墳 (23)、 鍋山東原遺跡 (15)が ある。集落は宮山遺跡 (50)・ 鍋山東原遺跡 (15)・

石倉東遺跡 (32)。 中根遺跡 (33)。 新堀遺跡 (34)。 台山遺跡 (9)・ 菰冠北遺跡 (2)。 菰冠南遺跡 (36)。 戸張遺跡 (37)・

岡山遺跡 (38)・ 海老ケ島東原遺跡 (40)・ 館野遺跡 (11)な どがある。

奈良・平安時代には当地域は常陸国白壁郡となり、延暦 4(785)年に真壁郡と改称される。郷域を比定する

ことは難しいが、大林 (村 )郷 とするのが通説である。筑波山を挟む東には国府が所在する石岡市がある。本

遺跡の中心時期である 9世紀中葉～ 10世紀前半は在地有力者層の成長が見られ、特に当該地域では旧明野町

東石田に将門の伯父国香の居館が所在したとの伝承がある。遺跡は大川・観音川流域の台地縁辺部に集落が営

-3-



まれ、台山遺跡 (9)。 岡山遺跡 (38)。 中根遺跡 (33)。 菰冠北遺跡 (2)・ 菰冠南遺跡 (36)。 城ノ内遺跡 (35)。 戸

張遺跡 (37)。 海老ヶ島東原遺跡 (40)・ 館野遺跡 (11)な どの遺跡が所在する。

中世の遺跡としては田宿炭焼戸遺跡 (25)。 炭焼戸西遺跡 (51)。 岡山遺跡 (38)・ 海老ケ島東原遺跡 (40)・ 館

野遺跡 (11)が周辺に見られる。中でも遺跡の南 400mに は旧河道と見られる低地を隔て戦国期の平城である

海老ヶ島城跡 (26)が 当地域の重要な遺跡となる。海老ケ島城は寛正 2(1461)年 から普請が行われたが、応仁

元 (1467)年に下総結城氏の当主結城成朝の嫡男秀千代が入城し、以後結城 。小田方の両者により城主は頻繁

に交替する。永禄 12(1569)年佐竹義重に攻略され、佐竹領となり、城主となった宍戸外記が海老ケ島新左衛

門と称したとされる。慶長 7(1602)年佐竹氏の秋田転封に宍戸氏が同行し、元和元 (1615)年一国一城令によ

り廃城となった。

近世の遺跡周辺の様子は慶応 3(1867)年 に写しが作成された「海老ケ島城。松原村絵図」(図 2)に見られる。

寛永 3(1626)年作成と伝えられるこの絵図には海老ヶ島城本丸の北側に集落が展開され、旧河道であ/Dう 部分

が田となり、北に畑地や入会地が広がる様子が窺える。本遺跡は畑地に位置している。

□ (巴
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口 K(口К報<彗
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第 2図 海老ヶ島城・松原村絵図 (『明野町の村絵図』 1986よ り転載)
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粗
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第 2章 検出された遺構・遺物
第 1節 調 査 の概 要

調査区のグリッドの設定は、世界測地系第Ⅸ系により 10mの方眼を設定し、西から東へ A～ Z、 a、 bと し、

北から南へ 4、 5、 6。 ・ 。と設定 し、その組合せにより表記 した。調査区の KHの 座標は X=28920000、

Y=18050000、 U12の座標は X=28910.000、  Y=18150.000で ある。

基本層序は市教委による試掘調査時の上層断面に拠った。模式図 (図 3)に 図示したように 3層に分層される。

一部中世以降の遺構で I層下から掘削されているのが確認されたが、調査区内は後世の耕作により削平された

と見られ、基本的にはⅢ層上面を遺構確認面とした。

基本土層 A
l耕作土
2黒褐色土 しまり、粘性ややあり、赤色粒含む。
3明褐色土 しまり、粘性ややあり、赤色粒多量。

基本土層 B

l耕作土
2黒褐色土 遺構覆土、ローム粒少量含む。
3暗褐色土 ローム粒、赤色粒多量。

第 3図  基本土層 (S=1/80)

土坑・ ピットについては基本的に遺物の出 A

土も少なく、所属時期が明確ではないものが

多いため、遺構一覧表に掲載 した。本調査に

:監丞系海月給尋RB〒彗孫|こ≧森を[こと
上卜下【』

近世の遺構について密接な関連が見られるが、

特に隣接する平成 17年調査区では古代の遺構について同一遺構や、同時期と推定される遺構などが見られた。

第 2節 古墳時代
6号竪穴住居跡  (図版 3。 7・ 16。 17・ 27・ 28・ 33)

0。 Pllグ リッドに位置する。規模は東西 792m、 南は調査区外になるが、残存規模で南北 48mに なる。

床面標高は 2634～ 2668m、 深さは 26～ 39c側、主軸方向は NO° Eで ある。周溝は確認されなかった。

中央に炉 A、 その南に炉 Bが検出された。北西隅には貯蔵穴が検出され、土師器甕が出土 した。その他に径

20cm前後のピットがいくつか見られるが、小規模で方形の平面形を為すものを含み、住居の主柱穴の位置と

は一致しないこと々ヽら、後世のものと考えられる。床面には炭化材が点在しており、床直上出土遺物が多く残

存率が高いことなどから、焼失住居と考えられる。

遺物は古墳時代中期末葉である和泉期に属し、土師器甕 (1～ 6)、 土師器増 (7)、 土師器高邪 (8～ 13)が出

土した。 1は東北隅の床面で横位の状態で出土した。口縁に隆帯がめぐり、二重回縁を模倣している。石田川

Ⅱ式の甕である。 2・ 4は貯蔵穴付近に集中するが、床面～ 10cm前後のレベルのため貯蔵穴には伴わないと

考えられる。3は北壁寄 り中央付近に下半が横位の状態で出土、その周辺に破片が散在していた。また滑石製

模造品 (有孔円板・剣形 )が出土した (31～ 44)。 併せて砥石
。原石・荒割状未成品・剥片・形割状未成品な

どの製作工程を示す資料 (14～ 30)も 出土し、本遺構で滑石製模造品製作が行われたことが窺える。成品は殆

ど覆土からの出土であり、出上位置・層位は不明である。しかし剣形模造品 (32)は北壁際中央付近床面から

10cmの高さで出土しており、周囲で荒割の破片 (21)、 形割片 (28)、 剥片 (23・ 24)がほぼ同レベルで出土し

ている。また砥石 (14)。 滑石原石 (15)はやや離れた北西隅貯蔵穴の南で出土している。西壁際調査区壁付近

にも原石 (17)、 住居西側中央付近で荒割 (22)。 剥片 (25)・ 形割 (27・ 30)が 出土している。概ね滑石製模造品

に関する遺物は住居の覆± 2層 に属する。製作工程など詳細については第 3章第 1節において述べる。この他

鉄製品 (45)が 出土した。鋳造品であるが、残存する部分からは何であるか不明である。
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第 3節 平安 時代

当該期の竪穴住居の特徴を挙げると、棚状施設を持つ 9号住居がある。類例として東京都清瀬市下宿内山遺

跡、日野市南広間地遺跡、埼玉県大里郡寄居町樋ノ下遺跡、県内でもひたちなか市武田遺跡群、結城市峯崎遺跡、

真壁郡真壁町小山遺跡が挙げられている [サ |1津法伸 19961。 本調査区に北接する平成 19年度調査区において

も同様の住居が検出されている。9。 13・ 14号住居に見られる床下土坑は栃木県芳賀町免の内台遺跡 〔山武考

古学研究所 1992〕 など北関東で 7世紀頃から見られ、奈良・平安時代に発掘例が増加する施設である。住居

の防湿のために灰などを埋めたものとも言われるが、その目的は明らかにされていない。また、竃を 2ケ 所設

置する住居も見られ、3・ 15号住については北竃と東竃を有し、茨城県内の竃の設置方位が 10世紀に入るあ

たりで北から東に変わる傾向が指摘されている [茨城県立歴史館 1995〕 。さらに、12号住については東と南

に電が検出されている。

土器の年代は 9世紀代に属するため、須恵器の出土量は少ない。甕が多く、転用硯も 5点ある。主に胎土に

より分類を行ったが、産地は常陸国内であると推定される。9世紀代に操業している大規模窯跡群として新治・

木葉下・堀ノ内窯があるが、木葉下窯は 9世紀中頃まで続くものの、供給地域ではないのか、本遺跡では該当

する製品が見られなかった。各胎土の出現傾向は、胎土 Aに甕が多いこと以外には特に挙げられない。遺構間

の相違も確認されなかった理由は点数が少ないためであろう。観察表には備考欄に以下に掲げた分類記号を記

載している。

-6-

/

イ



胎土 A,新治窯跡群の製品。長石・石英などの大きい粒子を含む。特に雲母を多量に含むのが特徴。焼成は軟

質 /d―場合が多い。本遺跡では器種は甕が多い。

18)ミ (68,80-83,102,116,130,177,178,181,183,184,185,212,216,220,222,240,248)

胎土 B長石・石英の粗粒を含むが、雲母は含まない。締まりが硬質でやや暗い色調である。稲敷郡周辺に窯

が存在すると想定されている [赤井博之 19971。 4点 (91,241)。

胎土 C緻密な胎土で含有物が少ない。φ 2■m前後の白色粒子 (長石など)を少量含む。調整も丁寧で、良好

な還元焼成である。利根川下流域に窯が想定されている [市川市教委 1996〕 。3点 (143)。

胎土D微細な白色粒子を比較的多く均―に含む。焼成はやや軟質。郷では底部を一方向のヘラケズリで調整

し、体部下端を幅広の手持ちヘラケズリで調整する。 10点 (69,70,72,103,179,180,2H,217,218)。

1号竪穴住居跡 (図版 2・ 7・ 17。 28・ 34)

B・ C9グ リッドに位置する。主軸方向は N39° Eである。北側約 1/2以上が調査区外となりその概要は不明

である。残存規模は南北 136m東西 2m、 底面高約 26.32m、 深度 22cmである。貼床は見られなかったが、

周溝は深さ 8～ 18cmで全周する。南隅で 2号土坑を切っている。覆土は自然堆積である。遺物は内面黒色処

理の土師器邪 (46)の みを掲載する。この他土師器甕
。甑、須恵器甕の小片が出土している。時期は 9。 10世

紀代と見られる。

2号竪穴住居跡 (図版 2・ 7・ 17・ 28・ 34)

C9グ リッドに位置する。主軸方向は N17° Eである北側約 2/3以上が調査区外であり、後世の攪乱により

竃などを削平され、東接する 1号溝に切られている。残存規模は完存する北西 ―南東軸で 288m、 調査区外に

伸びる北東 ―南西軸で 104mと なる。底面高は 26.55m、 深さ約 7cmと浅い。周溝は検出されておらず、隅

丸で、北東壁はやや内向する。遺物は竃を中心に分布する。掲載遺物は 6点である。土師器甕 (47,48,49)、 土

師器高台付郭 (50,51)、 灰釉陶器皿 (52)で ある。土師器甕 (47)以外はすべて竃内より出土している。甕はす

べて国唇を摘み上げる常総型と見られる。高台付 lTXは高台部分のみの資料であるが、「ハ」字に高台を貼付す

る形態である。灰釉陶器については小片であるため施釉方法も不明だが、猿投の黒笹 90号窯～折戸 53号窯

の時期の製品と見られる。

3号竪穴住居跡 (図版 2・ 8・ 17・ 18・ 28・ 34)

D9'10グ リッドに位置する。南東隅は調査区外となる。平面規模は南東 ―北西軸で長 548m、 北東 ―南西

軸で長 4.56mと 東西を長軸とする長方形をなす。底面高約 26.48m、 深さは約 28cmと 浅く、周溝は幅 12～

28cm、 深さ 3～ 7cmで全周する。竃は北東 。南東壁中央にそれぞれ検出されたが、新旧関係は不明である。

南東の竃 Aでは主軸方向は S56° E、 北東の竃 Bでは主軸方向は N31° Eである。主柱穴は Pl～ 3であるが、

南東の主柱穴は検出されなかった。南西壁際、竃 Bに対峙する位置には出入口と考えられる P4が検出された。

また北東隅、竃 ABの間には長軸 56cm、 短軸 52cmの焼土範囲が検出された。深度が浅いため正確ではないが、

壁は緩やかに立ち上がると見られる。

遺物は竃のある東半に集中し、竃からは土師器を主として遺物が多く出土した。掲載遺物は土師器甕 (53)が

竃 Bか ら出土している。常総型甕で胴部外面下半の調整がヘラケズリになるが、まだ胴部の張りがある段階で

ある。土師器郷では体部が直線的に開く古いタイプ (55～ 59)と 内彎し椀状を呈する新しいタイプ (60～ 62)
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とが出土している。63・ 64は どちらにも含まれない 9世紀前半までによく見られる器形である。灰釉陶器皿 (71)

は器壁が薄く日唇部が玉縁状となる。刷毛塗りによる施釉と見られ、黒笹 90号窯の製品と推定される。70は

須恵器で、宮都の須恵器編年における壼 Gと される器種であり、遺跡を官衛・仏教関連施設として評価する指

標のひとつとされる [考古学から古代を考える会 2000〕。69は胴部外面に青海波文を有する須恵器甕である。

66・ 67は転用硯と推定されるが、67に は赤色顔料が付着しており、朱墨の可能性が考えられる。転用紡錘車

(72)は住居北西部の床面近くで出上し、須恵器邪底部を使用したものでヘラ記号「×」が記される。土製平玉

は 2点出土し、73は北西の主柱穴 P2から、74は竃からの出土である。

4号竪穴住居跡 (図版 2・ 8・ 18。 28・ 34)

F10グ リッ ドに位置する。主軸方向は S77° Eで ある。規模は東西長 3.48m、 南北長 3.4m、 底面高は

26.20～ 2629m、 深さ 30～ 38cmである。周溝や主柱穴は検出されていない。竃は東壁南隅に設けられて

おり、遺存状態は良好であった。床面は部分的に硬化しているが、貼床とは考えられなかった。

遺物は主に南東半に多く、住居の床面に近いレベルで出土している。須恵器甕 (80)は床面で横位の状態で

出土した。バケツ形で当て具痕はあるが、外面に叩きなどの痕跡は見られない。胴部中位にヘラ記号「×」が

記される。須恵器甕 (80・ 81・ 83)は胎上がそれほど粗 くなく、雲母も多くは含まれないが、胎土 Aに分類した。

須恵器甕 (82)は雲母・白色粒子が多く含まれ、胎上が粗粒であるため同様に胎土 Aと した。土師器郷 (76～

78)は椀状に立上がり、回縁部で外反する器形で、底径が小さくやや深身である。また、高台付皿 (79)に は内

面に「上」の刻書 (焼成前 )が見られる。これらの遺物が共伴することから、9世紀後半の時期の住居と考え

られる。

5号竪穴住居跡 (図版 3・ 8・ 18。 19・ 28・ 34)

N10グ リッドに位置する。主軸方向は N12° Eである。完存する東西長 2,44m、 北側が調査区外となる南北

長 204m、 底面高 2668～ 2672m深 さ 16～ 17cmで ある。竃・周清・主柱穴は見られない。南東隅に長

軸 84cm、 短軸 80cm、 深さ約 23cmの ピットが検出された。土師器甕 (85)・ 土師器高台付邪 (87)は調査区

壁際住居中央付近の覆± 1層、住居の埋土からの出上である。土師器邪類 (86～ 88)は椀形であり、高台は「ハ」

字に貼付される。9世紀半ばでも新しい時期の可能性がある。89は提砥で、被熱している。

7号竪穴住居跡 (図版 3・ 9・ 19・ 28。 34)

Sllグリッドに位置する。主軸方向は S77° E、 完存する東西長 4.64m、 殆ど調査区外となる南北長 064m、

底面高 26.57m、 深さ 24cmである。周溝の深さは 4～ 6cm検出された。竃は端部が北壁土層断面で確認された。

南壁を南接する8号住居跡の竃に一部削平され、東に 10号住居の一部が検出された。掲載遺物は 90・ 91で ある。

90は直線的に開く土師器邪である。91は須恵器高台付邪である。底径が大きく、体部下端に稜を持つ。胎土

は新治産に似るが、雲母を含まないため Bと した。遺物が少 /A‐ いため時期は不明だが、9世紀前～中期に含ま

れる可能性がある。

8号竪穴住居跡 (図版 3・ 9。 19。 28・ 35。 39)

Sllグリッドに位置する。主軸方向は N22° Eで、完存する東西長 3.92m、 竃が一部調査区外となる南北軸

で長 4.32mと なる。底面高 2654～ 26.69m、 深さ 20～ 24cm、 周溝は幅 8～ 12cm、 深さ 5～ 8cmで 北
-8-



壁を除き検出された。周溝の掘り込みは明確で、床面は平滑である。7号住居跡との重複があり、竃より西側

の北壁が検出できず、新旧関係は竃が 7号住居跡を壊して構築されたことから、本住居が新 しいと判断した。

北東隅は 25号土坑に削平されている。南壁中央竃の対面に直径 26cm、 深さ約 10cmの 出入ロピットが見ら

れた。

遺物は篭に集中しており、竃の燃焼部からは伏せた状態で高台付邪 (101)が出土している。椀形をした郵に

やや「ハ」字状に高台が付く。底部と体部の外面にヘラ記号「×」が記される。92～ 94は常総型の土師器甕

で、93は胴部下半をヘラケズリし、94は胴部の張りがやや弱くなる。いずれも 9世紀の特徴を示す。須恵器

甕 (102)はバケツ形で頸部に補修孔が穿たれる。胎土に雲母が多量に含まれることから胎土 Aと見られる。土

師器郭類 (95～ 101)が椀形で薄手であるという特徴もあり遺構の時期は 9世紀中～後期と考えられる。

9号竪穴住居跡 (図版 4・ 9。 19。 29。 35)

Tllグ リッドに位置する。主軸方向は N3° Eで、東半が調査区外と/1‐ る。底面高 2650～ 2642m、 深さ

約 50cmで、残存規模は南北長 38m、 東西長 1,96～ 2.28mで 西壁は北に向かいやや開く。竃は北壁のほぼ

中央と推定される位置にある。竃は東袖が調査区壁で欠けるが、良好な状態であった。また竃の西から住居北

西隅まで、床面から約 35cmの高さに、幅 124m、 奥行き 0,6mの 棚状の施設が設けられている。周溝は幅

10cm、 深さ約 10cmで全周するが、北西・南西隅では幅が広くなる。床面は平滑である。住居のほぼ中央と

思われる調査区壁には南北 12m、 東西 06m、 深さ 22cmの断面形が弧状の床下土坑が検出された。

遺物は土師器高台付皿 (112)が住居南側で住居埋土中から出土した他は竃内に集中する。 104～ 106は常

総型の土師器甕と見られ、107は小形甕である。胴部の張りはやや弱くなり、胴部下半の調整はヘラケズリで

ある。土師器邪 (108～ lH)は やや椀状を呈するものの、直線的な立上がりを有する。遺構の時期は 9世紀

中～後期と見られる。

10号竪穴住居跡 (図版 3。 9・ 20・ 28。 35・ 39)

Sllグ リッドに位置する。ほとんど 7号住居跡に削平され、大半が調査区外になるが、主軸方向は N10° E

と見られる。残存規模は東西長 80cm、 南北長 52cm、 底面高 2668m、 深さ 14cmである。周溝や竃などは

検出されていない。遺物の総量が少なく、掲載遺物も 3点である。 113の常総型土師器甕は最大径が肩部近く

にあり、国唇部の摘み上げも明瞭である。土師器好 (114・ H5)も 直線的に立上がる形態である。重複関係に

ある 7・ 8号住居の遺物よりも若干早い時期が考えられる。 114の体部外面には横位で「万財」の墨書がなさ

れている。

11号竪穴住居跡 (図版 4・ 9。 20'29・ 35)

Vllグリッドに位置する。遺構の多くが調査区北壁の外となる。主軸方向は N6° Eで、完存する東西軸長 18

～ 212m、 南北軸の残存長が 0.92m、 底面高約 267m、 深さ 22～ 30cmである。ごく浅い周溝が西壁から

南壁まで検出された。壁の立上がりは比較的緩く、底面は西から東に向かい低 くなる。東壁は北へ向かうにつ

れ開くように設けられている。また東壁の一部はP141に より削平されている。竃・主柱穴などは確認されなかっ

た。遺物の出土が少なく、掲載遺物は 2点である。
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12号竪穴住居跡 (図版 5。 10・ 20・ 29。 35)

Zllに 位置する。完存する南北長 3.4m、 東が調査区外となる東西長 292m、 底面高 26.35～ 26.41mであ

る。その位置から平成 17年度調査区の S110と 同一遺構と考えられる。S110は東壁中央付近に竃が検出され

ているため、東竃を主軸とすると主軸方向は N86° E、 南壁の西隅の竃に主軸を合わせると、主軸方向は N4°

Wと なる。周溝は幅 20～ 24cm、 深さ約 5cmで浅い状態である。西壁付近の床は攪乱を受けており、覆土中

にも攪乱が多く確認された。また、北壁の調査区壁付近も攪乱を受けている。東北部分には東西長 lm、 南北

長 1.52m、 深さ約 13cmの浅い落ち込みを検出した。床面は他にも周溝付近に凹凸がある。灰釉陶器椀 (121)

は体部下端にヘラケズリが見られることから黒笹 90号窯の製品の可能性がある。

13号竪穴住居跡 (図版 5。 10。 20・ 29。 36・ 39。 40)

Z9グ リッドに位置する。主軸方向は Nl° E、 南北長 3.8m、 東北長 3.88m、 底面高 26.6～ 26.65m、 深さ

14～ 28cmである。竃は北壁中央に検出されたが、主柱穴はなく、周溝はごく浅 く全周している。4号掘立

柱建物の柱穴である P165と重複するが新旧関係は確認することが出来なかった。浅い床下土坑が検出され、

床面はやや凹凸がある。住居北側では 5号溝を切っている。

遺物は住居跡内に点在している。土師器邪 (122～ 125)の うち器形が分かる 122。 123は椀状である。土

師器皿は高台が欠損するものを含め 3点 (127～ 129)・ 土師器仏鉢 (126)・ 砥石 (131)が出土している。須恵

器甕 (130)は胎土 Aで体部外面に擬格子状の叩きが施され、体部外面に大きく「院」と墨書される。同じく高

台付皿 (127)底部外面・土師器皿 (128)体部外面に「院」と墨書されている。また、土師器郷 (123)は外面に

煤が多量に付着しているため、すべては釈読できていないが、体部外面に横位で「佛御□」と墨書されている。

新治産須恵器甕や土師器高台付皿が出土したこと、土師器好の器形的特徴から 9世紀中～後期と推定される。

14号竪穴住居跡 (図版 6・ 10・ 20・ 21・ 29。 36)

Z7グ リッドに位置する。主軸方向は N4° E、 南北長 3.2m、 東北長 392m、 底面高 266～ 26.66m、 深さ

16～ 32cmである。住居跡のほぼ中央を南北に中世の 3号溝が貫いており、竃も北壁東隅寄りに僅かに痕跡

が見出せるのみである。竃のすぐ南にも P159が掘削されている。西半にはごく浅い周溝が廻っているが、主

柱穴は検出されなかった。壁の立上がりは比較的緩やかである。床面は凹凸が比較的多い。東南の床下には南

北長 lm、 東西長 0.94m、 深さ 13cmの床下土坑が検出された。覆土は黒褐色土にロームブロックが多く混入し、

焼土粒を少量含む。遺物は 3号溝による削平のためか深度の深い土坑に集中して残存している。土坑内から土

師器常総型甕 (132)・ 土師器高台付郷 (140)。 土師器仏鉢 (142)・ 須恵器高台付邪 (143)。 灰釉陶器耳皿 (144)

が出土している。 132は 口唇部の摘み上げや胴部の張りがやや弱い。 143は精良な胎上で堅緻な焼成であり、

胎土 Cと推定される。底部内面に赤色顔料が付着しており、朱墨の可能性がある。 144は高台部分と耳屈折内

部が無釉で、刷毛塗 りで施釉がなされ、黒笹 90号窯の製品と見られる。住居の時期は 9世紀中～後期と考え

られる。

15号竪穴住居跡 (図版 6。 11・ 21・ 22・ 29・ 36・ 37・ 40)                    |

Z8グ リッドに位置する。西部が調査区外となるが、完存する南北長は 5m、 東西の残存長は 3.2m、 底面高

26.6m、 深さ約 40cmである。竃は 2基あり、東壁中央より南の竃 Aを主軸とすると方向は N90° E、 北壁中

央と推定される竃 Bを主軸とすると方向は NO° Eと なる。竃 Aは煙道部を 3号溝に切られている。竃 Bの東
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隣には竃が付設された痕跡が残っていた。主柱穴は検出されなかったが、周溝は幅 28cm、 深さ 5～ 10cmほ

どで明確に全周している。住居跡中央、調査区西壁付近には長軸約 40cm、 深さ 10cmほ どの長円形のビット

が見られ、南壁の竃 Bに対面する位置には長軸 32cm、 短軸 28cm、 深さ約 40cmの ピットが検出された。そ

れを除けば比較的平滑な床面で、貼床が施されていた。

遺物は他の住居と比べ多く、特殊な遺物としては仏鉢 (174～ 176・ 185)、 土師器では火合脚部 (172)。 灯

明皿 (163)。高邪 (173)。 須恵器甕転用硯 (180)・灰釉陶器瓶 (186)。 鍛冶関連遺物である須恵器邪転用増蝸 (183・

184)。 金床石 (191)・ 金属製品の鋳造鋳型と思われる破片 (187～ 189)が 出土した。墨書土器は土師器邪 (153)

底部外面に「□ (家力)」、土師器郭 (157)・高台付皿 (169)の体部外面に横位に「毒」と記された土器が出土した。

土師器高台付皿が出土するが、土師器高台付野の体部下端に稜が見られるものがあり、須恵器が他と比較して

多く共伴する。このことから住居の時期は 9世紀中～後期と考えられる。

16号竪穴住居跡 (図版 5・ H。 30)

Z10グ リッドに位置する。ほとんどが調査区外であるため詳細は不明だが、主軸方向は N10° Wとする。南

西隅は攪乱に削平される。残存規模は南北長 2.52m、 東西長 0,96m、 底面高 26.53m、 深さ 44cmで ある。

平成 17年度調査の SI Hと 同一遺構の可能性があるがどちらも遺存状態が良くないため、不明である。

1号掘立柱建物 (図版 5。 11・ 30)

Y・ Zllに位置する。主軸方向はN90° Eで、2間 ×3間の東西棟の側柱建物である。桁行の柱間は心々で 1.48

～ 1,62m、 梁行の柱間は 180～ 1.86mである。柱穴規模は長軸 80～ 88cmの円形あるいは方形の掘方で底

面高は 2622～ 26,72m、 深さ 34～ 44cmである。柱痕は Plを 除きすべてに見られ、直径 20cm前後である。

P3・ 9・ 10で は柱痕が太いが、柱を抜き取った痕跡の可能性もある。土層は人為堆積の状態であったが、版築

が行われたかは不明である。すべての柱穴で柱の当たりが確認された。P6・ 8・ 9か らは土師器の細片が出土

している。

2号 a・ b掘立柱建物 (図版 5・ 12・ 24・ 30。 38)

X・ Yllグリッドに位置する。主軸方向は N2° Wで、2× 3間の南北棟の側柱建物である。桁行の柱間は心々

で 148～ 180m、 梁行の柱間は 1.50～ 1.74mである。柱痕を 2本持つ柱穴があり、土層の堆積状況から、

南側に 2号 a建物を建てた後、北に 40cmほ ど離れた位置に 2号 b建物を建て替えたものと考えられる。2号

b建物の柱はいずれも先にあった柱穴の北壁に柱を寄せかけるようにして建築 している。このため柱穴の規模

は長軸 0,72～ lmの円形あるいは方形をなすが、不整形を呈するものもある。底面高 26.4～ 26.2m、 深さ

約 30～ 50cmである。掲載遺物は土師器郷 (221)で底部外面に焼成後の刻書があるが、内容は不明である。

3号掘立柱建物 (図版 5・ 12・ 30・ 31)

Z9。 10グ リッドに位置する。西端は調査区外となり、建物規模は不明である。しかし 1・ 2号建物が桁行

と梁行の柱間とでは梁行の方が長いこと、2× 3間の規模であることから、本遺構も南北軸を梁行とした東西

棟の建物であると考えられる。このため主軸方向は N89° E、 梁行 2間の柱間は心々で 186～ 2.10m、 桁行

は残存する部分で 2間 となり、柱間は 1.62～ 180mで ある。柱穴は長軸 072～ lmの隅丸方形あるいは略

円形で、底面高 26.5～ 26.28m、 深さ 40～ 60mと なる。柱痕は 3本に検出され、柱の当たりはすべての柱
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穴で確認できた。P3か らは土師器の細片が出土している。

4号掘立柱建物 (図版 5。 13)

Z9グ リッドに位置する。P160。 165。 166。 167が検出されたが、それ以外は調査区外となり、建物規模

は不明である。3号建物同様、東西棟とするならば、主軸方向は N89° E、 梁行 2間、残存する桁行 1間で、

柱間はすべて 2mと なる。長軸 lm前後の略円形あるいは方形の柱穴で、底面高 26.3～ 26.48m、 深さ 40～

50cm前後となる。柱痕や柱の当たりが明確な柱穴は見られなかった。P165については S113と 切り合ってい

るが、その新旧関係については不明である。

1号井戸 (図版 3・ 13・ 23'24・ 32・ 37・ 40)

L10グリッドに位置する。直径 1.6mの 円形で、底面高 24,76m、 深さ 1.92m以上になるため完掘していない。

深さ lmの位置で幅 20～ 30cmの 中場を持ち、そこから底部に向かい狭くなっていく。土層は自然堆積をなす。

新治産須恵器甕 (216)。 体部外面下端に墨書された土師器邪 (215)な ど 5点を掲載した。

2号井戸 (図版 3・ 13・ 24・ 37・ 38)

Qllグ リッドに位置する。長軸長 2.28m、 短軸長 0.96mの 円形と推定されるが、南半が調査区外であり不

明である。底面高 255m、 深さ 1.7m以上となるため、完掘していない。断面形は漏斗状であるが、深さ lm

の位置で膨らみを持つ。土層は自然堆積の状況を示す。最下層から新治産須恵器甕 (220)が出土している。

4号溝 (図版 5。 13・ 23・ 31・ 37・ 40)

Xll・ 12グ リッドに位置する。長 72m、 幅 1.28～ 208m。 走行方向は NO° Eである。北は底面に凹凸が

ある。中程に長径 76cm、 短径 44cm、 深さ 40cmの ピットが検出されたが、溝に伴わない可能性が高い。出

土遺物については、土師器好 (209・ 210)はやや内彎するが体部と底部の境が明瞭な稜を持つ。須恵器甕 (2H)

は胎土 Dに分類され、内面に磨痕があり転用硯の可能性がある。また、火合の脚部と見られるもの (213)も 溝

底面より出土している。本遺構の南端は平成 17年度調査の SD04に接続し、SD04か らは火合の獣脚部が出

上している。遺構は 9世紀後半に属すると考えられる。

5号溝 (図版 5。 10)

Z9グ リッドに位置する。 13号住居跡に削平されているため推定の規模となるが、長 7m、 幅 0.52～ 0,8m、

走行方向は N3° Wである。底面高 26.81m、 深さ 12cmと 浅く、断面形は弧状である。東西端が調査区外に伸び、

東側は隣接調査区の不整形な落ち込みに続 くが詳細は不明である。遺物は出土していないが、 13号住居跡に

切られるため、古代の遺構である可能性が高い。

20号土坑 (図版 2・ 14・ 24。 25・ 32・ 38)

H10グ リッドに位置する。長軸長 2.76m、 短軸長 1.6m、 底面高 25.64m、 深さ 90cmと 大型で楕円形の土

坑である。覆土は 13層 に及び、自然堆積をなす。掲載遺物は概ね上層 と 7層までの出土である。上端の下に

緩やかな段があり底面の周縁は膨らみを持つ。土師器甕のうち 229。 230は常総型、231・ 232は 小形甕である。

口唇部の摘み上げは弱く、229は胴部の張 りが少ない。須恵器甕は 240が下層に、241が 5層 に含まれる。また、
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掲載していないが上層に土師器郷底部片で回転糸切 りの遺物が含まれるため、遺構は 9世紀後半～ 10世紀前

半に属すると考えられる。237・ 238は体部外面にヘラ記号を記すが焼成後の記入と見られる。242は石製紡

錘車で 3層からの出土である。

第 4節 中近 世

1号溝 (図版 2・ 7・ 22・ 31・ 37)

C9。 10、 D9に位置する。走行方向は N10° Eで ある。遺物が鉄滓 1点のみのため時期が不明である。しか

しⅡ層上面から掘削された遺構であるため、中世以降の溝と想定される。

3号溝 (図版 6。 13・ 22・ 23・ 31・ 37)

Z5～ 9、 a5～ 9グ リッドに位置する。 14号住居跡、6・ 7・ 10号溝、42号土坑 と重複するが、 14号住

居跡の方が古いということしか確認されていない。平面形は「コ」字状を呈するが南北端は東に延伸し、平成

17年度調査区の SD07・ 08と接続する。走行方向は南北溝が NO° Eで長 328m、 幅 248～ 2.88m、 北は東

西溝で走行方向 N90° E、 長 5.6m、 幅 248～ 2,72m、 南は東西長 2.6m、 幅 2.4mが検出された。断面形状

は薬研状で、深度は 075～ 129mと なり、底面高は北東端で 261mで あるが南に向かうに従い浅 くなる。

南北溝の中間あたりには長 1,72m、 幅 08m、 深さ約 lmで一段掘 り込んだ部分が見られる。土層断面の観察

によれば、その土層 (13・ 14層 )は それより上の層とは堆積状況が異なる。最下層の 14層 では黄白色粘質土

と鉄分を多量に含んだ黒褐色土が締まりのない薄い互層を為しており、その上の 13層 も同様の堆積であるが

鉄分の含有はやや少ない。また上層の上圧のため下方へ招曲し、 14層 よりは締まりを持つ。平成 17年度調査

では、接続する SD07・ 08について上層の①～⑥層に関して人為填圧としているが、3号清の対応する土層に

ついても人為堆積と考えられる。この掘 り込みから南下すると底面高は下がりはじめ、南のコーナー部分で緩

やかな段を有して約 30cm低 くなる。南北溝中央部の掘り込みがどのような意味を持つものかは不明であるが、

区画溝の何らかの施設を有していた可能性も想定される。内耳鍋 (193～ 196)。 土師質小皿 (197～ 199)。

常滑焼甕 (200)が 出土 しているが、200が 15世紀代に遡るが、他は 16世紀代に所属する。海老ヶ島城と並

行する時期の溝と考えられる。県調査区でもほぼ並行する時期の溝が検出された。この他羽口 (204。 205)・

椀形滓 (206)。 金床石 (207)・ 五輪塔の一部 (208)が出土した。また古代の平瓦 (203)や下層には土師器甕 (202)

も含まれる。

8号溝 (図版 13)

Y12グリッドに位置する。走行方向は N7° Eである。長 3.4m、 幅 0,76～ 112m、 深さ約 1lcm、 底面高

26.75mである。南端は隣接調査区の SD05に接続する。SD05の時期は近世とされている。

第 5節 時期不明遺構
2号溝 (図版 2。 13・ 31)

E9・ 10グ リッドに位置する。走行方向は N21° Eである。長 72m、 幅 0.44～ 0.68m、 深さ約 20cm、 底

面高 2642mで ある。調査区を横断している。底面は凹凸が多くあり平滑ではない。13号土坑・P21に切られる。

P38と 重複するが新旧関係は不明である。遺物は出土しておらず、時期は不明である。
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6号溝 (図版 6・ 13・ 32)

Z7・ a7グ リッドに位置する。走行方向は N87° Eである。長 704m、 幅 052～ 084m、 深さ 0,43m、 底

面高 26.58～ 26.73mで調査区を東西に横断する。3号溝とも直交するが、新旧関係は不明である。平成 17

年度調査区にはこれに接続するやや不整形な落ち込みが確認されるが、詳細は不明である。遺物が出土してい

ないため時期は不明である。

7号溝 (図版 6。 13・ 32)

Z5グ リッドに位置する。走行方向は S87° Eである。東西方向の溝で長 152m、 幅 0.56～ 0.68mで 東端

は 3号溝と切合うが、新旧関係は不明である。底面高 26.94m、 深さ 9cmと ごく浅く、遺物も出土しなかっ

たため時期は不明である。

10号溝 (図版 6・ 13)

Z5・ 6グ リッドに位置する。走行方向は N87°

端は 3号溝と切合うが、新旧関係は不明である。

ため時期は不明である。

Eである。東西方向の溝で長 1.4m、 幅 0,96～ 1.04mで東

底面高 268m、 深さ 23cmと 浅 く、遺物も出土しなかった

第 6節 縄文 。弥生時代の遺物 (図版24)
本遺跡において検出された縄文・弥生式上器は、 17片 である。このうち 3片が住居跡及び土坑からの出土

であるが、遺構に伴うものではない。平成 17年度に行われた同遺跡の調査では、堀之内 1式の埋甕が検出さ

れているものの今回では遺構の検出はなかった。

出土した遺物は細片 3点を除く 14点 について掲載した。

・縄文時代早期

252は 縦方向に粗い撚糸文を施文するもので縄文早期前半撚糸文系の土器と判断される。口縁部を欠損する

ために明瞭ではないが、撚糸の施文状況より夏島段階の可能性がある。

・縄文時代前期

253は 肋骨文を意識する文様が並行沈線により描かれるもので、地紋はない。胎土中に微量ながら繊維の混

入が見られることより、縄文前期後半浮島 1式土器と判断される。

・縄文時代中期

254～ 257は 無節 Lの縄文に Z字状の結節文を横方向に施文するもので 254では口縁部付近の破片であろ

うか折り返しが見られる。以上の特徴より、本遺物は中期初頭下小野式段階の遺物と判断される。258は 縦方

向の沈線に沿って LRの縄文を縦方向に施文するもので、胎土中には雲母の混入が見られる。中期前半五領ヶ

台式土器と判断される。259は 円管状の工具による繊細な角押文列が描かれ角押列の間に交互刺突が加えられ、

胴部下半には粗い LRの縄が施文される。縄文が施文される点より、五領ケ台式土器の新しい段階と判断される。

260は小形の扇状の把手を有する口縁部の破片である。国縁直下には断面三角形でY字状の隆帯が貼付される。

雲母を多量に混入しており阿玉台 lB式土器と判断される。261は 胴部の破片である。縦方向に粗い沈線を描

いているが、僅かに角押文の痕跡が観察され、胎土中に雲母を混入することより阿玉台式土器と判断した。

・縄文時代後期

262は 太い沈線により曲線状の区画を設け内部に LRの縄文を充填し、区画外は磨 り消している。加曾利 E4
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段階から称妙寺式に移行する段階の遺物であろう。中期最終末の可能性もあるが、ここでは後期の資料として

取 り扱った。263は屈曲する胴部の破片である。沈線による曲線状の区画が描かれ、内部に刺突が加わる。称

妙寺 2式段階の資料である。264は 国縁部の破片である。やや外反して開く口縁で、回縁部直下に太い沈線が

1条巡る。堀之内 1式土器と判断した。

・弥生時代後期

265は 薄手の土器で器面には附加条第 1種の縄文が施文される。同様の土器は縄文土器にも見られるが薄手

であり、弥生式上器と判断される。上稲吉段階の弥生式土器の可能性を考えている。

以上縄文 。弥生式土器について概観したが 2006年の調査において報告でも縄文前期末の十三菩提と堀之内

式が報告されており今回の調査によって得られた資料とは組鯖はないものと判断される。

石器は 4点について提示した。何れも遺構覆土中からの出土であるが、遺構に伴うものではない。石材につ

いても 4点共に異なっている。266は剥片、267・ 269は使用痕のある剥片、268は石核である。以下各石

器について詳細な観察を行う。

266は メノウの縦長剥片である。打点は表皮部分で、裏面と表面の剥離方向が逆転している。表側は表皮を

残している。

267は 灰褐色を呈する珪質頁岩の横長剥片である。外側縁に細かな剥離痕が認められ、使用痕と判断される。

剥離は下端部で背面側にのみ観察される事から、掻器的な用い方を行っている。

268はチャー トの石核である。表皮は観察されないことより大形の原石が選択されているものと判断される。

剥離は多方向より行われるもので、剥片は比較的小形の物が剥がされている。石鏃の製作を目的とする石核の

可能性が高い。

269は 黒曜石の縦長剥片である。左側縁の背面側にのみ細かな剥離痕が見られ、267同様掻器的な使用が行

われている。黒曜石中には多量の気泡 (星 )が混入される。

以上 4点の石器について観察したが、その特徴より縄文時代の資料と判断される。

第 3章 まとめ
第 1節 6号住居跡出土滑石製模造品について
本遺跡で検出された住居の内、6号住居のみが古墳時代中期末葉の住居であつた。他は平安時代の住居で、

周辺においても該期の遺構は検出されておらず、特異な状況である。調査範囲が道路の路線内という限られた

範囲であったために、周辺の状況は明白ではないが、これまでに行われてきた炭焼戸東遺跡では初見である。

6号住居跡は火災を受けている為によるものであろうか、遺物量も豊富である。この中で特に滑石製模造品

の出土が特筆される。滑石製品は住居跡北西部を中心に出土しており、住居北部中央にはやや大形の砂岩製の

砥石 (14)も 出土している。滑石製模造品工房にかかわる資料としては、原石、荒割、研磨段階の各資料が少

量ながら出土した。これらのことから、本住居内において滑石製模造品の剣と有孔円板の製作が行われていた

ことが判明している。下総玉造遺跡に見られるような工作用ピットの検出はなかったが、出土遺物から特に剣

形模造品の製作に関する若千の工程が追えた。

・ 1段階 (15～ 18)

原石は拳大ほどのものを持ち込んでおり、表皮を残す原石も見られる。露頭より大まかに割 り取られて搬入

されたものであろう。
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。2段階 (19～ 22)

15。 16の原石に藝状の金属によると思われる刃物の傷が平行な条として残されている。同様の傷は荒割 り

段階の資料 18に も見られ、原石から荒割に至る工程が藝状の、先端がやや平坦な刃物によることが観察される。

本遺構では円板の未製品を検出できていない為に、断定できないが、荒割りが終了した段階で、破片の形状か

ら円板と剣形に選別されるものと判断される。

・3段階 (27～ 30)

資料 27で は荒割 りした破片の側面に鏑を作るために斜め方向に研磨を開始していることが観察される。本

遺跡検出の剣形品の特徴は、中央に明瞭な鏑を有する点である。他の遺跡における円板や臼玉の製作工程では、

板状に薄 く研磨したものを藝状の工具で刻んで形を成形するが、このことは、有孔円板と剣形模造品の作製工

程が明らかに異なり、剣形模造品の欠損品からは円板や臼玉の製作転換は行われなかったものと判断される。

・ 4段階 (31″-45)

研磨を全体に施した後に、片面側より金属と思われるドリルにより穿孔が行われる。完成品である剣形品は

35・ 37・ 38・ 40では片面のみの鏑となり裏面は平坦に研磨されているが、他の 31～ 34。 36で は両面に鏑

が作られている。

本遺跡における滑石製模造品は、剣形品の形状を見ても又、伴った土器から判断しても初期的段階、古墳中

期後半の模造品と判断される。同様のことは有孔円板にも言えるもので、通常孔は対峙した位置に 2孔穿たれ

るものが古墳後期の資料としては一般的であるが、本遺跡の円板には中心部分に 1孔のみ穿たれており、やは

り古墳後期初頭段階の形状とは異なるものとなっている。地域的な特色であるのか、周辺の資料が不足してい

る為に明瞭ではないが、ここでは時間差による型式の変化としてとらえたい。

第 2節 墨書 。刻書土器 (図版39。 40)
本遺跡出土の文字資料は 3分類される。

①「院」「寺」「□ (家力)」 という場所を示す墨書である。「院」は平成 17年度調査では 15点出土し、S101

出土のものを除いてすべて外面へ記される。墨痕が明瞭に観察できる資料について字体を分類すると図 5のよ

うになる。A類はウ冠を比較的丁寧に記 し、全体的にも崩れがあまりない。B類はウ冠がやや崩れ、ウ冠の右

下に墨点を記す。C類は「呂」扁も雑な印象となり、秀部分をすべて崩す状態である。しかし、SD01 70で は A・

C類が一つの土器に記されていることから三者に時間差があるとは考えにくい。古代の字体を載せる『五確字類』

にはこのような字体は見られないが、他遺跡の墨書土器に見出せる (図 5)。「院」にとよ建物・施設の意があるため、

単独で用いられる例は少なく、方角や建物名と組み合わせることが多く、「南院」(群馬県・戸神諏訪遺跡 )。「講

院」(栃木県・下野国分寺 )な どの例が挙げられる。本遺跡で「院」「寺」「□ (家力)」 に施設を特定する修飾語

を冠していない理由は不明である。塁書の目的については、物品管理のためと推測されるが詳細は不明である。

② 10号住土師器郭 (114)の墨書「万財」は「万富」「万加」などと同様の吉祥句的用法と見られる。「財」

の字体は扁の「ハ」部分が省略されるが、このような例は『五盤字類』に見られる (図 6)。

③ヘラ記号「×」や 4号溝の須恵器郷 (212)の墨書「半」などは記号と見られるが詳細は不明である。

「院」は官衝の施設名にも用いられるが、「院」銘墨書土器が出土した 13号住では「佛御□」の墨書がされ

た土師器郷が共伴 し、15号住からは「寺」銘墨書土器が出土している。また、仏教関連遺物と評価される仏
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鉢・火舎・宮都の編年における壺 Gと される須恵器が出土しており[考古学から古代を考える会 2000〕 、「院」

銘墨書土器が寺院に関わる資料であることを示唆している。しかし、県内の国分寺や郡寺とされる遺跡からは、

基壇や礎石、瓦などが検出されているのに対し、本遺跡では 3号溝から平瓦片が 1点出土したのみである。こ

れらの点から本遺跡の場合、村落内寺院のような小規模なものと考えられる。

選
賭
予υ

Ｂヵ
坪

①

類

仇

け

。

ｃ

⑫
ユ
「院」の字体の例

B類 校庭ⅡⅢ遺跡

第 5図 「院」の字体の分類 (○で囲んだ数字は平成 17年度調査遺物の報告No)

第 3節 各時期の遺跡の性格について
古代の遺構は、主軸方向から I～Ⅲ期に区分できる (図 7)。

掘立柱建物は東区にのみ検出された。4棟のうち 2号掘立柱建物のみが東西棟である。4棟はすべて方位を

概ね座標北に合わせており、棟を揃えた配置が行われているが、南の 1・ 2号建物の方は柱間が短い。2号建

物の南に位置する平成 17年度調査の SB05は主軸方向が NO° Eと 同じ南北棟であり、柱穴規模なども類似し、

本調査区の 2号建物と棟を揃えている。おそらくは同時期の建物群と考えられる。また、掘立柱建物群の東に

も SB06が主軸方向 N90° Eで検出されており、方向を同じくする。ただ SB06の 西脇に南北方向に柵列が検

出されているため、西の建物群との区画塀などの可能性も考えられる。一方、約 24m南では平成 17年度調査

区で区画溝に囲まれた SB01～ 04が検出されているが、北方の建物群よりも主軸方向が 15～ 20°東に振れる。

また、柱穴の規模や形態についても SB05・ 06と は異なることが報告されており、北方の建物群との時期差あ

るいはJl■格の相違などが考えられる。区画溝の廃絶時期について 9世紀中葉との報告がされ、「院」「寺」など

の墨書土器が区画溝や S101か ら出土しているとされる。本調査区では「院」墨書土器は 3点すべてが 13号

竪穴住居跡から出土しているが、字体や墨書位置・土器の年代などの共通性から同時期の遺構の可能性が高い。

4号掘立柱建物は重複する 13号住居との新旧関係が不明であるが、 1～ 3号掘立柱建物と方位を揃えている

ため、それと前後する時期で関連のある施設と推測される。また 4・ 5号溝はこれら建物群を区画する溝の可

能性が考えられる。

竪穴住居跡については、7・ 10号住が 8号住に切られ、遺物も他と比較しやや早い段階、9世紀前～中期と

判断されたため、 I期 とした。平成 17年度調査の成果に基づき 13号住を 9世紀中葉 とすると、主軸方向を

同じくする 2・ 5。 8・ 9・ H・ 13～ 15号住も同時期と想定される。但し、 15号住については北竃と東竃が

あり、茨城県内の竃の設置方位が 10世紀に入る前後で北から東に変わる傾向が指摘されているので [茨城県

立歴史館 1995]、 北竃をⅡ期、東竃をⅢ期と考えたい。出土遺物についてはⅡ期の遺物も入るものの、住居廃

絶前の東竃段階の遺物が主体 と考え、9世紀後半の遺物と判断した。同様に 12号住も東竃になるため同時期
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と推定したが、南西隅にも竃を持つため、竃の新旧関係は不明である。 1・ 3・ 4号住は主軸方位が他とは異なり、

位置も調査区の西端と離れているが、時期差があまり見られないため、西方に別の集落が展開すると推測され

る。古代の集落のピークはⅡ期 (9世紀中～後期 )であり、掘立柱建物も 2号 b・ 4号建物以外はこの時期に属し、

南方の掘立柱建物群もこの時期である。仏教関連遺物の存在から村落内寺院の可能性について言及したが、平

成 17年度調査でも南方建物群について仏教関連施設の可能性を指摘 している。また、寺院遺跡周辺での鍛冶

関連遺物の出土例は報告されているが、本遺跡でも輔羽口や椀形滓など鍛冶関連の遺物が出土した。しかし茨、

城県教育財団鍛冶工房などの遺構や痕跡を伴わないため、現段階では村落内の小鍛治的な規模を想定している。

中世の遺構については、他の調査区で主に溝を検出している。特に平成 17年度に本調査区の北方で茨城県

教育財団による調査が行われた際には、同時期の遺構がまとまって検出されている。方形あるいは隅丸方形に

廻る溝により区画された内側に、掘立柱建物が建ち並ぶ屋敷地跡は、 15世紀後半～ 17世紀前半に及び、 1～

Ⅳ期の変遷が指摘されている。本調査区では 3号溝が 16世紀を主体としており、県調査のⅡ oⅢ 期に当たる。

溝の方位や掘削方向も矛盾がなく、同一集落であったことが窺える。海老ヶ島城の機能した時期ではあるが、

今回検出された遺構が溝 1条のみであり、遺物も少量であったため城との関係は不明である。近世になると本

遺跡は畑地となったことが絵図 (図 2)よ り看取され、遺構・遺物とも希薄となる。

S115】ヒ獨置,S16,SD3,SD4    SI

SD5,SB2

SI 10,SDl

S116 S12

SD2

S18

S115

SD7

房こ雷目,SBl,SB3,SB4,SD3

s S112南竃

第 7図 遺構の主軸方位

Ｓ・‐‐ＳＤ８｛μ↓
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土 狽!表
脇 面 7T 面

ユ B9 円形 弧状 0.94 2633 レンズ堆積

B9 (円形 ) (弧状) (1住 レンズ堆積

3 C9 長方形 弧状 263[ レンズ堆積

4 C9 円形 弧状 640( 560( 022 263遷 レンズ堆積

円形 半円状 072 26_3( レンズ堆積

7 円形 弧状 0.88 08C 0.2( 266( ンズ堆績

8 円形

瓜状の中端に
ピット状の下
端を持つ

08(

9 円形 半円状 021 26.31 レンズ堆積

D9 (332 (0.18 26.6ラ 〈1溝

D9 円形 弧状 0.8〔 072 2654 レンズ堆積

D10 円形 265( 〉P35

E9。 10 円形 半円状 263( 〉2渭写 7k平堆積・柱痕あり

E9 (円形 ) 箱状 26.2涯
レンズ堆積、一部調査区
外

E9、 F9・

10
(円形 ) 弧状 1.5( 02E 26.2( 〈16土坑 レンズ堆積

E9・ 10、

F9・ 10
円形 弧状 08〔 〉15土坑 単層

E10 円形 箱状 263(

円形 箱状 264( 水平堆積

円形 弧状 022 レンズ堆積

不整楕円形
台形状で一

吉「中端あり
2563 レンズ堆積

(0.3グ 00〔 大半が調査区外

092 (0501 01乏 2645 大半が調査区外

精円形 26.45

(円形) (032 02( 26.35 大半が調査区外

円形 不整形 26.41

楕円形 072 02( 2675

弧状 (076 02Z 2671 大半が調査区外

(円形 ) 台形状 (040 267〔 1/2以上が調査区外

M10 (楕円形 ) (弧状) (1.16 2653 1/2以上が調査区外

P'Qll 円形 弧状 ll 26.81

011 円形 弧状

翌^ 円形 弧状 120 267〔

円形 15,

円形 台形状 12( 265(

Ull 楕円形 弧状 2681

Ull 精円形 弧状 267ィ

Ull 円形 弧状 266〔

Z6 不整楕円形 26.82

Z6 (精円形 ) 26.63 SD3との切合不明
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補円形

楕円形

楕円形

不整形

糖円形

円形

円形

円 形

円形

不整円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円 形

不整形

円形

円形

橋円形

円形

円形

円形

円形

円形

方形

円形

円形

円形

円形

円形

不整 形

不整形

脩円形

精円形

円形

円形

円形

円形

方形

不整形

円形

円形

橋円形
一部トレンチにより欠

員

円形

円形

円形

円形

(円 形 ) と/1以上が調査区外

円形

円形

円形

円形

円形

円形

不整日形 不整形

不整円形

方形 SD3との切合不明

円形

円形

円形

円形

円形

円形 不整形

円形 半円状

円形 (060
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表
4遺
物
観
察
表
(1
)

法
量
の
単
位
は
cm
・
富を
用
い
る
。
胎
上
は
砂
粒
多
い
～
細
砂
微
量
の
8段
階
で
粗
か
ら
密
を
表
現
す
る
。
そ
の
他
の
合
有
成
分
は
特
徴
的
な
も
の
を
掲
げ
た
。

― 艦 ―

イま
Cm

る
。
府
主
l‐
」

表
う
。

NO
遺
構

種
類

器
種
日
径
・

長
さ

器
局
・

幅
底
径
・

サ 享
さ
重
量
(g
l

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

I

６ 号 住

土
師
器

甕
17
2
31
6

2,
88
00

底
部
狭
い
平
底
。
月同
部
球
形
で
最
大
径
を
中

央
に
持
ち
日
縁
で
「
く
」の
字
に
外
反
す
る
。
日

縁
は
中
央
に
隆
帯
が
回
り
二
重
日
縁
を
模

倣
。
胴
部
中
央
に
貼
付
け
、
下
半
に
貼
付
け

及
び
補
強
帯
が
観
察
さ
れ
る
。

日
縁
部
は
横
ナ
デ
。
胴
部
外
面
は
二
次
焼

成
の
為
剥
落
し
て
い
る
が
上
位
に
刷
毛
目

が
観
察
さ
れ
る
。
内
面
は
ナ
デ
。

良
好
二
次
焼

成

砂
粒
多
い
。
長
石
・
石
英
・
小
礫
多

ィヽ
。
雲
母
少
量
。

10
YR
6/
3に
ぶ
い
貢
橙
一
部
欠
損

石
田
川
Ⅱ
式

2
土
師
器

甕
(1
41
)
30
5

2,
26
94

は
司
SX
い
十
底
。
W 
al
剖
も 必
形
ぐ
反
八
雀
τ
甲

央
に
持
ち
日
縁
で「
く
Jの
字
に
屈
曲
す
る
。
胴

部
下
半
に
貼
付
け
が
観
察
さ
れ
る
。

日
稼
測
`槙
す
テ
後
ミ
ガ
キ
。
胴
剤
∫ 外
向
は

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ミ
ガ
キ
。
内
面
は
ナ
デ
後
部

分
的
に
ミ
ガ
キ
が
見
ら
れ
る
。

睫
好

頻
ヾ
ヾ
多
い
。
日
色
柾
子
・
雲
甘

や
や
多
い
。

,Y
R6
/6
種

日
稼
一
刊
∫ 娠

存
、
胴
部
～
底

部
一
部
欠
損

3
土
師
器

篭
(1
93
)

2,
25
63

や
や
大
形
の
甕
で
あ
る
。
底
部
平
底
で
中
央

部
が
上
底
気
味
に
な
る
。
胴
部
球
形
で
最
大

径
を
上
位
に
持
つ
。
日
縁
は「
C」
の
字
に
外

反
し
短
く
立
つ
。
内
面
貼
付
け
と
複
数
の
輪
積

痕
が
観
察
さ
れ
る
。

日
稼
部
槙
ナ
デ
。
B 
Fl
部
外
面
は
ヘ
ラ
ク
ス

リ
。
内
面
は
ナ
デ
。

民
射

二
次
焼
成

砂
粒
多
い
。
長
石
・
石
英
・
小
礫
多

ィヽ
。
雲
母
少
量
。

勺
面
10
YR
8/
4浅
貢
橙

21
・
面
7 
5Y
R7
/4
に
ぶ
し

登

日
稼
詈
る
1/
3,
月
同

部
2/
3、
底
部
完

形

4
土
師
器

甕
15
6
<5
1>

22
42
日
縁
部
の
み
の
資
料
。
候
や
か
に
外
反
し
日

唇
部
に
至
る
。

日
縁
部
は
横
ナ
デ
後
ミ
ガ
キ
が
観
祭
さ
れ

る
。

罠
好
沙
粒
や
や
多
い
。
日
色
粒
子
・
雲
母

や
や
多
。

「
5Y
R7
/4
1こ
ぶ
い
橙
日
縁
部
2/
3

5
土
師
器

甕
(1
97
)
<3
5>

日
稼
甜
∫の
み
の
資
料
。
甲
央
ヨ
∫
に
ヾ
ヾ
膠
ら

み
を
持
ち
直
線
的
に
短
く
開
く
。

日
稼
部
は
槙
す
テ
。

貝
オ

ニ
次
焼
成

少
柾
ギ
ぐ
多
い
。
日
色
粒
子
・
雲
世

や
や
多
い
。
黒
色
粒
子
・
ス
コ
リ
ア
少
再
向
5Y
R7
/4
に
ふ
し`

登 小
面
7 
5Y
R8
/3
浅
黄

登

日
稼
剤
i1
/4

土
師
器

甕
<4
2>

22
98
氏
部
は
輸
台
技
法
を
用
い
る
。
体
部
下
端
は

勺
彎
気
味
に
開
く
。

氏
部
友
び
月
日
音
い
困
外
国
ア
ア
。

貝
好

少
柾
ギ
ギ
多
い
。
日
包
柾
十
・
芸
r/

や
や
多
い
。

5Y
R7
/4
1こ
ぶ
ヤヽ
橙

口
樹
'「
所
～
凰

部
3/
4

7
土
師
器

対
<6
9>

18
2
5

底
部
は
小
形
の
半
瓜
で
、
上
底
状
を
呈
す
る
。

1同
部
は
潰
れ
た
球
形
で
ノ
ロ
バ
ン
球
状
に
大

き
く
張
る
。

旧
樹
S外
国
ば
ヘ
フ
グ
ス
ツ
、
四
国
友
び
底
剤

ま
ナ
デ
。

艮
射

二
次
焼
成

少
狂
ギ
ギ
多
い
。
日
包
柾
十
・
黒
色

立
子
や
や
多
い
。
ス
コ
リ
ア
・
雲
母
少

霊
。

肉
面
7 
5Y
R7
/4
に
ぶ
し

橙 タ
ト
面
10
YR
7/
41
こ
ぶ
い

黄
橙

旧
部
3/
4,
ほ
部

七
形

8
上
師
器

高
郵
16
9

67
5
4

lp
l狂
部
は
裾
|こ
同
し`
フ
ツ
タ`
状
に
天
き
く
開

く
。
上
坊
部
は
僅
か
に
内
彎
し
な
が
ら
開
く
。

上
坑
下
端
に
脚
柱
と
の
接
合
部
を
持
ち
、
指

に
よ
る
粗
い
整
形
に
よ
る
稜
を
成
し
て
い
る
様

に
も
観
察
さ
れ
る
。

日
豚
及
び
循
測
`は
困
外
国
共
に
槙
ゲ
テ
。

上
坑
部
及
び
脚
柱
部
は
ナ
デ
。
上
坊
部
内

面
は
剥
落
、
脚
柱
部
内
面
に
は
輪
積
痕
が

複
数
有
リ
ヘ
ラ
ナ
デ
が
観
察
さ
れ
る
。

県
灯

二
次
焼
成

少
41
r多
い
。
日
色
柾
子
嗅
母
多
セ

ト
礫
目
立
つ
。

5Y
R6
/6
橙

部
欠
損

9
土
師
器

高
郭
18
3

73
9
4

即
柱
部
は
中
位
に
恒
か
な
膨
ら
み
を
持
ち
、

鋸
に
向
い
ラ
ッ
パ
状
に
大
き
く
開
く
。
上
坊
部

ま
直
線
的
に
開
く
。
上
塊
下
端
に
脚
柱
と
の
移

含
部
を
持
ち
、
指
に
よ
る
粗
い
整
形
に
よ
る
稜

と
成
し
て
い
る
様
に
も
観
察
さ
れ
る
。

日
縁
及
び
裾
部
は
内
外
面
共
に
横
す
デ
。

上
坑
部
及
び
脚
柱
部
は
ナ
デ
。
上
塊
部
内

面
は
ヘ
ラ
ナ
デ
、
脚
柱
部
内
面
に
は
輪
積

戊
が
複
数
有
り
ヘ
ラ
ナ
デ
が
観
察
さ
れ
る
。

艮
好
細
砂
少
量
。
自
色
粒
子
。 雲
母
目
立

つ
。
ス
コ
リ
ア
微
量
。

2 
5Y
R7
/4
ツ
〔赤
イ登

ま
ぼ
完
形

10
土
師
器

高
不
16
2

68
32

円
〕 任
音
ド
は
甲
仁
に
僅
か
な
膨
ら
み
を
持
ろ
、

婿
に
向
い
ラ
ッ
パ
状
に
大
き
く
開
く
。
上
坊
部

ま
や
や
直
線
的
に
に
開
く
。
上
塊
下
端
に
脚

主
と
の
接
合
部
を
持
ち
、
指
に
よ
る
粗
い
整
形

こ
よ
る
稜
を
成
し
て
い
る
様
に
も
観
察
さ
れ
る
。

口
豚
友
ひ
裾
剖
∫ は
困
外
向
共
に
槙
す
ア
。

上
坑
部
及
び
脚
柱
部
は
ナ
デ
。
上
坑
部
内

面
は
ヘ
ラ
ナ
デ
、
脚
柱
部
内
面
に
は
輪
積

痕
が
複
数
有
リ
ヘ
ラ
ナ
デ
が
観
察
さ
れ
る
。

艮
好
砂
柾
多
い
。
日
色
種
子
・
雲
世
多
い
。

小
礫
目
立
つ
。

厠
「
Iイ
領
Xt
1/
6娠
真

橙 外
面
7 
5Y
R3
/4
浅
黄

橙

部
久
損

土
師
器

高
杯
16
5
13
7

63
87

即
柱
部
は
裾
に
向
い
ラ
ッ
パ
状
に
開
く
。
上
塊

郭
は
直
線
的
に
開
く
。
上
坊
下
端
に
脚
柱
と
の

妾
合
部
を
持
ち
、
指
に
よ
る
粗
い
整
形
に
よ
る

菱
を
成
し
て
い
る
様
イこ
も
観
察
さ
れ
る
。

日
縁
及
び
裾
部
は
内
外
面
共
に
槙
ナ
デ
。

上
坑
部
及
び
脚
柱
部
は
内
外
面
共
に
ナ

デ
。
脚
柱
部
内
面
に
は
輪
積
痕
が
複
数
観

察
さ
れ
る
。

良
好
υ
柾
多
い
。
日
包
柾
十
・
芸
H多
い
。

細
礫
目
立
つ
。

内
面
2 
5Y
R7
/6
橙

外
面
5Y
R7
/4
に
ぶ
い

笹

陪
朔
S 
剖
'ク

(嶼



表
5遺
物
観
察
表
(2
)

(c
mo
gl

Ｉ Ю ω ｌ

NO
遺
構

種
類

器
種
唯 盛

洛
局
・

幅
雖 職
重
量
(g
)

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

６ 号 住

土
師
器

高
杯

71
90

上
視
漸
∫ は
卜
半
で
綾
ヾ
か
に
肉
腎
し
、
日
豚

で
僅
力ヽ
こ
外
反
気
味
に
開
く
。
深
さ
が
あ
る
。

脚
柱
部
は
細
く
、
裾
部
に
向
か
い
大
き
く
外
反

し
な
が
ら
開
く
。

日
縁
及
び
裾
部
は
内
外
面
共
に
槙
す
テ
。

上
坑
部
及
び
脚
柱
部
は
内
外
面
共
に
粗
し

ヘ
ラ
ナ
デ
。

艮
好
砂
粒
多
い
。
自
色
粒
子
・
雲
母
多
し
内
面
2 
5Y
R7
/6
橙

外
面
5Y
R7
/6
桂

~司
黙
偵

土
師
器

高
郭

<9
6>

や
や
膨
ら
み
を
有
す
る
脚
柱
部
で
あ
る
。
上
功

部
及
び
裾
部
は
欠
損
し
て
い
る
。

脚
任
部
は
内
外
山
共
に
す
テ
。
脚
TF
刊
∫ 困

面
に
は
輪
積
痕
が
複
数
観
察
さ
れ
る
。

Yヽ
も
/4
残
票
恒
脚
TI
甘
トワ
)み

石
製
品

砥
石

1,
38
83
上
下
両
面
を
砥
石
と
し
て
用
い
て
い
る
。
部
分
的
に
被
熟
が
観
察
さ
れ
る
。
火
災
時
の
被
熟
力
。

砂
岩

15
滑
石
製
槙
造
品
原
石

肺
原
石
。
表
面
に
は
鉄
分
の
付
着
が
観
察
さ
れ
る
。
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
上
下
両
面
に
甕
状
の
工
具
に
よ
る
打
ち
割
の
反
明
か
み
ら
れ
る
。

借
石

滑
石
製
模
造
品
原
石

37
25
阪
状
の
原
石
。
側
面
は
整
状
の
工
具
に
よ
る
打
ち
割
が
観
察
さ
れ
る
。

"H
上
沢
め
り
(整
,、

滑
石

滑
石
製
模
造
品
原
石

29
04
輯

面
は
表
皮
を
残
し
、
裏
面
は
打
ち
割
ら
れ
て
い
る
。

JI
 I
反
あ
り
(聖
)、

骨
石

滑
石
製
模
造
滉
原
石

や
や
厚
め
の
板
状
を
呈
す
る
。
上
下
両
面
に
錘
に
よ
る
う
ち
わ
り
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
形
状
が
明
際
で
な
い
こ
と
よ
り
原
石
と
判
断
し
た
。

加
工
反
あ
り
(雲
)、

滑
石

滑
石
製
模
造
品
荒
割

中
央
に
稜
線
を
有
す
る
剥
片
で
、
剣
形
を
意
識
し
て
唇
」ら
れ
た
荒
唇
Ⅲり
政
階
と
判
断
し
た
。

骨
石

滑
石
製
模
造
品
荒
割

薄
い
板
状
に
打
ち
割
ら
れ
た
も
の
で
、
剣
形
を
意
識
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
荒
害
1り
段
階
と
判
断
し
た
が
、
先
端
言
Бが
や
や
薄
く
製
品
1こ
は
適
さ
な
い
と
し
て
破
乗
さ
れ
た
も
の
と
半
U隣
さ
れ
る
。
鯖
ね

滑
石
製
模
造
品
荒
割

荒
害
Iり
に
よ
り
板
状
に
打
ち
か
か
れ
て
い
る
。
剣
形
の
模
造
品
の
た
め
の
荒
割
り
と
し
て
は
や
や
小
さ
く
不
適
格
で
あ
る
。
円
板
の
荒
雷
1り
段
階
の
可
能
性
が
あ
る
。

滑
石

滑
石
製
模
造
品
荒
割

25
5

荒
割
り
に
よ
り
板
状
に
打
ち
か
か
れ
て
い
る
。
剣
形
の
模
造
品
の
た
め
の
荒
雷
り
と
し
て
は
や
や
小
さ
く
不
適
格
で
あ
る
。
円
倣
の
荒
割
り
段
悟
の
可
記
性
か
め
0。

貯
石

滑
石
製
模
造
品
剥
片
31

21
荒
罰
研
詞
萌
版
状
に
打
ち
か
か
れ
て
い
る
。
剣
形
及
び
円
板
の
模
造
品
の
た
め
の
荒
割
り
と
し
て
は
や
や
小
さ
く
不
適
格
で
あ
る
。
国
玉
へ
と
転
換
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
上
面
に
聖
に

kる
打
ち
割
の
傷
が
残
つ
て
い
る
。

借
石

滑
石
製
模
造
品
剥
片
31

鳶U
形
品
と
し
て
荒
割
を
行
つ
た
も
の
の
、
や
や
月ヽ
さ
く
不
適
格
と
し
て
帳
郊
れ
た
も
の
と
半
」
町
さ
れ
る
。

滑
石
製
槙
造
品
剥
片

17
31
黛 J
形
品
と
し
て
荒
割
を
行
つ
た
も
の
の
、
や
や
小
さ
く
不
適
格
と
し
て
破
乗
さ
れ
た
も
の
と
判
隣
さ
れ
る
。

滑
石
製
模
造
品
承
1片

1 
15

剥
片
状
で
研
磨
も
見
ら
れ
な
い
。
荒
割
り
段
階
で
生
じ
た
屑
で
あ
ろ
う
。

滑
石
製
模
造
品
形
割
51
19

罰
形
と
し
て
荒
割
さ
れ
た
後
、
側
縁
の
研
磨
を
鏑
を
意
識
し
て
一
部
行
つ
て
い
る
が
、
不
通
格
と
し
て
作
美
を
甲
殊
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

滑
石
製
模
造
品
形
割

剣
形
と
し
て
荒
割
さ
れ
た
も
の
の
作
業
途
中
段
階
で
丞
部
側
が
折
損
し
た
為
に
中
断
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

滑
石
製
模
造
品
形
割

16
5

偶
雲
母
片
岩
を
素
材
と
す
る
も
の
で
、
形
状
的
に
は
父
1形
を
製
作
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

滑
石
製
模
造
晶
形
割

17
オ
形
の
板
状
を
呈
す
る
。
上
面
に
僅
か
な
が
ら
研
磨
が
観
察
さ
れ
る
。
円
板
を
製
作
し
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

滑
石
製
模
造
品
会
け

17
5

賓 け
形
の
ほ
ぼ
完
成
品
で
あ
る
。
上
面
の
鏑
は
明
瞭
で
あ
る
が
仮
面
に
も
削
り
出
し
を
行
い
、
上
下
両
面
に
鏑
を
持
た
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
穿
子
Lは
上
面
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

子
し
径
02



表
6遺
物
観
察
表
(3
)

Ｉ Ю ヽ ―

(c
m・
g)

No
遺
構

種
類

器
種

口
径
・

長
さ
器
高
。

幅
底
径
・
匡
Å
重
量
(g
)

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

月台
土

色
調

残
存

備
考

６ 号 住

滑
石
製
模
造
品
父
1

06
5

煮
1形
の
は
は
冗
販
品
で
筋
。
鍋
は
上
画
の
み
で
卜
端
側
は
ヾ
ヾ
九
み
を
帝
び
る
。
俳
磨
は
剥
洛
に
よ
り
社
雑
で
あ
る
。
穿
孔
は
上
血
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

孔
径
01

滑
石
製
模
造
品
父
」

1 
55

武
‖形
の
ほ
ぼ
完
成
品
で
あ
る
。
33
同
様
で
上
面
の
み
銅
が
明
瞭
で
仮
面
は
九
み
を
帯
び
る
。
穿
7L
は
上
面
一
方
向
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

孔
径
01
5

滑
石
製
模
造
品
会
J
45
5

07

黛 ∬
形
の
完
成
品
で
あ
る
。
両
面
に
銘
が
通
る
。
基
郡
側
が
欠
損
の
為
に
修
正
を
加
え
て
い
る
も
の
の
や
や
形
が
歪
に
な
つ
て
い
る
。
穿
孔
は
上
面
よ
り
行
わ
れ
る
。

孔
径
01
5

滑
石
製
模
造
品
父
J
41

14
34

則
形
の
冗
成
品
で
あ
る
。
芹
面
(上
面
)の
み
に
銅
を
石
し
、
下
面
は
半
IH
に
け
磨
さ
れ
て
い
る
。

孔
径
01
5

滑
石
製
模
造
品

16
ミ
J形
の
完
成
鈷
で
あ
る
。
上
面
に
鍋
を
有
し
、
下
面
は
九
み
を
帯
び
る
先
端
部
は
僅
か
に
欠
損
し
て
い
る
。
昇
孔
は
片
面
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

子
Lぞ
≧
0 
15

滑
石
製
模
造
品
父
」

12
21
黛 J
形
の
完
成
品
で
あ
る
。
片
面
(上
面
)の
み
に
鏑
を
有
し
、
下
面
は
平
坦
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
。

孔
径
01
5

滑
石
製
模
造
品
貪
J

03
5

剣
形
の
完
成
品
で
あ
る
。
上
面
の
み
に
銅
を
有
し
、
下
面
は
平
坦
に
削
ら
れ
て
い
る
。
素
材
の
段
階
か
ら
で
あ
ろ
う
か
全
体
に
反
り
が
あ
る
。
穿
孔
は
上
面
か
ら
行
わ
れ
、
下
端
刺
は
大
き
く
板

損
し
て
い
る
。

孔
径
01
5

滑
石
製
模
造
品

公 択
13

衰
4形
の
元
厩
品
で
あ
る
。
上
向
の
み
に
鍋
を
石
し
、
ド
向
は
半
tH
に
削
ら
れ
て
い
る
。
穿
孔
は
上
向
か
ら
行
わ
れ
、
ド
端
制
は
大
き
く
破
狽
し
て
い
る
。

孔
径
01
5

滑
石
製
模
造
品
有
孔
円
盤

04
5

ヨ
盤
の
完
成
品
で
あ
る
。
や
や
多
角
形
に
近
く
、
側
面
の
研
磨
は
粗
雑
。
算
孔
は
中
心
部
に
17
L上
面
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

孔
径
01
5

滑
石
製
模
造
品
有
孔
円
盤

円
盤
の
完
成
品
で
あ
る
。
ほ
ぼ
円
形
で
あ
る
が
側
面
の
研
磨
は
粗
雑
。
穿
孔
は
中
心
部
に
1孔
上
面
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

子
Lそ
る
0 
15

滑
石
製
模
造
滉
有
孔
円
盤

03
5

刊
盤
の
死
灰
品
で
あ
る
。
は
は
止
円
。
側
回
の
俳
婿
は
1単
に
行
わ
れ
Kい
る
。
穿
孔
は
T心
剖
∫
に
1オ
し
上
向
か
ら
TT
つ
れ
Kい
る
。

孔
径
01
5

滑
石
製
模
造
品
有
孔
円
盤
22
19

23
刃
盤
の
完
成
品
で
あ
る
。
ほ
ほ
正
円
。
側
面
の
研
暦
は
丁
寧
に
行
わ
れ
て
い
る
。
穿
孔
は
中
心
部
に
1孔
上
面
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

孔
径
01
5

滑
石
製
模
造
品
有
孔
円
盤
17
5
18

引
盤
の
冗
成
品
で
あ
る
。
ほ
ほ
止
円
。
側
向
の
俳
塘
は
丁
軍
に
省
わ
れ
て
い
る
。
穿
孔
は
甲
心
音
∫ に
1子
L上
向
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

孔
径
01
5

鉄
製
品

不
明

35
引
秋
状
を
呈
丁
/p
。
表
由
に
�
か
な
亀
裂
か
観
祭
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
鋳
這
品
と
判
断
さ
れ
る

１ 号 住
土
師
器

杯
(1
72
)
<2
0>

日
縁
大
き
く
外
反
す
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
内
面
ミ
ガ
キ
。

良
好
砂
粒
少
量
。
黒
色
粒
子
・
自
色
粒
子

や
や
目
立
つ
。
雲
母
少
量
。

内
面
7 
5Y
R2
/1
黒

外
面
7 
5Y
R6
/6
橙

日
縁
部
片

対
面
黒
色
処
理

２ 号 住

土
師
器

甕
(1
84
)
<3
1>

日
唇
部
を
柄
フ メ
上
tす
る
。

日
稼
刊
`模
す
テ
。

貝
射

二
次
焼
成

抄
杜
ぐ
や
多
い
。
長
石
・
石
夷
や
や

多
い
。

5Y
R7
/6
橙

日
縁
詈
Ъ
1/
4

土
師
器

甕
(2
03
)
<5
9>

14
7

肩
罰
∫ に
石
十
の
張
り
を
持
つ
。
日
稼
は
く
」
の

事
に
外
反
し
、
日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ
る
。

日
稼
部
内
外
向
槙
す
万
。
体
罰
∫
内
向
す

デ
、
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

貝
射

二
次
焼
成

硼
lj
/夕
夏
。
日
巴
秘
す
°
去
苺
夕
重
。
7 
5Y
R5
/3
1こ
ふ
い
褐
日
縁
吾
卜
片

土
師
器

甕
<7
2>

日
縁
は
IC
」
の
~f
に
外
反
し
、
日
唇
部
は
摘

み
上
げ
ら
れ
る
。

日
稼
は
内
外
面
横
ナ
デ
。
体
部
内
外
面
す
艮
好
砂
粒
少
重
。
日
色
粒
子
・
黒
色
粒
子

や
や
目
立
つ
。
雲
母
・
ス
コ
リ
ア
少
量
。

内
面
10
YR
6/
2灰
貢
褐

外
面
5Y
R7
/6
橙

日
稼
～
B 
Hl
部
上

半
1/
8

土
師
器
高
台
付
郭
<2
2>
76

蔚
台
は
ハ
」
の
~f
に
付
さ
れ
る
。
内
端
接
地
。
高
台
は
ヘ
ラ
切
り
の
後
付
さ
れ
る
。
内
外
面

共
に
ミ
ガ
キ
。
高
台
部
は
ロ
ク
ロ
整
形
。
艮
好
二
次
焼

成

細
砂
少
量
。
金
雲
母
や
や
目
立
つ
。

白
色
粒
子
・
ス
コ
ツ
ア
少
量
。

内
面
7 
5Y
R7
/2
明
褐

灰 外
面
10
YR
8/
3浅
黄
橙

司
台
部
2/
3

州
回
黒
包
/_
L埋
ヵ

51
土
師
器

高
台
付
不
<2
6>

高
合
は
ハ
」
の
写
に
付
さ
れ
、
端
郡
は
面
以

和
Jさ
れ
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
外
面
ロ
ク
ロ
す
テ
。
内
面
ミ
ガ

キ
。

民
好
砂
柱
や
や
多
い
。
ス
コ
リ
ア
多
い
。
日

色
粒
子
・
雲
母
や
や
多
い
。

肉
向
10
YR
4/
1褐
火

外
面
7 
5Y
R7
/4
1こ
ぶ
し

橙

高
台
部
1/
3



表
7遺
物
観
察
表
(4
)

Ｉ ‐ Ю ９ １

(c
ll
l・
g)

NO
遺
構

種
類

器
種

日
径
・

亭
大
絲 幅

底
径
・

匡
六
重
量
(g
l

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

月 台
土

色
調

残
存

備
考

2号
住
灰
和
陶
器

皿
(1
55
)
<1
5>

日
縁
部
内
彎
気
「
/k
に
開
く
。
器
H-
7濤
ぃ
。

ヨ
ク
ロ
星
争
レ
。
別
E和
。

罠
好
情
良
。

,Y
8/
1 
灰
臼

日
稼
耐
∫ 片

３ 号 住

上
師
器

甕
(2
44
)

48
65

底
部
上
げ
ほ
気
味
の
半
底
か
。
B 
Fl
刊
∫ 上
仁
に

最
大
径
。
日
縁
部
「
CJ
の
宇
に
外
反
。
日
唇

“
摘
み
上
げ
。

日
縁
部
内
外
面
積
す
デ
。
月同
部
内
外
面
ナ

デ
。
胴
部
下
半
ヘ
ラ
ケ
ズ
ジ
。

民
射

二
次
焼
成

砂
粒
や
や
多
い
。
長
石
・
石
夷
ヾ
や

多
い
。
雲
母
少
量
。

関
囲
r 
DY
ヽ
r/
O僅

外
面
7 
5Y
R7
/4
1こ
ぶ
し

橙

日
稼
～
B 
Fl
測

`上
半
1/
3

胴
部
下
半
～
底

部
1/
4

話
浴
型
盗
。
カ
マ
ド

妙
付
着

土
師
器

甑
(3
40
)

19
01

日
縁
部
と
底
部
の
み
の
資
料
。
日
縁
く
Jの
7

に
外
反
す
る
。
日
唇
部
は
僅
か
に
摘
み
上
げ

ら
れ
る
。
多
孔
式
の
甑
。

日
縁
は
内
外
面
積
す
テ
。
月同
部
困
薗
す

デ
、
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
端
部
は
面
取
り
さ
ね

て
い
る
。

R好
M抄
少
量
。
黒
色
柾
十
・
蛋
骨
少
重
。

ス
コ
リ
ア
微
量
。

内
面
25
Y6
/3
に
ぶ
い

黄 外
面
10
YR
6/
41
こ
ぶ
し

黄
橙

日
縁
1/
8、
底
部

1/
6

土
師
器

不
(1
34
)

71
81
7

騒
部
は
半
底
。
体
罰
`
は
直
線
門
に
開
く

ク
ク
ロ
整
形
。
底
部
は
回
転
ヘ
ラ
切
り
の

変
、
外
周
ナ
デ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

民
升

二
次
焼
成

鯛
砂
少
量
。
金
雲
廿
多
い
。
黒
色
柾

子
や
や
多
い
。
ス
コ
リ
ア
・
白
色
粒
子

少
量
。

勺
向
10
Y4
/1
ケ
(

外
面
7 
5Y
R7
/3
に
ぶ
し

登

日
稼
～
4不
訃

1/
4、
底
部
2/
3
刺
向
黒
色
処
理

土
師
器

不
(1
28
)

74
5

医
∃
∫ は
半
ほ
。
杯
罰
`は
Ё
泳
瑚
に
開
く
ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
。
ほ
部

外
周
～
体
部
下
端
手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
内

面
ミ
ガ
キ
。

貝
射

二
次
焼
成

綱
砂
少
量
。
雲
廿
多
い
。
ス
コ
リ
ア
・
日

色
粒
子
少
量
。
黒
色
粒
子
微
量
。

凋
向
7 
5Y
R5
/4
に
ふ
し

褐
色
外
面
7 
5Y
R6
/4
1こ
ぶ
�

橙

日
稼
～
崖
淵
∫

5/
12

土
師
器

不
(1
36
)
39
5

41
1

底
部
は
平
属
。
体
部
は
緩
や
か
に
肉
彎
し
た

後
直
線
的
に
開
く
。
器
壁
薄
い
。

ロ
ク
EI
径
形
。
底
■
いほ
口
格
~フ
翻
り
t/
7伝

外
周
ナ
デ
。
内
面
ミ
ガ
キ
。

県
オ

ニ
次
焼
成

細
砂
微
量
。
金
雲
母
や
や
目
立
つ
。

ス
コ
リ
ア
・
白
色
針
状
物
質
・
白
色
粒

子
微
量
。

内
面
N2
/黒

外
面
7 
5Y
R5
/4
1こ
ぶ
し

tr
B

日
稼
～
底
部
1/
:
凋
白
黒
色
処
理

土
師
器

不
(1
36
)
<3
7>

38
6

底
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
体
部
は
巨
繰
的
に

開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

民
射

二
次
焼
成

砂
粒
ギ
ギ
多
い
。
日
色
柾
十
・
ス
コ
ツ

ア
多
い
。
雲
母
・
黒
色
粒
子
や
や
多

い
。

OY
R5
/4
に
ぶ
い
貢
褐
日
縁
～
体
部
下

端
1/
3

土
師
器

杯
(1
34
)

96
3

医
部
半
底
。
体
部
巨
繰
的
に
開
く

砂 キ
。

口
整
形
。
底
部
ヘ
ラ
切
り
。
内
外
面
ミ
ガ
良
好
二
次
焼

成

細
砂
や
や
多
い
。
黒
色
粒
子
・
雲
廿

多
い
。
白
色
粒
子
や
や
多
い
。
ス
コ
リ

ア
少
量
。

内
向
10
YR
5/
3に
ふ
い

黄
褐
タ
ト面
10
YR
7/
41
こ
ぶ
い

黄
橙

日
稼
2/
3欠
預
司
曲
黒
色
処
理

土
師
器

獅
(1
28
)

89
5

底
部
半
ほ
。
体
耐
∫ 肉
彎
気
味
に
開
く
。
絡
壁

薄
い
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
。
摩
滅

に
よ
り
調
整
不
明
。

艮
好
二
次
焼

成

細
砂
少
量
。
雲
廿
や
や
日
立
つ
。
日

色
粒
子
少
量
。

肉
白
10
YR
6/
4に
ふ
●

黄
橙
外
面
7 
5Y
R5
/4
に
ボ
▼

褐

日
膨
k1
/3
、
底
普
,

3/
4

土
師
器

不
(1
30
)

46
5

底
部
平
底
。
体
部
内
彎
し
日
稼
で
僅
か
に
外

反
す
る
。
器
壁
薄
い
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
FF
t司

`は
回
転
ヘ
フ
LJ
lり
。
肉

面
は
ミ
ガ
キ
。

罠
好
個
砂
微
量
。
雲
母
少
量
。

句
面
10
YR
5/
3に
ぶ
し

煮
褐
小
面
7 
5Y
R5
/4
1こ
ぶ
し

島

日
縁
―
底
署
Ъ
1/
t

土
師
器

イ
(1
82
)

(7
7)
93
9

囁
部
半
底
。
体
部
や
や
肉
彎
気
「
/k
に
開
く
ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
及
び
体
部
下
端
は
回
乖

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

良
好
二
次
焼

成

個
砂
少
三
。
ス
コ
ツ
ア
や
や
目
立
つ
。

白
色
粒
子
・
雲
母
少
量
。

OY
R7
/3
に
ふ
い
貢
橙
日
縁
～
底
部
Z/
〔
凋
画
黒
色
処
埋

土
師
器

郵
77
0

隠
剖
`ほ
マ
ギ
上
げ
瓜
気
味
の
半
底
。
俗
剖
)は

内
彎
気
味
に
立
つ
。
器
高
高
い

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
ナ
デ
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
艮
升

二
次
焼
成

沐H
υ
グ
重
。
釜
去
H・
黒
包
41
1+
ギ

や
多
い
。
白
色
粒
子
少
量
。
ス
コ
ツ
ア

微
量
。

州
回
へ
Z/
黒

小
面
7 
5Y
R6
/6
橙

日
乖
及
― V
低
音
b1
/
勺
面
黒
色
処
理

土
師
器

必
<4
1>

47
 
1

瓜
部
欠
損
。
体
部
内
彎
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
肉
白
イま
ミ
ガ
キ
。

艮
好

二
次
焼
成

砂
粒
や
や
多
い
。
日
色
粒
子
や
や
多

い
。
雲
母
・
黒
色
粒
子
少
量
。

四
回
bY
К
O/
0栓

外
面
10
YR
5/
3に
ぶ
い

黄
掲



表
8遺
物
観
察
表
(5
)

(c
II
l・
gl

Ｉ Ю ω ｌ

No
遺
構

種
類

器
種

日
径
・

辱
六
器
高
・

鱚
底
径
・

匡
太
重
量
(g
l

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
上

色
調

残
存

備
考

３ 号 住

上
師
器
高
台
付
イ
<2
8)

10
17

高
台
は
ハ
」
の
写
に
付
さ
れ
、
内
端
接
地
。

器
壁
厚
い
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
底
部
回
転
ヘ

切
り
の
後
高
台
が
付
さ
れ
る
。

民
射

二
次
焼

成

測
砂
少
量
。
雲
甘
ヾ
や
日
立
つ
。
ス
こ

リ
ア
・
黒
色
粒
子
少
量
。

肉
面
10
YR
6/
3に
ぶ
し

黄
橙
外
面
7 
5Y
R5
/4
1こ
ぶ
し

褐

氏
部
3/
4

勺
面
黒
色
処
理

須
恵
器

甕
56
29

朴
面
平
行
叩
き
。
内
面
当
具
痕
あ
り
。

皮
好
ヨ
色
柾
子
・
小
傑
ギ
ギ
日
立
つ
。
堅

致
で
あ
る
。

肉
白
5Y
4/
1灰

外
面
5Y
3/
1オ
リ
ー
フ
｀ 黒

肩
樹
ツ
〒
カ

1｀
明
。
外
国
日
添
細

寸
着
。
内
面
擦
痕
、

義
用
硯
力
。

須
忘
器

甕
31
50

朴
白
費
格
子
刊
Jき
。
内
向
当
て
具
反
、
す

ガ
調
整
。

民
好
福
長
。
日
色
柾
十
似
重
。
堅
椒
勒

る
。

句
面
5Y
7/
1灰
臼

小
面
5Y
6/
1灰

氏
測
`斤
カ
鯛
四
屋
。
幣
川
幌
。

均
面
赤
色
顔
料
付

音
。

須
恵
器

甕
42
8

や
や
肉
彎
気
味
で
あ
る
。

朴
顧
耐
は
耳
二 4
守
ロ ロ
き
。

二
次
焼
成

長
rH
・
ね
共
。
雲
母
多
い
。

;Y
6/
1カ
(

‖ 同
部
片

1台
土
A

須
恵
器

甕
48
3
ぐ
ギ
困
彎
気
「
/k
で
あ
る
。

外
面
言
穏
渡
、
内
面
当
て
具
反
あ
り

良
好
長
ね
。
ね
央
ヾ
ヾ
日
豆
つ
。
鋏
分
の

噴
出
し
少
量
。
雲
母
微
量
。

N5
/力
(

;同
部
片

合
土
D。

須
忘
器

霊
<4
7

上
に
向
か
い
や
や
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。

罠
好
細
υ
似
宣
。
日
包
柾
十
似
重
。
塚
分

の
噴
出
し
や
や
目
立
つ
。

肉
面
10
Y6
/1
灰

外
面
2 
5G
Y6
/1
オ
リー
フ

ス

嗣
音
Б
片

噴
き
出
し
が
あ
り
、
断

面
赤
褐
色
化
し
て
い

る
。
産
地
異
な
る
可

能
性
あ
り
。
壺
G。

灰
釉
陶
器

皿
(1
42
)
<1
9)

10
8
不
剖
`は
巨
泳
門
に
開
き
、
日
唇
司
`土
稼
脆

Fす
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。

棄
好
情
艮

困
血
75
Y8
/2
う
(日

外
面
75
Y8
/1
灰
白

日
厖
k郡
庁

票
径
90
号
窯

須
恵
器
紡
錘
車
亘
径
6(
享
さ
08
子
し
径
0〔
24
3

孔
は
中
央
に
穿
た
れ
て
い
る
。

叫
塘
に
よ
り
、
蟹
形
す
る
。

艮
好
長
石
・
石
要
多
い
。
黒
色
粒
子
や
や

多
い

5Y
6/
1灰

1
EO
工
υ
。
察
忠
布
底

部
転
用
。
刻
書
「
×
」

(焼
成
前
)

土
製
品

平
玉
縦
12
横
16
予L
径
0〔

坊
面
形
は
扁
半
牟
長
方
形
を
呈
す
る
。
孔
は

中
央
に
穿
た
れ
て
い
る
。

悟
に
よ
る
整
形
。

民
好

晴
艮

10
YR
7/
31
こ
ふ
い
貢
橙
冠
形

土
製
品

平
玉
縦
10
横
16
予し
径
0 
〔

断
面
形
は
扁
平
な
長
方
形
を
呈
す
る
。
孔
は

中
央
に
穿
た
れ
て
い
る
。

店
に
よ
る
動
。

R好
隔
艮

10
YR
8/
4浅
貢
橙

毛
形

４ 号 住

土
師
器

甕
(2
00
)
<7
0>

78
3

l 
Hl
剖

`は
ギ
ヾ
張
る
。
日
稼
く
」の
~T
に
外
反
。

日
唇
部
は
摘
み
上
げ
る
。

内
外
面
日
縁
部
は
横
ナ
デ
、
月
同
部
は
す

万
。

艮
好
二
次
焼

成

砂
柾
ギ
ギ
多
い
。
長
ね
。
ね
央
ヾ
ヾ

多
い
。
金
雲
母
微
量
。

勺
囲
rう
Y 
KD
/0
明
伯

朴
面
7 
5Y
R6
/6
橙

日
稼
～
月
H部
上

半
1/
4

〒
総
型
甕

土
師
器

外
(1
36
)
40
>
(7
0)
38
6

氏
濁
`′

ま
半
ナ氏
力
。
十下
吾
ドイ
ま
つ
ぎ
9か
に
肉
苺 里
し
、

日
縁
で
僅
か
に
外
反
す
る
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。
体
郡
外
面

下
半
手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

艮
射

二
次
焼
成

少
粒
や
や
多
い
。
ス
コ
リ
ア
ロ
立
つ
。

雲
母
微
量
。

困
白
10
YR
6/
4イ
こ
ふ
い

黄
橙
  
外
面

7 
5Y
R6
/6
橙

日
縁
～
底
部
1/

土
師
器

杯
(1
50
)
<4
8

35
2

氏
部
は
平
ほ
ヵ
。
体
部
は
緩
や
か
に
内
彎
し
、

日
縁
で
僅
か
に
外
反
す
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。
外
面
体
部

下
端
～
底
部
は
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
ツ
。

艮
好
砂
江
少
量
。
ス
コ
ツ
ア
・
金
雲
廿
目
立
肉
面
10
YR
1 
7/
1黒

タ
ト
面
10
YR
6/
41
こ
ぶ
し

黄
桂

日
縁
音
F1
/9
、
体

部
下
端
1/
4
内
面
黒
色
処
理

土
師
器

イ
(1
42
)
<5
0)

瓜
濁
塚
狽
。
杯
部
は
僅
か
に
困
習
気
味
立
上

が
り
直
線
的
に
開
く
。

町
ク
ロ
歪
形
。
lA
Jに
日
は
カヽ
キ
。
タ
ト
回
ド
茄

は
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

艮
好
砂
粒
少
量
。
黒
色
細
粒
子
・
雲
母
目

立
つ
。

内
面
25
Y2
/1
黒

タ
ト
面
10
YR
7/
41
こ
ぶ
い

黄
橙

日
稼
―
十下
部
1/
利
山
黒
色
処
理



表
9遺
物
観
察
表
(6
)

(c
ll
l・
g)

― ヽ ―

X1
0
遺
構

種
類

器
種
略 蘇
器
高
・

幅
底
径
・
匡
A
重
量
(g
)

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

４ 号 住

土
師
器
高
台
付
皿

く
23
>

75
9

高
台
は
殆
ど
欠
損
。
体
部
下
端
に
稜
を
持
ロ
ク
ロ
整
形
。
肉
面
ミ
ガ
キ
。
ほ
部
は
回
転

ヘ
ラ
切
り
の
後
高
台
が
付
さ
れ
る
。
体
部
外

面
下
端
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

叉
女
子
ν
秘
似
重
。
黒
日
湘
卍
十
・
去
'2

獨
山
7 
5Y
R6
/6
橙

71
‐
面
7 
5Y
R7
/6
橙
日
縁
・
高
台
部
亦

損
勺
面
刻
書
1上
」
(焼

戎
前
)

須
忘
器

甕
(2
74
)

13
1
1,
05
60
線
的
に
開
き
、
日
縁
で
短
く
外
反
す
る
。
日
唇

部
は
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。

内
外
面
共
に
日
縁
部
付
近
は
槙
す
デ
の
後

ミ
ガ
キ
が
観
察
さ
れ
る
。
外
面
月 同
部
下
半
及

び
底
部
は
ヘ
ラ
ク
ズ
リ
、
内
面
は
ナ
デ
。

貝
好
砂
粒
少
量
。
自
色
粒
子
・
黒
色
粒
子

雲
母
少
量
。
ス
コ
リ
ア
微
量
。

凋
菌
10
YR
6/
41
こ
ふ
�

簑
橙
小
面
7 
5Y
R6
/6
橙

日
縁
―
胴
部

1/
3、
底
部
完
形

打 含
IA
。
凋
弔
勝外
向

中
位
刻
書
「
×
」
(焼

成
前
)

須
忘
器

甕
(3
20
)
く
18
8>

バ
ク
ツ
形
の
盗
。
底
部
は
欠
狼
し
て
い
る
。
月同

部
は
直
線
的
に
開
き
日
縁
で
短
く
外
反
す
る
。
日
稼
罰
∫ 外
向
は
検
す
テ
、
E 
Fl
日
∫ 上
十
は
半

行
叩
き
、
下
半
は
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
が
観
察
さ
れ

る
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

睫
又
子
砂
粒
や
や
多
い
。
黒
色
細
粒
子
・
雲

母
目
立
つ
。
白
色
粒
子
少
量
。
ス
コ
ツ

ア
微
量
。

勺
面
10
YR
6/
3に
ぶ
い

簑
橙
朴
面
7 
5Y
R7
/4
1こ
ぶ
し

登

日
冷象
音
焉
1/
4、
ガl
Fl

部
片

J台
土
A。

須
恵
器

甕
<2
10
>
(1
70
)
82
92

底
部
半
底
。
B 
Fl
部
巨
繰
的
に
立
上
が
り
、
ぐ

や
内
彎
気
味
に
開
く
。
バ
ケ
ツ
形
の
甕
で
あ

る
。

刀
可
,い
ク
ト
回
イ]
+4
丁
HP
ざ
。
「
y而
ン 、
フ
ク
^

り
。
底
部
に
は
板
目
が
見
ら
れ
る
。
内
面
は

当
具
痕
あ
り
。

民
灯

二
次
焼

成

砂
粒
や
や
多
い
。
自
色
粒
子
。 雲
母

や
や
多
い
。

内
面
10
YR
6/
3に
ぶ
し

黄
橙
外
面
10
YR
6/
4に
ぶ
し

黄
橙

l「
l部
～
底
郡
1/
〔
賄
土
A。
月H
部
外
面

煤
付
着
。

須
志
器

甕
12
44

補
修
孔
と
思
わ
れ
る
穴
が
焼
成
後
に
穿
た
れ

る
。

/1
・
回
半
何
Щ
Jさ
。
四
回
ミ
ガ
キ
。

隈
女
子
ψ
狂
似
重
。
未
巳
/r
W卍
す
。 去
甘
°
日

色
粒
子
微
量
。

内
向
10
YR
6/
3に
か
い

黄
橙
外
面
10
YR
7/
41
こ
ぶ
い

黄
橙

胴
部
片

恰
土
A。

５ 号 住

土
師
器

甕
(1
82
)
<5
8>

52
6

胴
部
や
や
張
る
か
。
日
稼
IC
」
の
写
に
外
反

し
、
日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ
る
。

日
稼
郡
横
す
テ
。
B 
II
l部
肉
外
白
す
テ
。

焼
奸 次
只 二 成

抄
種
ヾ
ヾ
多
い
。
日
色
柾
子
や
ヾ
多

い
。
雲
母
少
量
。

刃
山
10
YR
4/
2灰
貢
掏

71
‐
面
10
YR
5/
2灰
黄
褐
日
縁
―
胴
音
Б上

位
1/
4

土
師
器

甕
<1
32
>
(1
04
)
42
32

底
司
`欠
損
。
胴
乱
∫
卜
半
僅
か
に
困
習
気
味
に

開
く
。

阿
部
外
面
ヘ
ラ
ク
ズ
リ
。
内
面
す
デ
。

艮
射

二
次
焼

成

砂
粒
多
い
。
長
石
・
石
英
・
小
礫
多

い
。
雲
母
少
量
。

肉
向
10
YR
7/
4に
ふ
い

黄
橙
外
面
7 
5Y
R5
/4
に
ぶ
し

掲

‖F
tt
Ъ
卜
半
1/

土
師
器

猾
(1
74
)
<5
1>

30
7

氏
司
`欠

損
。
体
ヨ
∫ は
綾
ヾ
か
に
困
彎
し
、
日

尿
で
僅
か
に
外
反
す
る
。
大
振
り
の
郵
。

ヨ
ク
ロ
整
形
。
内
面
ミ
ガ
キ
。

艮
好
二
次
焼

成

細
砂
少
量
。
ス
コ
ツ
ア
・
雲
母
目
立
つ
。

白
色
粒
子
微
量
。

肉
面
25
Y5
/2
F音
灰
貢

外
面
10
Y6
/3
に
ぶ
い

黄
橙

日
縁
～
体
ヨ
∫
1/
(
刃
白
黒
色
処
理

土
師
器

高
台
付
イ

高
台
は
ハ
Jの
字
に
付
さ
れ
、
端
部
は
面
取

り
さ
れ
る
。
体
部
内
彎
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
瓜
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
。
内
面

丁
寧
な
ミ
ガ
キ
。

艮
好
網
砂
微
亘
。
雲
廿
章
や
日
立
つ
。
日

色
針
状
物
質
微
量

肉
血
25
Y3
/1
黒
掏

外
面
25
Y6
/3
に
ぶ
い

黄

不
剖
`2
/3
欠
損
勺
面
黒
色
処
理
。

土
師
器

高
台
付
不
(1
44
)
く
39
>

ヨ
ク
ロ
整
形
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
体
部
外
面
下

瑞
～
底
部
は
ナ
デ
。

民
射

二
次
焼
成

4陛
似
富
。
去
喜
夕
重
、
日
巳
卍
す

黒
色
粒
子
微
量
。

勺
面
黒
色
処
理

に
大
き
く
開
く
。

外
面
10
YR
7/
3に
ぶ
ヤ

黄
橙

石
製
品

砥
石
従
(4
8)
横
41
享
さ
1(

小
形
の
提
砥
で
あ
ろ
う
か
丞
部
lR
lは
欠
損
し
て
い
る
。
万
形
を
呈
し
、
便
用
EI
は
上
卜
向
白

で
由
面
に
な
つ
て
い
る
。
鎌
砥
石
と
判
断
さ
れ
る
。
材
質
は
疑
灰
岩
。

跛
窯
ヾ

７ 号 住

土
師
器

イ
(1
27
)
<3
0>

応
郡
は
4茎
か
に
外
み
【
気
味
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
内
面
に
は
ミ
ガ
キ
が
観
籍

れ
る
。

良
好

よ
は
精
艮
。
日
色
柾
十
・
芸
甘
IT
a重
。
内
面
10
YR
6/
3に
ふ
い

黄
橙
外
面
10
YR
6/
4に
ボ
い

黄
橙

日
縁
日
∫ 片

91
須
忘
器
高
台
付
杯
<2
1>

23
70

高
台
部
欠
損
。
体
部
下
端
に
明
瞭
な
稜
を
持

つ
。
体
部
上
半
は
や
や
外
反
気
味
に
開
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
は
ヘ
ラ
tJ
」
り
の
1資
)司
稼

を
ナ
デ
。

艮
好
昆
冶
・
ね
央
多
い
。
/j
ヽ
操
多
い
。
芸
H

極
微
量
。

内
面
75
Y5
/1
灰

外
面
N5
/灰

日
縁
～
体
部
上

半
・
高
台
部
久
拶

10
三
EI
j。



表
10
遺
物
観
察
表
(7
)

― 博 ∞ ―

(c
mo
g)

No
遺
精

種
類

器
種

日
径
・

長
さ
絲 幅
底
径
・

厚
さ
重
量
(g
l

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

８ 号 住

土
師
器

甕
(1
88
:
<2
02
>

64
78

胴
部
は
や
や
長
月 H
気
味
で
あ
る
。
日
稼
は
短

く「
く
」の
字
に
外
反
し
、
日
唇
部
は
摘
み
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

日
縁
部
は
内
外
面
共
に
横
ナ
デ
。
胴
部
外

面
ヘ
ラ
ナ
デ
。
内
面
当
て
具
痕

良
好
二
次
焼

成

沙
粒
や
や
多
い
。
日
色
粒
子
・
雲
廿

や
や
多
い
。
ス
コ
ツ
ア
・
小
礫
少
量
。

四
回
lυ
Y 
К
b/
4頁
角

外
面
10
YR
5/
41
こ
ぶ
い

黄
褐

日
稼
～
月
H部
1ノ

土
師
器

甕
<8
8>

32
9
4

底
部
は
平
底
で
体
部
下
端
は
恒
力ヽ
こ
内
彎
領

味
に
立
つ
。
器
厚
で
あ
る
。

は
剖
も ぼ
抄
日
、
外
国
則
部
ば
ヘ
フ
ア
ア
、

下
端
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
内
面
は
ナ
デ
。
内
面
に

複
数
の
輪
積
痕
あ
り
。

焼
狩 次
民 二 成

砂
粒
や
や
多
い
。
白
色
粒
子
・
雲
母

や
や
多
い
。
ス
コ
フ
ア
・
小
礫
少
量
。
内
面
10
YR
6/
41
こ
ぶ
い

黄
桂
外
面
10
YR
5/
3に
ぶ
い

黄
褐

胴
淵
'「
キ
～
凰

部
3/
8

土
師
器
小
形
甕
12
6
く
69
>

14
68

]同
部
は
球
形
か
。
日
縁
イま
短
く
|く
」の
~f
に
外

叉
し
日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
小
光

の
甕
で
あ
る
。

日
稼
部
は
内
外
面
共
に
槙
す
テ
。
月 H
部
外

面
は
ナ
デ
、
内
面
は
ヘ
ラ
ナ
デ
。

焼
奸 次
只 二 成

FW
ν
似
重
。
日
巴
卍
す
°
去
TN
y・

ア
微
量
。

内
面
10
YR
4/
2灰
貢
褐

タ
ト
面
10
YR
4/
3イ
こ
が
ヤ`

黄
褐

日
稼
～
加
部
2Д

土
師
器

不
14
0

76
7

医
部
は
平
ほ
で
や
や
上
底
気
「
/k
。
体
部
は
核

や
か
に
内
彎
し
日
縁
で
僅
か
に
外
反
す
る
。

日
唇
部
は
薄
く
な
る
。
器
壁
薄
い
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
刊
`は

ヘ
フ
tJ
」
り
の
後
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
外
面
体
部
下
端
は
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好

lN
H砂
微
量
。
金
雲
母
目
立
つ
。
自
色

笠
子
・
ス
コ
ソ
ア
微
量
。

内
面
25
Y3
/1
黒
褐

外
面
25
Y4
/4
オ
リ
ー
プ

掲

日
稼
～
ほ
削
/1
剰
歯
黒
色
処
理

土
師
器

不
(1
34
)

40
7

氏
部
は
平
瓜
で
体
部
下
端
は
綾
や
か
に
肉
瑠

ン
ロ
縁
に
向
か
い
僅
か
に
外
反
す
る
。

ロ
ク
ロ
歪
形
。
底
郡
は
ヘ
フ
ty
」
り
の
後
す
ブ
。

外
面
体
都
下
端
は
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
内
面

は
ナ
デ
。

良
好
細
砂
小
量
。
黒
色
粒
子
・
雲
母
蓼

ア
少
量
。
白
色
粒
子
微
量
。

肉
面
10
YR
7/
4に
ぶ
い

黄
橙
外
面
7 
5Y
R6
/6
橙

日
稼
～
医
晋
卜
1/

土
師
器

杯
(1
46
)
<5
4>

56
7

瓜
詈
L矢
]員
。
1零
旨
卜
卜
労
言
′ま
核
じ ぐ
ね
にゝ
円
習
し

日
縁
に
向
か
い
直
線
的
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好
�
砂
微
量
。
金
雲
甘
日
立
つ
。
日
色

粒
子
・
ス
コ
リ
ア
微
量
。

困
白
10
YR
4/
峰
島
火

タ
ト面
10
YR
6/
31
こ
ぶ
彰

黄
橙

口
縁
～
体
部
上

半
1/
3

殉
面
黒
色
処
理

土
師
器

邦
(1
78
)

(9
0)
96
8

底
部
は
平
底
。
体
部
下
端
は
緩
や
か
に
内
彎

し
日
縁
に
向
か
い
直
線
的
に
開
く
。
大
振
り
な

不
で
あ
る
。

ヨ
ク
ロ
整
形
。
ほ
部
友
び
外
白
杯
測
∫
卜
端
子

]転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

民
夕
子
細
砂
小
量
。
黒
色
粒
子
。
自
色
粒
子

雲
母
・
ス
コ
リ
ア
少
量
。

四
回
N3
/晴
狭

タ
ト面
10
YR
6/
4イ
こ
ぶ
し

黄
橙

日
稼
～
属
部
1/
凋
向
黒
色
処
理

土
師
器

郷
<2
8>
(9
0)

氏
部
は
平
底
。
体
郡
下
端
は
稜
や
か
に
内
彎

ナ
ス

ヨ
ク
ロ
整
形
。
体
剖
∫
卜
端
～
医
部
は
キ
膏
毛

ペ
ラ
オ
ズ
i)
丙
面
肘
さ
デ
キ
_

睫
対
鯛
砂
微
量
。
金
雲
母
目
立
つ
。
ス
コ
レ
内
面
N7
5Y
2/
1黒

lt
面
7氏
Vら
/R
Ir
式
い
除
い
ド
十
～
底
凋
白
黒
色
処
理

土
師
器

邦
33
9

本
部
は
綾
や
力ヽ
こ
肉
彎
し
日
稼
で
偉
か
に
外

更
す
る
。
日
唇
部
は
薄
く
な
る
。
器
壁
薄
い
。

ヨ
ク
ロ
蟹
形
。
肉
白
は
ミ
ガ
キ
。

罠
好
羽
砂
微
量
。
雲
母
少
豊
。
ス
コ
リ
ア
微

霊
。

四
回
州
3/
噌
灰

外
面
10
YR
6/
4に
ぶ
し

黄
橙

俗
剖
S「
千
～
ぷ

部
1/
4

内
面
黒
色
処
理
。
体

部
外
面
墨
書
「
□
」

土
師
器
高
台
付
イ

26
0
0

高
台
は
ハ
」の
写
に
付
さ
れ
端
部
は
向
奴
り
£

れ
て
い
る
。
体
部
は
緩
や
力ヽ
こ
内
彎
し
日
縁

に
向
か
い
し
な
や
か
に
外
反
す
る
。

]ク
ロ
埜
//
/。
タ
ト
回
底
■
卜
〃
足
∪
卜 1
4●
や
Γ
千
に

コ
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
高
台
は
貼
付
け
後
ロ
ク

コ
ナ
デ
さ
れ
る
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好

二
次
焼

成

観
砂
微
量
。
金
雲
母
目
立
つ
。
ス
コ
ツ

ア
/1
ヽ
ど塾
。

州
回
配
/黒

71
・
面
10
YR
6/
31
こ
ぶ
予

煮
橙

口
稼
3/
4,
恩
ヨ
,

完
形

肉
白
黒
色
処
埋
。
杯

部
・
底
都
外
面
ヘ
ラ

記
号
「
×
」

須
恵
器

甕
(3
1,
4)
(2
16
>

36
7.
2

底
部
欠
損
。
胴
部
は
直
線
的
に
開
き
、
日
縁

で
短
く「
く
」の
字
に
外
反
し
日
唇
部
は
摘
み
上

げ
ら
れ
る
。

日
縁
は
内
外
面
共
に
槙
ナ
デ
。
月同
郡
外
菌

は
平
行
叩
き
、
下
端
は
ヘ
ラ
ク
ズ
リ
。
内
面

は
ナ
デ
の
後
当
て
具
痕
が
観
察
さ
れ
る
。

輪
績
痕
。

還
万
企

良
fl
Hψ
J｀
重
。
去
停
多
重
。
黒
色
卍
す
°

白
色
粒
子
少
量
。
ス
コ
リ
ア
微
量
。

10
YR
5/
3イ
こ
ボ
い
ヌ
三1
島
日
稼
～
加
部

1/
12

収
言
い
牙
イ
し
め
鳴
月
言

土
A。

須
恵
器

甕
78
8
胃
部
の
厭
片
で
や
や
肉
彎
す
る
。

外
面
は
平
行
叩
き
、
内
面
は
ナ
デ
の
後
当

て
兵
痕
が
観
察
さ
れ
る
。

貝
好
田
砂
小
量
。
臼
色
粒
子
少
量
。

剣
回
州
う
/灰

小
面
N6
/灰

膏
晋
卜
片

恰
土
D。

９ 号 住

土
師
器

甕
(1
80
)
<8
6>

4

桐
部
は
球
形
ヵ
。
日
縁
は
|く
」の
宇
に
外
反
し

日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ
る
。

日
縁
部
内
外
面
は
梗
ナ
デ
。
月 同
部
内
外
面

は
ナ
デ
、
外
面
に
は
ヘ
ラ
の
あ
た
り
有
り
。

民
好

少
柾
ヾ
や
多
い
。
長
冶
・
冶
央
ヾ
ヾ

多
い
。
雲
母
少
量
。

凋
向
r 
bY
R6
/6
橙

外
面
7 
5Y
R5
/4
に
ぶ
し

場

日
稼
～
B 
It
部
上

半
1/
4

言
顆ヽ
型
著亀
力
。

土
師
器

甕
<2
4_
0>
(9
2)
56
23

氏
司
SI
II
上
底
気
味
の
半
底
。
D 
Fl
剖
】
ほ
て
マ
関

時
気
味
に
立
ち
、
最
大
径
を
上
位
に
持
つ
。
1同
罰
∫ 外
由
は
す
ア
の
後
卜
端
に
積
任
の
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
、
部
分
的
に
ミ
ガ
キ
も
観
察
さ
れ

る
。
内
面
は
ナ
デ
。
底
部
砂
目
。

艮
好
二
次
焼

成

沙
粒
多
い
。
長
石
・
石
英
多
い
。
金
雲

説
ス
コ
リ
ア
少
量
。

凋
向
10
YR
7/
3に
ふ
し

登 小
面
7 
5Y
R6
/4
に
ぶ
▼

登

帯
総
型
勧
。



表
11
遺
物
観
察
表
(8
)

(c
m・
D

Ｉ Ю Φ Ｉ

No
遺
構

種
類

器
種

日
径
・

長
さ
絲 幅

底
径
・

サ 享
さ
重
量
①

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

９ 号 住

土
師
器

甕
(1
44
)
<7
9>

11
99

桐
部
は
球
形
力
。
日
稼
は
く
」の
~f
に
外
反
し

口
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ
る
。

日
稼
訃
肉
外
国
は
槙
ア
ア
。
月
同
部
門
外
国

は
ナ
デ
。

艮
好
砂
粒
や
や
多
い
。
長
石
・
石
英
や
や

多
い
。

内
面
5Y
R5
/4
1こ
ふ
い

赤
褐

71
・
面
5Y
R6
/4
1こ
ぶ
い

日
稼
～
胴
辞
∫ 上

半
2/
5

冨
滑
表
型
筈霊
力
。

土
師
器
小
形
甕
(1
22
)
<3
5>

日
稼
は
|く
」の
71
こ
外
反
し
日
唇
司
`は
摘
み

上
げ
ら
れ
る
。
小
形
の
養
で
あ
る
。

日
縁
部
内
外
面
は
横
ナ
デ
。
胴
部
内
外
面

は
ナ
デ
。

艮
好
田
υ
似
重
。
日
包
狂
十
・
去
世
似
童
。
肉
向
7 
5Y
R6
/4
に
ふ
し

橙 外
面
2 
5Y
R6
/8
橙

日
稼
～
肩
罰
`片

土
師
器

邦
14
9

25
19

畷
予
朽
′ま
斗
生
ほ
。
日
く
部
|ま
つ
竜
」 ぐ
7/
Jゝ
イこ
肉
4撃
し
、

日
縁
で
僅
力ヽ
こ
外
反
す
る
。
大
振
り
の
不
で
あ

る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
は
回
転
ヘ
ラ
ク
ズ
ツ
、
外

面
体
部
下
端
は
手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
内
面

は
ミ
ガ
キ
。

艮
好
り
44
r多
い
。
長
ね
°
ね
央
・
釜
雲
甘
多
肉
白
25
Y3
/1
黒
衡

外
面
7 
5Y
R6
/4
に
ぶ
し

笹

日
縁
一
部
ク
(損
凋
山
黒
色
処
埋

土
師
器

イ
(1
26
)

(7
6)
53
0
氏
部
は
平
底
。
体
部
は
緩
や
か
に
内
彎
す

う
。
浅
い
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
友
び
体
部
卜
端
は
回
勲

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好
4H
抄
少
重
。
ス
コ
ツ
/日
立
つ
。
日
色

眩
子
・
雲
母
微
量
。

内
面
5B
2/
1言
黒

外
面
7 
5Y
R6
/6
橙

日
稼
～
底
部
V
利
面
黒
色
処
理

土
師
器

イ
<3
0>

70
1

氏
部
は
半
底
。
体
ヨ
∫
卜
端
は
僅
か
に
肉
臀
し

て
ψ`
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
、
砂
目
。

内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好

四
回
NZ
/黒

ク
ト面
10
YR
6/
41
こ
ぶ
し`

黄
橙

俗
司
'「
千
～
瓜

部
1/
2

凋
血
黒
色
処
理

土
師
器

邦
<2
2>
(7
0)
72
1

氏
部
は
半
ほ
。
体
刊
`卜
端
は
健
力ヽ
こ
肉
彎
し

て
い
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
及
び
体
部
下
端
は
回
乾

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ナ
デ
。

艮
好
二
次
焼

成

細
砂
少
量
。
金
雲
母
目
立
つ
。
ス
コ
ツ

ア
や
や
多
い
。
白
色
粒
子
微
量
。

肉
面
10
YR
5/
3に
ふ
ヤ

黄
褐
外
面
7 
5Y
R7
/6
笹

⌒
剖
`「
干
～
ム

郵
3/
5

関
向
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
皿
12
3

14
88

焉
合
は
欠
損
し
て
い
る
。
属
司
`は
半
凰
。
杯
乱
`

ま
外
反
気
味
に
大
き
く
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
外
面
体
部
下
端
は
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
、
底
部
は
回
転
ヘ
ラ
切
り
。
内
面
は
ミ

ガ
キ
。

民
射

二
次
焼

成

砂
粒
多
い
。
長
石
・
石
天
・
雲
廿
多

い
^

内
向
75
Y3
/1
オ
リ
ー
フ

黒
  
 
外
面

5Y
5/
2灰
オ
リ
ー
ブ

日
稼
吾
l 
tt
Vκ

損

州
山
黒
色
処
理

11
3

１
０ 号 住

土
師
器

甕
(2
10
>

69
97

医
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
B・
l部
は
や
や
長
B 
Hl

気
味
で
最
大
径
を
上
位
に
持
つ
。
日
縁
は
「

く
」の
字
に
外
反
し
日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

日
稼
部
肉
外
曲
は
棋
す
テ
。
月 日
部
外
向
は

ナ
デ
の
後
下
半
は
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ナ

デ
。

民
射

二
次
焼
成

少
粒
や
や
多
い
。
長
石
・
石
英
・
雲
母

多
い
。

州
回
う
Y 
tt
r/
6偉

朴
面
5Y
R5
/6
明
赤
褐

日
稼
～
男
同
剤
∫ 3
/

土
師
器

郷
15
62

底
部
は
平
底
。
体
部
下
端
は
僅
か
に
内
彎
し

日
縁
に
か
け
て
直
線
的
に
開
く
。

コ
ク
ロ
整
形
。
底
部
は
回
騒
ヘ
フ
L」
Jり
の
後

司
縁
を
ナ
デ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

R好
削
抄
少
重
。
金
要
骨
・
日
色
柾
十
日

立
つ
。
ス
コ
リ
ア
少
量
。
小
礫
微
量
。

勺
面
N1
5/
黒

朴
面
7 
5Y
R5
/4
1こ
ぶ
し

掲

日
稼
～
底
部
3/
内
回
無
色
処
理
。
幹

部
外
面
横
位
塁
書

「
万
財
」

上
師
器

邦
(1
42
)

11
4
7

底
部
は
平
底
。
体
部
下
端
は
僅
か
に
内
彎
し

日
縁
に
か
け
て
直
線
的
に
開
く
。

ヨ
ク
ロ
整
形
。
医
部
ほ
回
転
ヘ
フ
切
り
、
内

面
は
ミ
ガ
キ
。

民
好
ま
ぼ
精
良
。
白
色
粒
子
・
雲
母
微
量
。
内
面
10
YR
1 
7/
1黒

ク
ト
面
10
YR
6/
4に
ぶ
い

黄
橙

日
稼
～
底
部
3/
対
向
黒
色
処
理

須
恵
器

甕
く
11
7>

30
0
0

桐
司
∫ 張
り
を
持
つ
。

外
面
は
平
行
叩
き
、
内
面
は
す
デ
の
後

て
具
痕
が
観
察
さ
れ
る
。

還
万
判
｀

良
制
抄
微
量
。
雲
甘
多
量
。
ス
コ
ツ
/似

量
。

内
面
10
YR
6/
41
こ
ぶ
い

黄
橙
外
面
25
Y6
/3
に
ぶ
い

黄

頸
部
～
胴
部
上

半
3/
5

恰
土
A。

11
7
Ｈ 号 住

土
師
器

養
<7
2>
(1
60
)
17
3
8
底
部
は
平
底
ヵ
。
胴
部
下
端
は
直
線
的
に
開

く
。

氏
部
′Ц
υ
日
、
タ
ト
四
月同
樹
'ば

′`
フ
グ
ネ
ツ
。

為
面
は
す
デ
の
後
ミ
ガ
キ
。
内
面
輪
積
み

哀
。

民
好

沙
粗
ギ
ギ
多
い
。
黒
色
淫
子
ヾ
ヾ
多

ィヽ
。
白
色
粒
子
微
量
。

OY
R7
/4
イ
こ
ぶ
ヤ`
貢
橙
胴
部
下
半
～
底

部
1/
5

上
師
器
小
型
甕

く
33
>

月 同
部
は
球
形
力
。
牧
部
は
巨
立
巧 「
る
。
日
稼
剤

欠
損
。

筆
vn
4し
に
vヽ
0為
4｀
引
。

良
好
鯛
砂
少
量
。
黒
色
粒
子
少
量
。
日
色

笠
子
・
雲
母
微
量
。

5Y
R7
/8
橙

12
号
住
上
師
器

不
(1
72
)

(8
0)
42
9

履
部
欠
損
。
体
濁
`は
核
ギ
か
に
肉
彎
し
た
後

日
縁
で
僅
か
に
外
反
す
る
。
大
振
り
の
坪
で
あ

る
。

ヨ
ク
ロ
整
形
。
体
部
外
面
下
端
に
回
転
ヘ
ラ

テ
ズ
ツ
が
見
ら
れ
る
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

民
好
冷W
ψ
グ
重
。
無
色
杜
十
°
日
包
44
rす

少
量
。
白
色
針
状
物
質
・
雲
母
微
量
。

四
回
州
Z/
黒

外
面
25
Y5
/2
日
音
灰
黄
日
稼
～
抵
部

1/
12

州
薗
黒
色
処
理



表
12
遺
物
観
察
表
(9
)

(c
m・
g)

１ ８ １

陥
遺
精

種
類

器
種
日
径
・

与
Å
器
高
・

値
底
径
・
匡
六
重
量
(g
l

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

‐
２ 号 住

上
師
器

郭
(2
00
)
く
41
>

61
2

医
部
欠
損
。
体
部
は
緩
や
か
に
内
彎
し
た
後

日
縁
で
僅
か
に
外
反
す
る
。
大
振
り
の
イ
で
あ

る
。

ロ
ク
ロ
整
1/
/。
肉
向
イま
ミ
ガ
キ
。

艮
好

ま
は
楠
民
。
日
包
柾
十
・
芸
世
似
重
。
内
面
N1
5/
黒

外
面
10
YR
6/
3に
ぶ
い

責
橙

日
縁
～
体
部
1/
利
血
黒
色
処
理

灰
釉
陶
器

椀
(1
76
)
<5
0>

36
6

底
剤
`尺
狽
。
1/
4「
酎
sは
被
ヾ
か
に
肉
彎
し
た
後

日
唇
部
で
短
く
外
反
す
る
。
大
振
り
の
碗
で
あ

る
。
器
壁
や
や
厚
い
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
体
部
外
面
下
端
に
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
が
見
ら
れ
る
。

艮
好
情
良
。

関
回
Z"
r/
3浅
頁

外
面
25
Y8
/3
浅
黄

日
稼
～
体
部
F

半
1/
5

黒
径
90
サ
祭

‐
８ 号 住

土
師
器

邦
12
9

11
8
4
底
剖
】
は
ヽ
ヾ
上
り
瓜
気
味
の
半
瓜
。
体
司
Sほ

緩
や
か
に
内
彎
し
日
縁
部
で
直
線
的
に
開

く
。

ロ
ク
ロ
堅
形
。
ほ
郡
回
転
ヘ
ラ
切
り
。
体
部

下
端
～
底
部
は
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は

ミ
ガ
キ
。

良
好

田
ツ
タ
重
。
日
日
卍
す
°
日
E'
T仄

物
質
・
雲
母
や
や
多
い
。
小
礫
微
畳
。
肉
由
2 
5G
Y2
/1
黒

外
面
10
YR
6/
41
こ
ぶ
い

黄
橙

日
稼
刊
`1
/2
,底

部
完
形

対
面
黒
色
処
理

土
師
器

邦
12
4

95
2

蛋
部
は
平
底
。
体
郡
は
緩
や
か
に
内
彎
し
日

縁
部
で
直
線
的
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
体
司
`卜
端
～
履
剖
∫ は
回
転

ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

貝
射

二
次
焼
成

`W
II
j/
グ

重
。
日
色
柾
十
°
日
色
封
荻

物
質
・
雲
母
や
や
多
い
。

内
面
N1
5/
黒

外
面
10
YR
6/
4に
ぶ
い

黄
橙

2月
3日

四
薗
黒
色
処
埋
。
外

面
煤
付
着
。
体
部
外

面
積
位
墨
書
「
佛
御

土
師
器

不
<1
4>
(7
2)
42
6

瓜
剖
∫ は
半
底
。
体
苗
∫
卜
端
は
綾
ヾ
か
に
肉
彎

す
る
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
体
詈
拶
卜
端
―
履
部
は
回
転
^

ラ
ク
ズ
ヅ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

Fk
好
朗
砂
少
重
。
雲
母
・
ス
コ
リ
ア
少
量
。
内
面
N1
5/
黒

外
面
10
YR
5/
41
こ
ぶ
い

黄
橙

体
部
下
端
～
医

部
1/
4

内
面
黒
色
処
理
、
底

部
外
面
墨
痕

土
師
器

杯
(1
75
>

65
7
底
灘
∫ は
半
低
で
僅
か
に
上
凰
気
味
で
あ
る
。

体
部
下
端
は
直
線
的
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
体
部
卜
舅
計
ψ`
ほ
部
は
手
持
を

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

貝
好
砂
粒
や
や
多
い
。
雲
母
・
ス
コ
リ
ア
や

や
多
い
。

内
面
N3
/暗
灰

外
面
5Y
R6
/6
橙

氏
部
の
み

内
面
黒
色
処
理

土
師
器

仏
鉢
(2
00
)
<9
8>

14
98

不
部
は
肉
彎
し
て
開
さ
日
稼
で
JR
く
内
懐
す

る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
体
部
外
面
に
は
部
分
的
に
手

持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
ツ
が
観
察
さ
れ
る
。
内
面
は

粗
い
ミ
ガ
キ
。

良
好
糾
抄
少
重
。
金
芸
母
多
重
。
長
ね
・
ス

コ
リ
ア
少
量
。

厠
囲
Z 
DY
4/
ZH
宮
仄
東

91
・
面
10
YR
5/
31
こ
ぶ
い

黄
褐

日
稼
～
体
剖
∫
1/
肉
白
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
皿

17
32

島
官
は
ハ
」
の
子
に
付
さ
れ
、
体
罰
'は
直
線

灼
に
大
き
く
開
く
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
肉
向
は
ミ
ガ
キ

貝
好
Fm
砂
少
量
。
雲
母
・
黒
色
粒
子
や
や

目
立
つ
。

勺
面
N1
5/
黒

小
面
7 
5Y
R6
/6
橙

完
形

書
底
部
外
面
「
院
」

土
師
器

皿
(1
32
)
<1
9>

29
5

氏
部
欠
損
。
体
部
は
直
線
的
に
大
き
く
開
く
。
ロ
ク
ロ
整
形
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

皮
好
い四
■
ク
う
″
首
ご
。
_■
す
°
ρ
〔
tヨ
え
上
三 「
ム
デ
ム
ギ

目
立
つ
。

珂
向
N1
5/
黒

小
面
10
YR
5/
3に
ぶ
い

簑
橙

日
稼
～
体
部
下

端
1/
6

四
回
黒
包
処
理
、
墨

書
体
部
外
面
「
院
力
」

土
師
器

皿
(1
40
)
<1
9>

27
2
氏
部
欠
損
。
体
部
は
直
線
的
に
大
き
く
開
く
。
ロ
ク
ロ
整
形
。
外
面
体
部
下
端
は
回
転
ヘ
ラ

ク
ズ
ソ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

睫
夕
十
TI
叫
夕
重
。
表
,'
日
日
秘
+2
夏
。
州
血
2 
5G
Y2
/1
黒

小
面
了
10
YR
6/
41
こ
ぶ
い

日
稼
～
体
部
1/
1
勺
面
黒
色
処
理

須
恵
器

甕
(2
40
)
10
6>

11
1 
2

B「
悧
`は
僅
か
に
肉
彎
気
F/
hに
立
ち
、
日
稼
で

|

く
Jの
宇
に
屈
曲
す
る
。
日
唇
は
摘
み
上
げ
た

後
に
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。

日
稼
内
外
面
は
槙
ナ
デ
、
胴
部
外
面
は
擬

格
子
状
の
叩
き
、
内
面
に
は
当
て
具
痕
が

観
察
さ
れ
る
。

重
元
不
実
砂
粒
や
や
多
い
。
長
石
・
石
英
・
雲
母

多
い
。

外
面
25
Y6
/3
に
ぶ
い

黄

日
縁
～
胴
濁
∫ 上

半
1/
6

頂
工
馬
壷
青
4企
封
S

外
面
「
院
」

石
製
品

砥
石
64
5

11
08

嫌
砥
石
の
提
砥
か
。
分
鋼
形
を
呈
す
る
。
断
面
は
緩
や
か
な
曲
面
と
な
り
、
上
下
両
面
に
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
基
部
側
は
久
損
し
て
い
る
。
材
質
は
凝
灰
岩
。

被
烈
。
部
分
的
に

タ
ー
ル
状
物
質
付

着
。

‐
４ 号 住

上
師
器

甕
(2
89
)
19
7>

82
42

底
旨
∫ λ
狽
。
胴
罰
`は
最
大
径
を
上
位
に
行
つ

と
思
わ
れ
る
。
日
縁
で「
く
」の
宇
に
外
反
し
日

唇
部
で
摘
み
上
げ
ら
れ
る
。

日
稼
内
外
向
は
槙
す
テ
、
胴
部
内
外
面
は

ナ
デ
。

艮
射

二
次
焼

成

少
粒
・
小
礫
多
い
。
長
石
。 石
英
多
し
10
YR
4/
31
こ
ぶ
い
貢
褐
日
稼
～
胴
剖
∫ 上

半
1/
4

土
師
器
小
形
甕
(1
30
)
<3
8>

可ヽ
形
の
覆
で
あ
る
。
胴
部
は
球
形
ヵ
。
日
縁
は

~く

」の
字
に
外
反
し
日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら

ん
る
。
器
薄
で
あ
る
。

日
縁
内
外
面
は
横
ナ
デ
、
胴
部
内
外
面
は

ナ
デ
。

貝
好

rr
/卍
夕
草
。
日
色
秘
す
・
去
再
・
rT
●
巴

笠
子
少
量

5Y
R4
/3
褐

日
稼
～
肩
部
1/
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表
13
遺
物
観
察
表
(1
0)

(c
II
l・

No
遺
構

種
類

器
種
日
径
・

与
大
絲 鱚
雌 昧
重
量
①

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

‐
４ 号 住

土
師
器

甕
<8
2>
(8
7)
12
3
1

底
訃
は
半
ほ
で
胴
剖
`卜
瑞
は
ヾ
ヾ
困
腎
気

味
に
立
つ
。

底
部
に
|ま
木
乗
反
が
あ
る
。
月同
吾
Б外
血
ほ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ナ
デ
。

艮
射

二
次
焼
成

髭
石
・
石
夷
遅
世
多
い

肉
白
10
YR
6/
31
こ
ふ
い

黄
橙
外
面
7 
5Y
R6
/4
1こ
ぶ
し

橙

1同
淵
'卜

十
～
ほ

部
1/
4

氏
部
木
乗
展

土
師
器

甑
<3
0>
(1
20
)
39
6
多
士
し
Jマ
(/
フ
胃
氏
ツ
フ
涯
ミ
言
い
ぐ
め
/p
。
月
口
φ
 「
ン
而
イ
よ

直
線
的
に
開
く
。

氏
部
に
|ま
木
乗
反
力`
あ
る
。
月同
部
外
面
下

鵜
は
ヘ
ラ
ケ
ズ
ジ
、
内
面
は
ナ
デ
。

貝
好
ワ
4n
熙
マ
多
い
。
黒
色
杜
十
・
日
包

位
子
や
や
多
い
。
粗
で
あ
る
。

10
YR
7/
4に
ふ
い
貢
橙
氏
詈
Ъ
1/
5

氏
測
∫ 本
来
狼

土
師
器

邪
53
6

/J
｀
4/
/υ
フ
Ч`
ぐ
の
0。
たヽ
甘
い
イ]
十
ザ氏
卸
コト
司
SI
]

直
線
的
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
外
面
体
部
下
端
～
ほ
部
は
巨

転
ヘ
ラ
ケ
ズ
ジ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
射

二
次
焼

成

砂
粒
や
や
多
い
。
ス
コ
ツ
ア
・
雲
世
や

や
多
い
。
黒
色
粒
子
・
白
色
粒
子
少

量
。

肉
向
10
YR
3/
1オ
リ
ー

ブ
黒
ク ト
面
7 
5Y
R7
/4
1こ
ぶ
し

橙

不
ヨ
`1
/7
欠
預
珂
血
黒
色
処
理

土
師
器

邦
<3
8>

17
0

頃
部
久
損
。
体
部
は
直
線
的
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
外
面
体
郡
下
端
は
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好
綱
砂
少
量
。
雲
甘
・
黒
色
柾
十
多
い
。

白
色
粒
子
少
量
。

困
白
10
YR
6/
41
こ
か
し`

黄
橙
外
面
10
YR
7/
3に
ぶ
い

黄
橙

日
荘
及
～
4不
普
b1
/t

土
師
器

不
(2
05
)
〔 9
1>
16
 1

底
部
は
平
底
で
体
部
下
端
は
巨
繰
的
に
開

く
。

コ
ク
ロ
坐
形
。
タ
ト
団
体
古
い
ド
茄
^コ
氏
洵
'|
ユ
旧

踪
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

貝
好
FN
孵
夕
重
。
日
日
秘
す
°
去
耳
夕
重
。
内
面
5G
Y2
/1
オ
リ
ー
フ

黒 外
面
10
YR
7/
4に
ぶ
い

黄
橙

体
部
下
端
～
底

部
1/
5

勺
面
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
郷
(1
90
)
<5
6>

爵
含
罰
`欠
損
。
杯
刊
∫ は
肉
腎
気
味
に
開
き
口

区
直
下
で
器
薄
と
な
り
外
反
す
る
。
日
唇
部
は

や
や
膨
ら
み
を
持
つ
。
大
振
り
で
あ
る
。

高
台
部
欠
損
。
ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
～
体
部

下
端
に
は
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
内
面
ミ
ガ
キ
。
焼
射 次
艮 二 成

盆
去
H多
い
。
日
包
杜
十
・
ス
コ
ツ
ア

や
や
多
い
。

内
口筆
10
YR
4/
1弔
島
》(

タ
ト面
10
YR
6/
4イ
こ
ぶ
い

黄
橙

日
縁
～
底
部
1/
凋
山
黒
色
処
埋

上
師
器
高
台
付
イ
<2
1>
(7
4)
24
6

司
台
は
弱
し
‖
ハ
Jの
~f
に
付
さ
れ
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
外
白
履
部
及
び
体
削
∫
卜
半
偲

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
高
台
は
貼
付
け
後
ロ
ク

ロ
ナ
デ
さ
れ
る
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

民
好
砂
柾
ギ
ヾ
多
い
。
ス
コ
ツ
ア
・
芸
甘
ギ

や
多
い
。
白
色
針
状
物
質
。
白
色
粒

子
少
量
。

内
面
7 
5Y
R5
/3
1こ
ぶ
し

褐 外
面
5Y
R7
/6
橙

体
部
下
端
～
高

台
1/
3

殉
面
黒
色
処
理

土
師
器

鉢
(1
86
)
<9
2>

68
4

不
ヨ
`は
巨
泳
門
に
立
つ
。
日
唇
測
∫ は
回
収
り

き
れ
て
い
る
。

体
部
外
面
は
ヘ
ラ
ク
ズ
ツ
。
日
縁
部
外
面
ヨ

コ
ナ
デ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好

去
H多
い
。
日
包
秘
す
°
黒
色
柾
す

ス
コ
リ
ア
や
や
多
い
。
小
礫
微
量
。
四
回
Zう
し
Yも
/1
H盲
烈

リ
ー
ブ
灰

タ
ト面
10
YR
5/
41
こ
ぶ
ヤ`

黄
褐

日
縁
～
体
部
1/
豹
面
黒
色
処
理

土
師
器

仏
鉢
(1
68
)
<4
6>

本
部
は
巨
繰
的
に
開
き
、
日
稼
は
屈
曲
し
肉

頃
す
る
。
日
唇
都
は
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ク
ロ
彗
登
形
。
肉
向
友
Kび
日
豚
部
′ま
ミ
″

キ
。

良
好
は
は
柄
艮
。
芸
♯
グ
重
。

内
面
75
Y3
/1
オ
リ
ー
フ

黒
  
 
外
面

10
YR
7/
3に
ぶ
い
黄
橙

日
稼
～
体
甜
∫1
/〔
利
山
黒
色
処
理

須
恵
器
高
台
付
邦

く
35
5>
(7
8)
87
7

司
台
は
ハ
」の
写
に
開
く
。
体
部
は
緩
や
か

こ
内
彎
し
て
立
つ
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
体
部
卜
端
回
転
ヘ
フ
ケ
ス
リ
。

回
転
ヘ
ラ
切
り
の
後
高
台
が
付
さ
れ
ロ
ク
ロ

ナ
デ
さ
れ
る
。

睫
夕
十
細
砂
微
量
。
白
色
粒
子
や
や
目
立

つ
。
鉄
分
の
噴
出
し
少
量
。
白
色
針

状
物
質
極
微
量
。

内
面
10
YR
4/
1褐
灰

外
面
10
Y5
/1
灰

膠
剖
Sド
千
～
局

台
2/
3

旧
上
し
。
底
耐
ツ剌
回

ホ
色
顔
料
付
着
。
転

謂
硯
か
。

灰
和
陶
器

耳
皿
(1
25
)
<2
4>

99
7

本
部
は
水
平
に
大
き
く
開
き
、
日
稼
部
は
対
嶋

す
る
部
分
を
耳
状
に
内
側
に
折
り
曲
げ
て
い

る
。

ヨ
ク
ロ
蟹
形
。
履
部
は
回
転
糸
ty
Jり
の
後
局

今
が
付
さ
れ
る
。
灰
釉
は
高
台
内
、
耳
折
曲

デ
内
面
を
除
い
て
刷
毛
塗
り
さ
れ
る
。

癸
好
鉄
分
の
噴
出
し
多
い
。
小
礫
や
や
目

立
つ
。

75
Y6
/3
オ
リ
ー
プ
灰
日
稼
部
欠
槙
二
川
窯

石
製
品
金
床
石
11
7

1,
27
88
自
然
礫
の
岩
塊
。
黙
に
よ
リ
ー
部
破
槙
し
て
い
る
。
被
熱
し
て
お
り
金
原
ね
と
判
断
さ
れ
る
。
7質
は
ね
央
斑
君
。

石
製
品
金
床
石

85
30
自
然
礫
の
岩
塊
。
被
熟
し
て
お
り
金
床
石
と
判
断
さ
れ
る
。
材
質
は
疑
灰
岩
。



表
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観
察
表
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Ｉ ‐ ω Ю ‐ Ｉ

No
遺
橋

種
類

器
種

日
径
・

与
大
器
高
・
濾

底
径
・
巨
大
重
量
(g
)

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

14
号
住
石
製
品
全
床
石
71

17
2
7
目
然
礫
の
岩
塊
。
界
に
よ
リ
ー
部
破
損
し
て
い
る
。
被
熟
し
て
お
り
金
床
石
と
判
断
さ
れ
る
。
材
質
は
花
開
閃
緑
岩
。

‐５ 号 住

土
師
器

甕
(1
96
)
<7
1>

93
8

桐
部
は
球
形
ヵ
。
日
縁
は
く
」の
字
に
外
反
と

日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ
る
。

日
稼
ヨ
∫ 肉
外
向
は
棋
す
テ
。
月 同
罰
`外
向
は

ナ
デ
、
内
面
に
は
刷
毛
状
工
具
に
よ
る
ナ

デ
が
観
察
さ
れ
る
。

貝
好
砂
粒
少
重
。
黒
色
柾
子
や
や
多
い
。

白
色
粒
子
・
雲
母
少
量
。
ス
コ
リ
ア
微

量
。

[5
YR
6/
6橙

日
稼
～
ガH
部
上

立
1/
4

土
師
器

甕
(2
28
)
<5
7>

‖ 同
部
は
球
形
力
。 
日
溢家
|ま
|く
」の
写
三 に
ハ
う
こ
し

日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ
る
。

日
稼
部
内
外
面
は
板
ナ
テ
。
B 
al
部
内
外
面

は
ナ
デ
。

罠
好
砂
粒
や
や
多
い
。
黒
色
粒
子
・
雲
母

や
や
多
い
。
ス
コ
リ
ア
・
白
色
粒
子
少

量
。

何
「
Er
 O
XK
も
/4
槻
真

登 外
面
7 
5Y
R6
/6
橙

口
豚
～
刃
円
剖
】
上

立
1/
4

李
音
卜
肉
向
黒
色
処

里

土
師
器

小
形
篭
(1
40
)
<4
0>

小
形
の
餐
で
あ
る
。
日
縁
は
く
」の
字
に
外
反

し
日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ
る
。

日
稼
辞
肉
71
・
由
は
棋
す
テ
。
月
Π
耐
'内
外
向

は
ナ
デ
。

艮
好
細
ν
グ
重
。
表
再
°
日
色
杜
十
マ
ギ

多
い
。

内
面
10
YR
4/
31
こ
ぶ
い

黄
褐
ク ト
面
7 
5Y
R5
/4
1こ
ぶ
し

偶

日
稼
―
顎
吾
Б
1/
1

土
師
器

甕
く
48
>

19
12
囁
部
は
半
ほ
で
月
同
部
卜
端
は
ヾ
ヾ
豊
泳
的
に

立
つ
。

凰
刊
`に
は
本
業
展
再
り
。
胴
部
外
白
は
へ

ラ
ケ
ズ
ツ
、
内
面
は
ナ
デ
。

罠
好
砂
粒
や
や
多
い
。
長
石
・
石
英
多
い
。

ス
コ
リ
ア
少
量
。

対
面
7 
5Y
R7
/6
橙

小
面
7 
5Y
R7
/4
1こ
ぶ
し
底
部
完
形

土
師
器

養
<2
7>

33
5

医
部
は
半
底
で
月
同
部
下
端
は
や
や
直
線
的
い

立
つ
。

底
部
に
は
本
葉
反
有
り
。
胴
部
外
面
は
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ナ
デ
。

睫
夕
子
V4
/4
nr
グ
重
。
日
巳
梃
す
・
去

'夕
重
。
内
向
10
YR
5/
2灰
貢
褐

外
面
7 
5Y
R5
/4
に
ぶ
し

陽

月
同
罰
∫
卜
端
1/
4

底
部
3/
4

上
師
器

然
(1
32
)

12
3
6

展
部
は
半
底
。
体
部
は
綾
や
か
に
肉
彎
し
た

後
僅
力
Ч
こ
外
反
し
て
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
～
体
部
下
端
は
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ
′
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

罠
好
Ft
野
似
冨
。
日
巴
卍
す
°
去
再
似
重
。
肉
由
N1
5/
黒

外
面
10
YR
7/
41
こ
ぶ
い

黄
橙

日
稼
1/
4～
ほ
司

完
形

四
田
黒
日
処
理
。

底
部
外
面
墨
書

「
□
(家
か
」

土
師
器

イ
<2
9>

65
6

囁
司
Sは
十
瓜
ぐ
、
件
司
jド
茄
ぼ
四
留
し
に
伝

宣
線
的
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
は
回
転
糸
切
り
後
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
外
面
体
部
下
端
は
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好
細
砂
微
量
。
雲
母
・
ス
コ
リ
ア
や
や
多

い
。
白
色
粒
子
・
黒
色
粒
子
微
量
。

bY
R6
/4
1こ
み
い
霜
置

1不
部
―
底
音
b1
/

土
師
器

不
(1
30
)

81
4

底
司
'ほ
十
は
ぐ
、
俗
苗
'区
四
腎
し
7こ
復
回
線

的
に
開
き
日
縁
部
で
僅
力ヽ
こ
外
反
す
る
。

ロ
ク
ロ
歪
形
。
底
乱
Sぼ
L7
」
り
離
し
後
手
荷
ろ

ヘ
ラ
ケ
ズ
ヅ
、
外
面
体
部
下
端
は
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

良
好
砂
粒
少
量
。
雲
母
。
白
色
粒
子
や
や

多
い
。
黒
色
粒
子
・
ス
コ
リ
ア
少
量
。

レ斜
日田
lυ
Y 
K6
/1
月
ミ

“

9
外
面
7 
5Y
R6
/6
橙

日
稼
1/
8～
低
刊

3/
4

肉
血
黒
色
処
理

土
師
器

不
(1
28
)

(6
5)
47
2

底
部
は
平
底
で
、
体
部
は
内
彎
し
た
後
直
線

的
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
外
向
杯
司
`卜
端
～
履
司
`は
憚

転
ヘ
ラ
ケ
ズ
ソ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
対

二
次
焼
成

綱
砂
や
や
多
い
。
日
色
粒
子
・
雲
付

や
や
多
い
。
ス
コ
リ
ア
少
量
。
白
色
針

状
物
質
微
量
。

肉
面
10
YR
3/
1黒
ff
B

外
面
7 
5Y
R7
/6
橙
日
稼
V8
～
底
酎

1/
4

対
面
黒
色
処
理

土
師
器

邦
<2
7>

32
0

履
司
`は
半
履
で
体
部
卜
半
は
内
彎
し
て
し

る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
は
切
り
離
し
の
後
ヘ
ラ

で
整
え
て
い
る
。
体
部
下
端
に
は
ミ
ガ
キ
に

よ
る
整
形
が
観
察
さ
れ
る
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

貝
好
佃
砂
少
量
。
白
色
粒
子
・
雲
母
少
量
。

外
面
7 
5Y
R5
/6
明
褐
不
訃
―
サ氏
罰
∫
1/
(
関
園
黒
日
処
理
。
俗

部
外
面
積
位
墨
書

「
寺
」

土
師
器

郭
(1
40
)
<3
8>

底
部
欠
損
。
体
部
は
や
や
内
彎
気
味
に
開

く
。

ヨ
ク
ロ
歪
影
r

睫
好

硼
υ
夕
重
。
日
色
杜
十
・
パ
コ
ツ
ア
・
雲

予
少
量
。

対
面
10
YR
2/
1黒

小
面
7 
5Y
R6
/6
橙

日
稼
～
底
郡
1/
荀
面
黒
色
処
理

土
師
器

杯
(1
35
)
40
5

10
17

氏
部
は
平
底
で
、
体
部
は
や
や
内
彎
し
て
開

く 。
器
厚
で
あ
る
。

メ
ク
ロ
径
形
。
外
国
件
判
'「
И
市
~瓜
司
も
イよ
ロ

義
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好
砂
粒
少
量
。
黒
色
粒
子
・
ス
コ
リ
ア
・
雲

母
や
や
多
い
。
白
色
粒
子
少
量
。

内
面
10
Y3
/1
オ
ツ
ー
ブ

黒 タ
ト
面
7 
5Y
R6
/4
1こ
ぶ
し

橙

日
稼
～
底
部
1た
内
面
黒
色
処
理

土
師
器

不
13
05
48
5

17
58

氏
司
】
は
十
底
ぐ
、
件
判
jは
四
留
し
7こ
復
巳
燃

杓
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
堅
形
。
外
面
体
部
下
端
～
底
郡
は
巨

転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好
二
次
焼

成

Fu
砂
少
量
。
臼
色
粒
子
・
雲
母
・
黒
色

眩
子
や
や
多
い
。
ス
コ
ジ
ア
少
量
。
タ
ト面
7 
5Y
R6
/4
1こ
ぶ
し

橙

よ
は
Я
五)
レ

困
山
黒
色
処
理
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表
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遺
物
観
察
表
(1
2)

Ｉ Ｉ ω ω ‥ ―

NO
遺
構

種
類

器
種
日
径
・

長
さ
絲 緯

底
径
・

匡
六
重
量
(g
l

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

‐
５ 号 住

土
師
器

不
<3
1>
(8
2)
94
8
底
部
は
半
底
で
、
体
部
卜
端
は
肉
習
し
K彰

る
。

'ク
ロ
蟹
形
。
外
国
体
制
`「
瑞
～
lF
v剖
」 は
ロ

鏃
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

R好
砂
紅
少
重
。
黒
色
柾
十
・
去
梓
ギ
ギ

多
い
。
ス
コ
リ
ア
・
白
色
粒
子
少
量
。

0中
ビ

土
師
器

杯
(1
18
)
<3
7>

23
2

底
部
欠
損
。
体
部
は
内
彎
し
た
後
E繰
的
に

開
く
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
外
由
杯
剖
∫
卜
十
は
芋
膏
ろ
お

ラ
ケ
ズ
リ
。

艮
好
臼
色
粒
子
や
ギ
多
い
。
雲
付
少
重
。

小
礫
微
量
。

内
面
10
YR
4/
1褐
灰

外
面
7 
5Y
R4
/2
灰
褐

日
稼
～
体
部
1/

土
師
器
灯
明
皿

51
11
53

底
部
は
平
底
。
体
部
は
や
や
外
反
気
「
/k
に
開

く
。

身F
ロ
ク
ロ
蟹
形
。
肉
回
体
測
∫ は
槙
ア
ア
、
恩

部
は
指
に
よ
る
整
形
で
あ
る
が
粗
雑
な
為
か

器
薄
な
部
分
が
出
来
、
焼
成
時
に
亀
裂
が

発
生
し
て
い
る
。
外
面
体
部
は
横
ナ
デ
、
下

半
～
底
部
は
手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

民
好
砂
粒
多
い
。
日
色
糎
子
多
い
。
ス
コ
ツ

戸
少
量
。
小
礫
・
中
礫
多
い
。

内
面
5Y
R6
/4
1こ
ぶ
予

橙 外
面
7 
5Y
R6
/6
橙

冠
形

日
穆
k部
塊 采
4寸
君
。

上
師
器

郷
(1
40
)
3 
15
10
6
94
2

浅
い
軽
状
の
玲
。
抵
部
は
半
底
で
体
制
`ぼ
仁

か
に
内
彎
気
味
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
展
剖
`は

tJ
Jり
離
し
後
芋
狩
ろ

ヘ
ラ
ク
ズ
リ
、
外
面
体
部
下
端
は
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
ツ
、
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

焼
升 次
民 一 三 頭

臼
色
粒
子
・
黒
色
粒
子
ξ
甘
少
量
。

ス
コ
リ
ア
微
量
。

困
向
10
YR
3/
1黒
褐

外
面
7 
5Y
R7
/6
橙

土
師
器
高
台
付
邦
<4
7>
(8
0)

局
0イ
ま
|夕
γヽ
)子
(こ
4寸
さ
れ
瑞
廿
卜
|ま
国
以

に
て
い
る
。
体
部
は
内
彎
気
味
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
外
白
履
郡
友
ひ
体
訃
卜
十
侶

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
ツ
。
貼
付
け
高
台
。
内
面
は

ミ
ガ
キ
。

罠
好
υ
柾
グ
重
。
日
包
秘
す
° 黒
日
秘
す

雲
母
・
ス
コ
リ
ア
少
量
。

肉
向
bY
3/
レ
Tツ
ー
フ

黒 外
面
5Y
R5
/6
明
赤
褐

体
郡
1/
8,
Л
匿
詈
Б

完
形
,高
台
1/
3

利
向
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
イ
<2
45

21
7

高
台
は
十ハ
」の
~f
に
付
さ
れ
、
体
部
卜
端
は

為
彎
気
味
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
外
向
底
測
S友
ひ
体
剖
`ド
踊
に

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
高
台
は
貼
付
け
後
ロ
ク

ロ
ナ
デ
さ
れ
る
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

民
射

二
次
焼
成

細
砂
少
量
。
黒
色
粒
子
・
雲
母
・
ス
コ
リ

ア
・
白
色
粒
子
少
量
。
。

10
Y3
/1
オ
リ
ー
フ
黒

1

土
師
器
高
台
付
皿
(1
40
)
(1
8>

32
0

高
台
は
欠
損
し
て
い
る
。
体
部
は
E繰
門
に

大
き
く
開
く
。

ヨ
ク
ロ
整
形
。
外
国
体
剖
Sド
踊
イユ
ロ
砿
へ

ケ
ズ
リ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

貝
射

二
次
焼
虚

砂
柾
少
重
。
日
色
紅
十
・
黒
包
柾
十

雲
母
・
ス
コ
リ
ア
少
量
。

内
面
10
YR
4/
4褐

外
面
5Y
R6
/8
橙

凋
向
黒
色
処
理

土
師
器
高
台
付
皿
(1
40
)
(1
9>

85
6

高
台
は
欠
損
し
て
い
る
。
不
郡
は
巨
繰
門
に

大
き
く
開
く
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
外
国
件
剖
Sド
千
ぼ
口
格
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

民
好
鯛
砂
や
や
多
い
。
雲
母
多
い
。
臼
色

笠
子
や
や
多
い
。
黒
色
粒
子
少
量
。

ス
コ
リ
ア
微
量
。

肉
口筆
10
YR
5/
3イ
こ
ふ
い

黄
褐
  
 
外
面

7 
5Y
R6
/6
橙

口
縁
～
杯
判
'1
′

剰
向
黒
色
/t
L埋

上
師
器
高
台
付
皿

18
68

高
台
は
ハ
」の
7に
付
さ
れ
る
。ヾ
ヾ
外
反

気
味
で
端
部
は
面
取
ら
れ
て
い
る
。
体
部
は

直
線
的
に
大
き
く
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
内
面
は
ミ
ガ
千
。

良
好
砂
粒
少
量
。
雲
母
・
ス
コ
リ
ア
や
や
日

立
つ
。
白
色
粒
子
少
量
。

肉
山
N1
5/
黒

タ
ト面
10
YR
6/
4イ
こ
ぶ
し

黄
橙

日
稼
淵
'一
古
b久

損

関
回
黒
包
処
理
。
い

部
外
面
積
位
墨
書

「
寺
」

土
師
器
高
台
付
皿
(1
34
)
25
5

98
8

爵
合
は
ハ
」の
~F
に
付
さ
れ
端
普
卜
は
曲
以
ι

れ
て
い
る
。
体
部
は
直
線
的
に
大
き
く
開
く
。

朴
端
接
地
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
瓜
部
回
転
ヘ
フ
t7
」
り
。
局
含

は
貼
付
け
後
ロ
ク
ロ
ナ
デ
さ
れ
る
。
内
面
は

ミ
ガ
キ
。

民
灯

二
次
焼
成

砂
粒
や
や
多
い
。
黒
色
粒
子
・
ス
コ
リ

ア
や
や
多
い
。
雲
母
・
白
色
粒
子
少

ど罷
と 。

困
向
10
Y3
/1
オ
ツ
ー
フ

黒
  
 
外
面

7 
5Y
R6
/6
橙

日
稼
～
杯
淵
S

1/
4,
高
台
完
形

州
回
黒
ty
と
埋

上
師
器
高
台
付
皿
<2
3>

61
8

高
台
は
ハ
」
の
写
に
付
さ
れ
る
。
や
や
外
反

気
味
で
端
部
は
面
取
ら
れ
て
い
る
。
内
端
接

地
。

咀
測
`す
ア
。
局
言
樹
`ば
ロ
ク
ロ
螢
形
。

艮
好
�
抄
少
重
。
黒
色
柾
子
・
ス
コ
ツ
/・
雲

母
や
や
多
い
。
白
色
粒
子
少
量
。
内
面
N1
5/
黒

外
面
5Y
R7
/6
橙

氏
剤

`の

み
困
向
黒
包
型
埋
。
底

部
外
面
刻
書
「
下
」

(焼
成
前
)

土
師
器

火
舎
51

76
5'
85
7

阿
部
ト
キ
の
似
斤
。
湘
回
ほ
円
形
の
四
田
τ

有
す
が
、
外
面
に
は
脚
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の

で
、
や
や
方
形
を
呈
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
脚

は
付
け
根
部
分
よ
り
欠
損
し
て
い
る
。

ヨ
ク
ロ
整
形
の
後
脚
は
付
さ
れ
る
。
脚
の
断

面
形
は
三
角
形
を
呈
し
、
貼
付
け
の
後
指

こ
よ
る
ナ
デ
整
形
が
行
わ
れ
て
い
る
。

艮
対

二
次
焼
成

鵞
ね
・
ね
央
歩
い
。
芸
甘
少
重
。

四
国
bY
ヽ
6/
り
橙

ク ト
面
7 
5Y
R7
/4
1こ
ぶ
し

憧

脚
接
含
司
∫

土
師
器

高
杯

<3
6>

62
0

援
合
部
の
資
料
。
恒
か
に
娠
る
上
現
罰
∫ は
僅

か
に
内
彎
し
て
開
く
。
脚
柱
部
は
細
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
上
,こ
洲
S四
回
及
び
脚
仕
按

合
部
に
ミ
ガ
キ
が
観
察
さ
れ
る
。

艮
好
砂
粒
少
量
。
白
色
粒
子
・
黒
色
粒
子

ス
コ
リ
ア
・
雲
母
少
量
。

10
YR
6/
8に
ふ
い
貢
橙
上
極
司
∫
1/
5



表
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遺
物
観
察
表
(1
3)

Ｉ ‥ ω （ ‥ ―

(c
ll
l・
g)

血
遺
構

種
類

器
種
日
径
・

長
さ
締 幅
ほ
径
・
サ 享
さ
重
量
(g
)

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

‐
５ 号 住

土
師
器

仏
鉢
(1
81
)
<5
9>

43
6

杯
訃
は
ギ
ギ
円
宵
し
て
開
き
日
稼
で
強
く
肉

傾
す
る
。
日
唇
は
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
ク
ロ
整
形
。
体
部
内
外
面
ミ
ガ
キ
。

良
好
二
次
焼

成

フ
村
夕
重
。
日
日
伴
す
・
黒
g秘
す
°

雲
母
少
量
。
ス
コ
リ
ア
微
量
。

困
白
10
YR
6/
3に
ぶ
い

黄
橙
  
  
外
面

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙

口
豚
～
件
司
S上

立
1/
9

土
師
器

仏
鉢
(1
90
)
<5
8>

26
9

体
淋
は
困
宵
し
て
開
き
日
稼
で
づ雲
く
困
4唄
す

る
。
日
唇
は
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
ク
ロ
蟹
形
。
体
部
内
外
面
ミ
ガ
キ
。

貝
好
ま
ぼ
精
良
。
雲
母
・
黒
色
粒
子
少
量
。
困
向
7 
5Y
R6
/4
1こ
ふ
�

橙
  
  
外
面

10
YR
6/
4に
ぶ
い
責
橙

日
縁
～
体
司

`上
位
1/
9

I令
古

"ク

ト
回
′
＼
フ
言
巳
三

「
×
」
(焼
成
前
)

土
師
器

仏
鉢

<6
0>

38
5

1仝
言
い
は
関
甲
し
に
開
さ
日
,豚
ぐ
頻
く
四
似
コ

る
。

ヨ
ク
ロ
坐
形
。
体
■
い
関
/1
・
国
ミ
カ
千
。
R好

少
柾
少
重
。
芸
Hギ
ギ
多
い
。
日
色

笠
子
・
ス
コ
ツ
ア
少
量
。

司
向
10
Y4
/1
灰

小
面
10
YR
6/
6明
黄
褐
不
部
戸

再
山
黒
色
処
理

須
恵
器

甕
<5
9>

98
4

日
稼
は
く
」の
子
に
外
反
し
日
唇
部
は
柄
み

上
げ
ら
れ
る
。

日
稼
郡
内
外
面
は
槙
す
デ
。
A 
Hl
郡
外
面
は

平
行
叩
き
、
内
面
に
は
当
て
具
痕
が
観
察

さ
れ
る
。

遺
元
不

良
雲
母
多
量
。
黒
色
粒
子
・
白
色
粒
子

倣
量
。

用
画
25
Y7
/3
茂
寅

外
面
25
Y6
/2
灰
黄

日
形
k部
1/
8

I台
土
A

須
恵
器

甕
(3
40
)
<8
5>

日
豚
は
く
」の
写
に
外
反
し
日
唇
司
`は
罰
み

上
げ
ら
れ
る
。

日
稼
肉
外
向
は
槙
ナ
テ
、
4H
部
外
面
は
半

行
叩
き
、
内
面
当
て
具
痕
有
り
。

罠
好
砂
紅
や
や
多
い
。
雲
母
・
暗
灰
色
粒

子
多
い
。
長
石
・
石
英
少
量
。

内
面
5Y
6/
1灰

外
面
5Y
5/
1灰

ヨ
稼
～
体
部
上

立
1/
6

]含
上
A

須
恵
器

甕
(2
56
)
<3
1>

57
5
日
稼
は
大
き
く
外
反
し
て
開
き
、
日
唇
部
を
上

下
に
摘
み
出
す
。

ロ
ク
ロ
整
形
。

艮
好
日
日
卍
す
° 珠
グ
リ
唄
さ
出
し・
コ`
傑

や
や
目
立
つ
。

レ剌
口圏
r 
OY
ヽ
0/
1ヵ
(

外
面
10
Y6
/1
灰

日
稼
詈
馬
1/
8

恰
土
D。

須
忘
器

甕
19
31
月
彎
す
る
盗
の
月
同
部
芹
で
あ
る
。

外
面
は
平
行
叩
き
、
内
面
に
は
当
て
具
痕

あ
り
。

長
好
ワ
44
り
重
。
日
日
秘
す
。

四
口
bY
う
/1
仄

外
面
5Y
6/
1灰

個
部
片

愉
土
D。
肉
面
暦

痕
・
墨
痕
あ
り
。
転
用

硯

須
忘
器

甕
(2
81
>

41
85

口
稼
及
び
底
部
欠
損
。
最
大
径
を
上
位
に
持

つ
や
や
長
胴
気
味
の
甕
で
あ
る
。

胴
部
外
面
は
擬
格
子
状
叩
き
、
内
面
に
は

当
て
具
痕
と
複
数
の
輪
積
痕
が
観
察
さ
れ

る
。

逐
7E
企

良
砂
柾
ヾ
や
多
い
。
長
名
・
狛
夷
・
雲

母
・
ス
コ
ツ
ア
や
や
多
い
。

円
向
10
YR
7/
2に
ぶ
い

黄
橙
  
  
外
面

10
YR
5/
4に
ぶ
い
黄
褐

悧
部
上
半
V4
,

胴
部
下
半
1/
8

1言
二
A

須
恵
器

必
(1
24
)
47
5

氏
剖
∫ は
半
底
で
甲
央
剖
∫ 分
か
ヾ
ギ
上
ほ
気

医
。
体
部
は
内
彎
し
た
後
直
線
的
に
開
き
日

以
で
僅
か
に
外
反
す
る
。

μ
ク
ロ
螢
//
/。
グ
ト
国
俗
郡
「
И
市
イよ
手
付
め
r

ラ
ケ
ズ
リ
、
底
部
は
一
方
向
の
手
持
ち
ヘ
ラ

ケ
ズ
ジ
。

艮
好
自
色
粒
子
・
欽
分
の
頃
き
出
し
微
量
。

小
礫
や
や
目
立
つ
。

W5
/灰

日
縁
～
底
部
1海
屈
之
内
窯

須
恵
器
杯
転
用
対
蝸
ヵ
(1
4.
3)
(4
4)

18
15

底
部
は
平
底
で
体
部
は
内
彎
し
た
後
直
線
的

に
F7
rH
く
。

μ
ク
μ
後
形
。
俗
司
イ
茄
～
底
剖
」
は
口
啓

ラ
ケ
ズ
ツ
。

二
次
焼

成

細
傑
°
4淑
多
い
。

内
面
5Y
R5
/1
褐
灰

外
面
25
Y5
/1
黄
灰

日
縁
部
3/
4久
楼
崎
土
Ao
 l
●
渦
と
し
て

使
用
さ
れ
た
も
の

か
、
器
面
に
は
鋼
津

が
付
着
し
、
一
部
上

器
自
体
も
ガ
ラ
ス
イヒ

し
て
い
る
。

須
恵
器
脚 競

(1
33
)
(4
7)
(7
4)
H0
4

氏
部
は
半
瓜
で
体
部
は
内
習
気
味
に
開
く
。
ロ
ク
ロ
整
形
。
瓜
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
。
体
部

下
端
～
底
部
は
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
ヅ
。

二
次
焼

成
日
色
柾
子
・
ス
コ
リ
/域
分
の
噴
き
世

し
や
や
多
い
。

勾
回
r 
DY
う
/1
汐
(

71
・
面
5Y
5/
1灰

日
縁
―
底
詈
Ъ
1/
情
土
Ao
 l
r油
と
し
て

吏
用
さ
れ
た
も
の

い
、
器
面
に
は
鋼
滓

ド
付
着
し
、
一
部
土

器
自
体
も
ガ
ラ
ス
化

ン
て
い
る
。

須
忘
器

仏
鉢

1)
<4
1>

体
部
は
内
彎
し
日
稼
に
向
か
い
内
傾
す
る
。

日
唇
は
面
取
ら
れ
て
い
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。

罠
好
は
は
桶
長
。
要
甘
多
い
。
黒
色
狂
十

微
量
。

関
回
Z 
DY
O/
Z‖
盲
灰
東

外
面
10
YR
5/
2灰
黄
褐
日
稼
～
体
部
1/
「
】 含
土
A



表
17
遺
物
観
察
表
(1
4)

(c
m・
g)

Ｉ Ｉ ω Ｏ ‐ ―

NO
遺
構

種
類

器
種
日
径
・

早
六

器
高
・
IB
底
径
・

厚
さ
重
量
(g
)

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

‐５ 号 住

灰
釉
陶
器

瓶
67
4

月同
言
Fよ
り
肩
言
Б
に
か
け
て
破
片
で
肩
部
で
や

や
強
く
内
彎
す
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
外
面
胴
部
上
半
～
肩
部
に
か

け
て
灰
和
が
被
る
。

長
好
黒
色
柾
子
ヾ
ヾ
日
立
つ
。
鉄
分
の
頃

き
出
し
・
白
色
粒
子
少
量
。

内
面
7 
5Y
R8
/1
灰
臼

外
面
5Y
7/
1灰
白

】 同
者
F1
/3

戻
被
産

砂
質
製
品
鋳
型
ヵ

77
5
砂
質
の
製
品
で
あ
る
。
上
面
は
湾
曲
し
て
鋼
材
の
付
着
が
観
察
さ
れ
る
。
底
部
は
直
接
熱
を
受
け
て
い
な
い
が
全
体
に
被
熱
に
よ
り
砂
岩
状
に
石
化
し
て
い
る
。

砂
質
製
品

鋳
型
ヵ

45
5

砂
質
の
製
品
で
あ
る
。
上
面
は
湾
曲
す
る
。
底
部
は
熱
を
受
け
て
い
な
い
が
全
体
に
被
熱
に
よ
り
砂
岩
状
に
石
化
し
て
い
る
。

砂
質
製
品
鋳
型
ヵ

17
18
7
砂
質
の
製
品
で
あ
る
。
上
面
は
湾
曲
し
て
鋼
材
の
付
着
が
観
察
さ
れ
る
。
底
郡
は
直
接
熟
を
受
け
て
い
な
い
が
全
体
に
板
飛
に
よ
り
砂
岩
状
に
石
化
し
て
い
る
。

土
製
品

土
錘
(3
5)
(1
35
)
,I
 t
tζ
a
27
紡
錘
形
を
呈
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
が
、
端
部
は
欠
損
す
る
。
長
FH
I万
同
に
孔
か
頁
迫
丁

る
。
ナ
デ
に
よ
る
整
形
が
行
わ
れ
て
い
る
。

支
好
白
色
粒
子
・
黒
色
粒
子
・
雲
母
微
量
。
7 
5Y
R6
/6
橙

石
製
品
金
床
石
19
2

10
9
4,
96
00
鬼
状
の
自
然
石
を
用
い
た
も
の
で
、
表
面
に
被
熱
痕
と
擦
痕
が
観
祭
さ
れ
る

1号
溝

不
明

漆
ヵ

19
5

酎
鳩
状
の
塊
。
表
向
に
は
莫
状
の
械
維
か
付
肩
し
た
状
悪
で
国
君
し
Kい
る
。

３ 号 溝

土
師
質
土
器
内
耳
釦
カ
<5
4>

85
4

体
郡
～
日
縁
部
が
直
線
門
に
開
く
。
日
唇
肉

面
に
段
を
有
す
る
。

ロ
ク
ロ
整
形

罠
好

釜
芸
博
多
重
。
日
色
秘
十
・
黒
包
杜

子
少
量
。

司
向
7 
5Y
R5
/4
に
ふ
し

局 牛
面
7 
5Y
R4
/8
褐

日
稼
V 
IZ

昨
回
煤
4寸
右
。
困
血

ス 1
書
「
×
」
(焼
成

莉
)。

土
師
質
土
器
内
耳
釦
カ
<8
5>

11
88

本
部
～
日
縁
部
が
直
線
的
に
開
く
。
日
唇
内

面
に
段
を
有
す
る
。

ロ
ク
ロ
整
形

焼
射 次
民 一 〓 願

長
ね
・
名
央
°
芸

'・
岳
日
卍
す
多

ど霊
笙 。

司
向
5Y
Rイ
/8
貢
橙

小
面
7 
5Y
R6
/6
橙
日
縁
～
体
部
上

半
1/
8

土
師
質
土
器
内
耳
鍋

74
2
日
稼
巨
下
に
斗
を
舶
付
す
る
。
斗
貼
付
罰
`分

は
器
壁
が
薄
く
、
外
へ
膨
ら
む
。

ロ
ク
ロ
墨
割
レ

罠
好
金
雲
母
多
量
。
ス
コ
リ
ア
・
黒
色
粒
子

長
石
・
石
英
や
や
多
い
。

刃
詢
7 
5Y
R7
/6
種

小
面
7 
5Y
R5
/4
に
ぶ
予

口
縁
ヨ
6片

71
・
面
燥
4寸
君

上
師
質
土
器
内
耳
鍋

日
縁
直
下
に
耳
を
貝占
付
す
る
。
耳
貼
付
部
分

は
器
壁
が
薄
く
、
外
へ
膨
ら
む
。

ロ
ク
ロ
整
形

R好
金
雲
廿
多
量
。
ス
コ
ツ
ア
・
黒
色
柾
十

長
石
・
石
英
や
や
多
い
。

珂
血
5Y
R6
/6
橙

小
面
5Y
R5
/6
現
赤
褐

日
縁
部
片

朴
面
煤
付
着

土
師
質
上
器

/1
ヽ
皿
(7
0)
<2
1>
(2
9)

氏
径
小
さ
く
、
体
部
巨
緑
的
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
垂
勁
杉
。

長
野

二
次
焼
成

黒
色
粒
子
や
や
多
い
。
雲
母
少
量
。
再
面
10
Y8
/1
灰
臼

朴
面
10
Y8
/2
灰
白

日
帝
及
一
体
音
Ъ
1/
(

上
師
質
土
器

小
皿
(6
1)
19
5

21
2
氏
部
平
底
。
体
部
は
恒
か
に
内
彎
し
、
日
稼

で
外
反
気
味
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
履
灘
∫ 回
転
釉
J」
り
。

皮
好
金
雲
母
・
黒
色
粒
子
や
や
多
い
。
「
5Y
R6
/6
橙

不
部
2/
3欠
損
日
穆
k部
兆采
イ寸
看
。

土
師
質
土
器

小
皿

<1
5>
(5
4)

底
部
は
平
底
。
体
部
は
や
や
外
反
気
味
に
開

く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
郡
回
転
糸
tJ
」
り
。

艮
好
イま
は
精
長
。
金
雲
甘
多
い
。

5Y
R6
/4
イ
こ
ぶ
い
橙
体
部
下
端
～
底

部
1/
2

陶
器

甕
(3
80
)
<5
6>

日
縁
や
や
外
傾
気
味
に
直
立
す
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
日
稼
端
部
を
N~
T状
に
方
り

返
す
。
折
り
返
し
部
は
完
全
に
接
着
せ
ず
、

日
縁
縁
帯
が
垂
下
し
て
頸
部
に
密
着
す

る
。

罠
好
日
色
柾
十
少
亘
。

〕
5Y
R5
/3
1こ
ぶ
い
赤
纏
日
縁
1/
12

話
常
院
。
IP
野
編
年

)～
10
型
式
。

陶
器

信
鉢

37
9

コ
ク
ロ
整
形
。
鋏
和
施
和
。

罠
好

清
艮

内
面
5Y
R4
/4
に
ぶ
予

赤
褐
外
面
5Y
R5
/4
に
ぶ
し

赤
褐

藤
部
片

近
世
以
降
。
激
戸
・

美
濃
系

土
師
器

甕
<4
1>
(1
39
)
46
6
底
部
は
平
底
で
体
部
下
端
は
巨
繰
的
に
開

く
。

式
部
は
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
体
部
は
内
外
面
共
に

オ
デ
。

良
好
二
次
焼

齢

釜
雲
母
が
多
い
。
黒
色
粒
子
・
自
色

位
子
や
や
多
い
。

内
面
25
Y5
/3
貢
褐

外
面
10
YR
6/
41
こ
ぶ
い
騒
音
怪
1/
8



表
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遺
物
観
察
表
(1
5)

(c
mo
g)

１ ８ １

No
遺
構

種
類

器
種
日
径
・

亭
六

器
高
・
鱚

底
径
・

匡
六
重
量
(g
l

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

３ 号 溝

瓦
平
瓦

判
回
ぼ
和
日
浪
、
山
回
ほ
縄
日
択
Щ
Jさ
。
長
好
罠
石
・
石
英
粗
粒
で
多
量
。

勺
面
5Y
7/
効
疋
臼

万ヽ

土
製
品

羽
日
雑 ⑭

長
く
34
>

34
3
判
日
端
剤
`か
被
熱
に
よ
リ
ガ
フ
ス
化
。
欽
洋
付
看
す
る
。
孔
径
(4
0,

」ヽ
片

土
製
品

羽
日
糀 ∽

長
く
50
>

羽
日
端
部
か
被
熱
に
よ
リ
ガ
ラ
ス
化
。
欽
痒
付
看
す
る
。
孔
径
(3
0,

/1
｀
万

鉄
滓

坑
形
津

25
1
7

20
7

石
製
品
金
床
石

1,
42
76

有
央
斑
君

石
製
品
五
輪
塔
17
5

4.
50
00

に
岡
岩
。
lR
t化
激
し
セ

焦
聴

４ 号 溝

土
師
器

不
(1
33
)

底
苗
S区
マ
ヾ
上
la
v気
味
の
半
底
。
体
司
S区
四

彎
気
味
に
開
く
。
日
縁
部
は
や
や
厚
み
を
持

ロ
ク
ロ
楚
形
。
瓜
剖
Sぼ
口
啓
ヘ
フ
切
り
復
口

転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
外
面
体
部
下
端
は
回
転
′

ラ
削
り
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好
砂
粒
微
量
。
ス
コ
ツ
ア
や
や
日
立
つ
。

白
色
粒
子
・
雲
母
微
量
。

四
回
う
YZ
/1
黒

外
面
10
YR
7/
31
こ
ぶ
い

黄
橙

日
稼
～
ほ
部
1オ
利
向
黒
色
処
理

土
師
器

杯
(1
42
)

底
部
は
平
底
で
体
部
は
僅
か
に
内
彎
し
た
後

直
線
的
に
開
く
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
体
部
下
端
～
底
部
は
回
転
′

ラ
ケ
ズ
リ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

良
好
細
砂
微
量
。
金
雲
母
・
黒
色
細
粒
子

や
や
多
い
。
白
色
粒
子
・
ス
コ
リ
ア
微

量
。

内
面
5Y
2/
1黒

外
面
7 
5Y
R7
/4
に
ぶ
し

橙

日
縁
～
底
部
1/
殉
面
黒
色
処
理

須
恵
器

甕

目
然
和
が
被
る
み
に
外
向
の
整
形
反
は
小

明
だ
が
、
内
面
に
当
て
具
痕
が
観
察
さ
れ
て

事
か
ら
、
叩
き
に
よ
る
整
形
が
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

民
好
殊
グ
の
頃
出
し
°
日
B4
1f
す
° か
傑
タ

量
。

円
白
10
Y5
/1
火

外
面
5Y
5/
3灰
オ
リ
ー

ブ

〕H
l晋
朽
芹

粕
。
内
面
に
磨
痕
あ

り
。
転
用
硯
か
。

須
恵
器

● 4
N
13
8

氏
剖
`ほ
半
瓜
。
展
全
か
小
ё
く
、
体
剖
Sは
E線

的
に
開
く
。
器
壁
薄
い
。

ロ
ク
ロ
螢
形
。
体
制
Sド
瑞
～
瓜
部
は
手
荷
毛

ヘ
ラ
ケ
ズ
ソ
。

遠
元
不

良
砂
粒
微
量
。
雲
母
多
重
。
自
色
粒
子

や
や
目
立
つ
。

5ヾ/
灰

底
部
完
形
,日
縁

～
体
部
1/
3
恰
土
A。
体
郡
外
面

黄
位
「
大
」
、
底
部
外

面
「
半
」
墨
書
。

土
製
品
火
舎
脚

=ヽ

ヵ

断
面
襦
円
形
の
柱
状
を
二
し
、
上
部
に
皿
部

の
接
合
痕
残
存
。
接
合
部
付
近
は
広
が
り
を

持
つ
。
獣
脚
ヵ
。

′ヽ̂
ラ
イこ
よ
る
整
形
。

艮
射

二
次
焼
成

ワ
柾
ギ
ギ
多
い
。
日
色
柾
十
・
小
操

や
や
多
い
。
雲
母
微
量
。

10
YR
5/
3に
ぶ
い
貢
褐
岬
部

獣
ガ 即
カ

１ 号 井 戸

土
師
器

郵
(1
80
)

氏
司
'ほ
半
嵐
ぐ
件
司
Sぼ
巳
燃
HN
」
に
開
く
ロ
ク
ロ
堅
形
。
体
部
下
端
～
医
部
は
回
転

ラ
ケ
ズ
リ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

焼
射 次
貝 二 成

硼
ψ
似
重
。
¢
雲
付
マ
マ
多
い
。
日

色
粒
子
微
量
。

内
面
75
Y2
/1
黒

外
面
10
YR
4/
1褐
灰

日
稼
～
底
部
3/
勺
面
黒
色
処
理

土
師
器

邦

氏
訃
′ま
半
恩
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
愚
罰
∫ヘ
フ
ケ
ス
リ

叉
好
r/
卍
似
重
。
日
a卍
す
°
去
喜
夕
重
。
10
YR
4/
1T
15
カ
K

企
司
'「
И
面
′‐゙
ぷ

郭
片

企
■
や
グ
ト
lH
養
青

□
」

須
恵
器

甕
(3
00
)
<8
0>

13
2
7

II
 H
l郡
は
巨
繰
的
に
立
ち
、
日
稼
は
く
」の
写

に
外
反
し
日
唇
部
は
描
み
上
げ
ら
れ
る
。

口
稼
内
外
面
は
梗
ナ
デ
、
月H
部
外
面
は
平

lT
叩
き
、
内
面
は
当
て
具
痕
有
り
。

遠
元
不

良
砂
粒
微
量
。
金
雲
母
多
量
。
自
色
粒

子
微
量
。

内
面
10
YR
5/
3に
ぶ
い

黄
褐
  
 
外
面

25
Y4
/1
黄
灰

日
縁
～
胴
部
上

半
1/
6

崎
土
A

須
恵
器

甕
や
や
肉
彎
気
「
/k
で
あ
る
。

阿
部
外
面
は
半
行
叩
き
、
内
面
は
す
デ
。
貝
好
砂
粒
少
量
。
日
色
粒
子
・
小
礫
少
量
。
勾
面
75
Y6
/1
灰

Fl
部
片

i合
土
D。

須
恵
器

不
(1
40
)

底 く
。

部
は
半
底
で
体
部
は
回
線
的
に
大
き
く
開
ク 「
I径
形
。
体
■
い
ド
茄
～
底
前
S区
手
持

ラ
ケ
ズ
ジ
。

R好
υ
柾
ギ
ヾ
多
い
。
日
色
柾
十
・
不
W操

や
や
多
い
。
鉄
分
の
噴
出
し
微
量
。
剣
回
ぷ
り
/灰

/1
・
面
75
Y5
/1
灰

日
稼
―
瓜
罰
∫
1/
〔
1台
土
D。

２ 号 井 戸

土
師
器

杯
(1
80
)

(7
2)

痣
振
り
な
不
で
あ
る
。
底
部
は
平
底
で
体
部
は

勺
彎
し
た
後
日
縁
で
緩
や
か
に
外
反
す
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
で
あ
る
が
、
外
面
の
剥
落
が
署

し
く
調
整
は
不
明
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

良
好
二
次
焼

成

砂
粒
や
や
多
い
。
雲
母
・
ス
コ
リ
ア
ロ

立
つ
。
白
色
粒
子
少
量
。

何
薗
NZ
/黒

小
面
5Y
R6
/6
橙

日
縁
～
底
部
1/
勺
面
黒
色
処
理

22
0

須
恵
器

甕

II
l部
は
や
や
内
彎
気
味
に
立
つ
。

胴
部
外
面
は
平
行
叩
き
、
内
面
は
当
て
具

痕
有
り
。

艮
升

二
次
焼
砂
粒
少
量
。
雲
母
多
い
。
黒
色
細
粒

子
少
量
。

勺
面
25
Y7
/2
灰
貢

牛
面
25
Y6
/2
灰
黄
桐
音
Б片

陰
土
A



表
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遺
物
観
察
表
(1
6)

(c
m・
g)

Ｉ ‐ ω Ｎ ‐ Ｉ

NO
遺
構

種
類

器
種
唯 肇
器
高
・

幅
醗 隣
重
量
①

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

2号
掘
立

柱
建
物

土
師
器

杯
<1
7>

氏
部
は
半
屋
で
体
部
下
端
は
肉
彎
し
て
し

3。

ク
ロ
径
形
。
俗
司
'「
茄
~瓜
部
は
口
啓
冷

ケ
ズ
リ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

貝
好
砂
砂
重
。
雲
ボ
井
ス
コ
リ
/ヾ
ヾ
日

立
つ
。
白
色
粒
子
少
量
。

外
面
10
YR
6/
3に
ぶ
し

黄
橙

氏
部
戸

肉
薗
黒
色
処
理
、
ほ

部
外
面
亥
1書

1号
土
坑
須
恵
器

甕
(3
00
)
<9
1>

94
7

II
l部
は
E緑
的
に
開
き
口
稼
で
被
ギ
か
に
外

更
す
る
。
日
唇
部
は
僅
か
に
摘
み
上
げ
ら
れ

る
。

日
稼
内
外
白
は
枝
す
ア
、
胴
罰
`外
向
は
半

行
叩
き
、
内
面
は
ナ
デ
。

遅
万
れ
｀

良
砂
粒
や
や
多
い
。
金
雲
母
多
い
。
自

色
粒
子
・
小
礫
や
や
多
い
。

内
面
25
Y5
/1
貢
灰

外
面
25
Y4
/1
黄
灰
日
縁
～
胴
部
上

半
1/
4

冶
土
A。

３ 号 土 坑

土
師
器

甕
(2
20
)
<5
9>

54
6

B同
部
は
球
形
ヵ
。
日
縁
は
く
」の
字
に
外
反
し

日
唇
都
は
摘
み
上
げ
ら
れ
る
。

口
縁
内
外
面
は
槙
ナ
デ
、
月
同
部
内
外
面
は

ナ
デ
。

貝
好
砂
粒
少
量
。
雲
廿
・
ス
コ
ツ
ア
や
や
日

立
つ
。
白
色
粒
子
少
量
。

OY
R6
/3
に
ぶ
い
東
橙
日
稼
～
月
部
1/

土
師
器

甕
<6
6>

桐
部
は
直
線
的
に
立
ち
、
日
稼
で
短
く
外
反

す
る
。

コ
ク
ロ
埜
形
。
四
囲
ほ
ミ
刀
キ
。

艮
好

TI
Hν
4T
a重
。
去
0器
包
細
卍
す
タ

量
。
白
色
粒
子
微
量
。

門
口
囚
1う
/黒

外
面
10
YR
7/
31
こ
ぶ
し

黄
桂

日
fr
a～
刀同
淵
'上

い
1/
9

内
面
黒
色
処
理

8号
土
坑
土
師
器
高
台
付
イ
<2
5>

41
5
蜀
合
は
短
く
|ハ
」の
写
三 に
付
さ
れ
る
。
体
部
 「

鵜
は
内
彎
し
て
い
る
。

ユ
ク
ロ
埜
形
。
凸
百
は
底
部
フ
Jツ
HL
し
υ

こ
付
さ
れ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ
さ
れ
る
。
内
面

や
。

僚 デ
民
好

岬
ν
似
重
。
C去
再
・
系
日
細
卍
す

や
や
多
い
。
白
色
粒
子
微
量
。

州
薗
γ 
bY
R6
/6
橙

外
面
7 
5Y
R8
/4
浅
黄

登

体
部
下
半
～
底

部
1/
4

13
号
土
サ
須
恵
器

甕
20
3

水
/r
//
1/
p金
の
淑
剖
S斤
力
。

当
繰
ど
分
し
(恨

'舶
Vl
k仄
共
か
_余
巡

る
。

R好
ヨ
色
柾
十
倣
重
。

N5
/ル
(

日
縁
皆
b斤

町
向
か
t/
ビ
/色
を

呈
し
焼
成
温
度
が
や

や
低
い
。
陶
邑
産
ヵ

4号
上
サ
土
師
器
高
台
付
皿
(1
30
)
<2
3>

23
 1

局
官
は
欠
損
し
て
い
る
。
体
司
`は
底
腺
門
に

調
く
。

ヨ
ク
ロ
墨
勢
レ
。

艮
好
二
次
焼

成

佃
砂
微
量
。
雲
母
・
黒
色
細
粒
子
・
自

色
粒
子
微
量
。

;Y
6/
2灰
オ
ツ
ー
フ

日
稼
～
体
部
1/
て

15
号
土
サ
土
師
器

不
72

は
剖
'ほ
半
瓜
で
開
`は
四
留
し
た
校
Et
tH
N」

に
開
き
日
縁
で
器
薄
に
な
る
。

ヨ
ク 「
Z螢
形
。
底
部
区
口
騒
劣ヽ
フ
フ
」
ツ
。
r

面
は
ミ
ガ
キ
。

焼
射 次
只 二 成

砂
柾
ヾ
ギ
多
い
。
長
冶
・
冶
央
・
雲
母

や
や
多
い
。

肉
向
N1
5/
黒

外
面
10
YR
5/
3に
ぶ
し

黄
褐

/2
均
面
黒
色
処
理

22
9

２
０ 号 土 坑

土
師
器

甕
(2
1 
4)
<1
53
)

Fl
部
は
や
や
肉
習
気
n/
kに
立
ろ
、
日
豚
は

I

く 」
の
字
に
外
反
し
日
唇
部
は
柄
み
上
げ
ら
れ

る
。

口
稼
肉
外
向
は
棋
す
テ
、
胴
訃
肉
外
向
は

ナ
デ
。

艮
好
砂
柾
ヾ
ギ
多
い
。
長
ね
。
ね
央
ギ
ギ

多
い
。
雲
母
少
量
。

内
面
10
YR
5/
4に
ぶ
い

黄
褐
外
面
7 
5Y
R5
/6

明
褐

日
縁
～
胴
部
上

斗
41
/4

土
師
器

甕
(1
86
)
く
90
>

15
32

胴
部
は
球
形
ヵ
。
日
縁
は
く
」の
字
に
外
反
し

日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ
る
。

日
縁
内
外
面
は
槙
ナ
デ
、
月旧
部
外
面
は
す

デ
、
内
面
は
刷
毛
状
工
具
に
よ
る
整
形
の

後
ナ
デ
。

艮
対

二
次
焼
成

砂
粒
多
い
。
長
石
・
石
天
・
雲
廿
多
OY
R6
/3
に
ぶ
い
寅
種
口
稼
―
月
同
郡
上

半
2/
5

話
詣
雲
型
筈量
力
。

土
師
器
小
形
甕
(1
00
)
<2
4>

日
稼
は
|く
」の
~F
に
71
・
反
し
口
唇
部
は
摘
み

上
げ
ら
れ
る
。
小
形
の
甕
で
あ
る
。

日
稼
肉
外
向
は
槙
す
ブ
。

民
好
砂
粒
や
や
多
い
。
長
石
・
石
英
・
雲
母

や
や
多
い
。

肉
面
7 
5Y
R7
/6
橙
外

面
7 
5Y
R6
/6
桂

日
稼
～
肩
部
V(

土
師
器
小
形
甕
(9
2)
<3
3>

25
9

胴
辞
∫ は
球
形
力
。
日
稼
は
ギ
ギ
肉
恨
気
味
に

立
ち
日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ
る
。

日
稼
肉
外
白
は
槙
す
ブ
、
胴
剖
∫ 外
画
ほ
へ

ラ
ケ
ズ
リ
、
内
面
は
ナ
デ
。

民
好
砂
粒
や
や
多
い
。
黒
色
粒
子
・
長
石

石
英
や
や
多
い
。
雲
母
少
量
。

10
YR
7/
41
こ
ぶ
い
貢
4登
日
稼
～
肩
部
Vイ

土
師
器

不
(1
36
)

(7
0)
55
2

底
部
は
平
底
で
体
部
は
内
彎
し
た
後
直
線
的

に
開
き
日
縁
で
僅
か
に
外
反
す
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
外
国
件
判
∫
ド
端
～
凰
剖
Sは
■

持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
ソ
。

焼
射 次
艮 二 成

砂
粒
少
量
。
ス
コ
ツ
ア
嘔
廿
や
ヾ
日

立
つ
。
白
色
粒
子
。
少
量
。

四
回
OY
3/
1万
ノ
~ノ

黒 外
面
10
YR
6/
4に
ぶ
い

黄
橙

日
稼
～
ほ
刊
∫

5/
12

再
血
黒
色
処
理

土
師
器

杯
(1
28
)

(6
6)
33
4

底
部
イよ
十
底
ぐ
件
,い
|]
″
剣
饗
チ
t/
′
こ
仮
は
ア 隊
II
N

に
開
き
日
縁
に
至
る
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
底
測
`は

t7
Jり
離
し
の
後
手
持

ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

良
好
細
砂
微
量
。
金
雲
母
多
量
。
ス
コ
ツ
ア
・

白
色
粒
子
微
量
。

内
面
10
YR
4/
1褐
灰

外
面
10
YR
6/
41
こ
ぶ
予

黄
橙

日
稼
～
体
部

1/
12
,底
部
1/
4
対
面
黒
色
処
理



表
20
遺
物
観
察
表
(1
7)

(c
mo
g)

Ｉ ‐ ω ∞ ‐ Ｉ

bl
o
遺
構

種
類

器
種

日
径
・

与
太
器
高
・

鱚
底
径
・

!亘
六
重
量
(g
)

器
形
の
特
徴

整
形
の
特
徴

焼
成

胎
土

色
調

残
存

備
考

２
０ 号 土 坑

土
師
器

外
<2
6>
(8
5)
43
2
∝
訃
は
半
ほ
で
体
ヨ
∫ は
肉
習
し
て
い
る
。
ロ
ク
ロ
整
形
。
ほ
部
は
切
り
離
し
の
後
手
持

ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
内
面
は
ミ
ガ
キ
。

艮
好
rB
秒
微
量
。
金
雲
母
多
量
。
ス
コ
ツ
ア

や
や
目
立
つ
。
白
色
粒
子
微
量
。

肉
面
7 
5Y
R5
/6
朔
褐

外
面
7 
5Y
R6
/6
橙

体
部
ド
千
～
lA
v

部
1/
3

23
6

土
師
器

邪
(1
56
)
<4
2>

41
0
底
部
欠
損
。
体
部
は
内
彎
し
た
後
日
縁
直
下

で
薄
く
な
り
強
く
外
反
し
日
唇
に
至
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。

艮
好
砂
粒
少
三
。
金
雲
廿
多
重
。
ス
コ
ツ
ア

や
や
目
立
つ
。
白
色
粒
子
少
量
。

四
回
う
YZ
/1
黒

タ
ト面
10
YR
5/
41
こ
ぶ
い

黄
褐

日
豚
～
1/
E剖

`卜
半
1/
4

勺
面
黒
色
処
理

土
師
器

イ

凋
彎
す
る
不
の
体
部
万
で
あ
る
。

ロ
ク
ロ
整
形
。
肉
向
は
ミ
ガ
キ
。

長
野
糾
抄
倣
重
。
芸
甘
ギ
ヾ
日
立
つ
。
ス
エ

リ
ア
・
白
色
粒
子
・
黒
色
粒
子
微
量
。
25
Y6
/3
に
ぶ
い
貢
床
郡
庄

体
部
外
面
刻
吾
|×

力
J(
焼
成
前
)

土
師
器
高
台
付
皿
(1
86
)
<2
1>

33
2

底
部
欠
損
。
体
部
は
や
や
内
彎
気
H/
kに
開
し

た
後
、
内
面
日
縁
直
下
に
沈
線
を
一
条
有
し

外
反
し
た
後
日
唇
に
至
る
。

ロ
ク
ロ
蟹
形
。
四
BI
ほ
ミ
刀
キ
。

艮
好
潮
砂
倣
量
。
金
雲
付
ヾ
ヾ
日
立
つ
。

ス
コ
リ
ア
・
白
色
粒
子
・
黒
色
粒
子
微

遷藍
。

困
山
lυ
YR
5/
4に
か
彰`

黄
褐
  
 
外
面

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙

日
縁
～
体
部
1オ
膠
剖
∫ 外
国
家
J青
(駐

戎
後
)

土
師
器
高
台
付
皿
<2
1>

57
6

高
台
部
の
み
の
資
料
。
高
台
は
ハ
」の
写
に

付
さ
れ
る
。

底
司
'ほ
国
%ヘ
フ
t7
Jり
。
尚
百
ぼ
馳
4V
tテ
リ

れ
た
後
ロ
ク
ロ
ナ
デ
さ
れ
て
い
る
。

貝
奸

二
次
焼
成

砂
狂
少
量
。
雲
ド
井
ス
コ
ツ
ア
ギ
ギ
日

立
つ
。
白
色
粒
子
少
量
。

内
面
5Y
3/
1オ
リ
ー
ブ

黒 外
面
10
YR
7/
6明
黄
褐

高
台
部
完
形

須
恵
器

甕
(1
89
)
く
76
>

98
 1

旧
ヨ
∫ は
琢
形
力
。
日
稼
は
く
」の
子
に
外
反
す

3。

口
豚
肉
外
画
は
棋
ア
ア
、
胴
部
外
国
は
残

格
子
状
の
叩
き
力
。
内
面
は
ナ
デ
。

遠
元
不

良
砂
粒
や
や
多
い
。
長
石
・
石
英
・
雲
廿

や
や
多
い
。

肉
白
10
YR
6/
3に
ふ
予

黄
橙
  
 
外
面

25
Y5
/3
黄
褐

日
縁
―
肩
部
1/
!台
土
A。

須
恵
器

甕
<4
9>

口
稼
甜
∫ 外
炭
。
日
唇
罰
'上
卜
に
摘
み
出
す
。
日
縁
困
外
薗
共
に
積
ア
ケ
。

艮
好
砂
粒
や
や
多
い
。
長
石
・
石
英
や
や

多
い
。

10
Y4
/1
)火

日
渡
k部
片

!含
Jヒ
B。

石
製
品
紡
錘
車

10
23
7

隔
ね
。

5Y
3/
1オ
リ
ー
ブ
黒

よ
ぼ
完
形

予し
径
07

40
号
土
サ
鉄
製
品

参
Rカ
<7
2)
<2
3>

11
9

土
師
器

邦
<2
1>

氏
罰
`は
半
展
で
杯
剖
`卜
瑞
は
困
腎
し
て
し

6。

ロ
ク
ロ
整
形
。
底
部
は
切
り
離
し
後
回
転
へ

ラ
削
り
。
外
面
体
部
下
端
は
回
転
ヘ
ラ
削

り
。

艮
好
細
砂
微
重
。
雲
母
多
い
。
ス
コ
リ
ア
や

や
目
立
つ
。
白
色
粒
子
微
量
。

困
白
N1
5/
黒

タ
ト面
10
YR
7/
41
こ
ぶ
い

黄
橙

氏
剖
∫
1/
2

狗
面
黒
色
処
理

陶
器

播
鉢
(2
80
)
<4
0>

33
0

罠
好

困
向
10
YR
4/
Z快
東
掏

外
面
10
YR
2/
2黒
褐

日
稼
測
り
〒

丘
世
以
降
,産
地
不

凋

P1
50

上
師
器

邦
カ

巨
線
的
に
開
く
イ
の
体
部
片
ヵ
。

コ
ク
ロ
整
形
の
後
内
外
向
共
ミ
ガ
キ
。

貝
好
情
艮
。

内
面
N1
5/
黒

外
面
10
YR
4/
1褐
灰
に
部
声

ダ ト
回
ス
」 青
(駐
jl
X

前
)。
内
面
黒
色
処

理

包 含 層

土
師
器
高
台
付
不
<1
9>

50
8

馬
含
イま
短
く
|ハ
」
の
~f
に
イ寸
さ
れ
る
。
十下
音
∫
卜

瑞
は
内
彎
し
て
い
る
。

合
は
貼
付
け
ら
れ
た
後
ロ
ク
ロ
整
形
し
て
い

る
。

艮
好
イ孵
グ
重
。
日
包
笠
ば
留
負
マ
ギ
日

立
つ
。
白
色
粒
子
・
黒
色
粒
子
・
ス
コ
切

ア
少
量
。

肉
向
75
Y2
/1
黒

外
面
10
YR
6/
4に
ぶ
ヤ

黄
橙

∝
乱
∫ 元
形

均
面
黒
色
処
理

24
8

須
恵
器

甕
(2
76
)
<9
0>

15
6
2

胴
部
は
や
や
内
彎
気
味
に
立
ち
、
日
稼
は

|

く
」の
字
に
外
反
し
日
唇
部
は
摘
み
上
げ
ら
れ

る
。

日
稼
内
外
面
は
横
す
テ
、
月 H
部
外
白
は
半

行
叩
き
、
内
面
当
て
具
痕
有
り
。

民
好
砂
柾
少
重
。
要
H・
黒
色
柾
十
ギ
ヾ

目
立
つ
。
白
色
粒
子
少
量
。

円
薗
bY
り
/1
灰

外
面
5Y
5/
1灰

日
稼
―
月
同
部
上

半
1/
5

】 合
」
LA

灰
和
陶
器

瓶
<3
2>
(7
6)
27
8

蜀
台
は
や
や
困
彎
気
「 /
Rロ
ハ
」の
‐ Tに
付
さ

れ
、
端
部
で
僅
か
に
幅
広
く
な
り
面
取
り
が
行

わ
れ
て
い
る
。
胴
部
下
端
は
内
彎
す
る
。

ヨ
ク
ロ
蟹
形
。

罠
好
側
砂
少
量
。
欽
分
の
噴
出
し・
悟
灰
笹

笠
子
少
量
。

四
四
Zう
Yr
/1
人

タ
ト
面
5Y
7/
1灰
白

康
投
産

土
師
質
土
器

小
皿

<1
8>
(5
0)

氏
部
は
平
底
。
体
部
は
直
線
的
に
開
く
。

ヨ
ク
ロ
整
形
。
ほ
部
は
回
転
糸
rp
」
り
。

民
好
削
抄
T7
9重
。
金
雲
母
・
黒
色
荼H
41
f十

や
や
多
い
。
ス
コ
リ
ア
微
量
。

10
YR
6/
3に
ぶ
い
貢
橙
小
司
'ド
キ
～
瓜

郭
1/
5

OI
tt
tl
屹
父
ヨ
ニ
。

陶
器

甕

日
縁
は
外
反
し
て
開
き
、
日
唇
部
を
下
へ
摘

み
出
す
。

コ
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名
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リ
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ド
幸
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宅
孝
増
酔
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高
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m)
重
量
⑭

包
含
層
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2
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8
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.9

N-
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3

3.
1
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.2
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25
4
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6

Ｏ υ
８
９ る
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5

6.
2
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.3
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6

6.
7
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.5
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7

3.
9
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.4
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号
土
坑
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8

4.
8

８
９ ″
９ 留

包
含
層
R-
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9

5.
8

41
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Z-
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0
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８
９
，９
，

30
手
許
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1
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5
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,2

U-
11

26
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6
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構
ィ
グ
リ
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さ
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さ
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貢
量
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亨
芋
一 Ｌ
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片
メ
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3.
5

0,
7
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9
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7
便
用
狼
石
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質
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岩
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9
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.0
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8

石
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ケ
ヤ
ー
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1
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5
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9
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黒
曜
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5
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3
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遺
精

種
類

重
量

備
考

6号
住

石 石 石

呂
石

夏
恵
器

石
煮
器

林
生
土
器

然
糸
文

6ナ
ナ
tと
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上
帥
器

6号
住
床
下

十
自而
繋

6号
住

礫
疑
灰
岩

偶
雲
母
片
岩

牌
18
94
布
m芳
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師
器

2,
28
5.
1
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器
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9

須
恵
器

解 喫
方
ヤ
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土
目
巾
器
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24

須
煮
器
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住

土
師
器

3.
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87

負
恵
器
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8.
5

躁 又
界
由
降
]を
手

4号
住

土
師
器

1_
69
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0

ミ
文
土
器

5号
住

土
師
器

71
52

7号
住

十
自而
驀

43
95

編
京
器

61
0

隈

8号
住

土
師
器

16
07
0

傷
煮
器

25
53

礫

9号
住

土
帥
器
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09

須
点
器
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号
住

土
師
器
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47

霊恵
器
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号
イ王

十
師
器
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号
住

土
師
器
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6.
2

須
恵
器

巾
析
汁
陶
興
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7

隈
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02
電
画
岩
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号
住

土
師
器

25
8_
3

て
点
器

陶
磁
器
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2

縄
文
土
器
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2
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号
住

土
師
器
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55

須
恵
器
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住

十
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界
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1

須
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住
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茨
澤

3号
濤

上
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器
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0 
1

器
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均
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0.
0

旬
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決
滓

11
.8
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上
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十
師
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土
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上
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坑
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器
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〔
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遺跡全体図 S=1/1000 図版 1
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図版 4 遺構分割図 (3)東区 1
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図版 5遺構分割図 (4)東区 2

P166

P160

Ｎの

田56⑤

Ｐ‐

　

　

　

　

Ｐ

〓◎
ミ
∪

Ｐ４

。
Ｐ‐４７
　

◎

Ｐ‐４８
　

　

◎

売11

売姥

⑥田49

1/200



図版 6 遺構分割図 (5)東区 3

Ｎの



遺構個別図 (1) SH 6、  SDl

6号住居跡セクション

塾_L2720n

5

2

6号住居跡炉 Aセクション 6号住居跡セクション
A ぃ2。 go“     」生

―

1 10YR3/2黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒ごく微量。しまりあり、粘性弱。
2 10YR2/3黒 褐色土 焼土細粒・炭化材少量。しまりあり、粘性弱。
3 10YR2/3黒 褐色土 焼土塊少量。炭化粒ごく少量。
4 10YR4/4褐 色土 焼土粒ごく少量。ローム粒・ロームプロックφ ol～ 3 0cm全体に少量。
5 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒・ロームプロック主体。地山崩落土。

6号住居跡炉 Aセ クション
1 10YR3/3暗褐色土 焼土塊を全体に含む。しまりあり、粘性弱。

号住居跡
A

1号住居跡セクション

A  L・2700n

A'

1号住居跡セクション
l ЮYR2/2黒褐色土 焼土粒・炭化粒ごく微量。ローム粒φ03～ 1 0cm微量。

小礫少量。
2 ЮYR3/1黒褐色土 炭化粒微量。ロームプロックゅ03～ 2 0cm微 量。1隠少量。

A'   3 10YR2/2黒 褐色土 炭化粒少量。ロームプロックゅ03～ 2 0cm微 量。小礫少量。

A'

2号住居跡セクション
1 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒ゅ03～ 1 0cm少量。
2 10YR3/3黒 褐色土 焼土粒 。炭化粒ごく微量。ローム粒ゅ0 5cm少 量。

上部にロームブロック。
3 10YR2/2黒 褐色土 焼土塊・炭化粒材。ローム粒 (ゅ 03～ 0 5cnllご く少量。

A'  1号溝セクション
l ЮYR4/1褐灰色土 炭化物・小礫ごく少量。粘性弱
2 10YR3/2黒 褐色土 炭化粒・小礫ごく少量。ローム粒ゅ01～ 0 3cm微 量。
3 10YR2/3黒 褐色土 炭化粒微量。ローム粒ゅ03～ 1 0cmご く少量。

0                            2m

S=1/60

2号住居跡・1号溝
A

2号住居跡■号溝セクション
A  F27 00m

図版 7



図版 8

A A'

5号住居跡セクション
1 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化粒ごく微量。ローム粒・

ロームプロックφ01～ 2 0cm少 量。
2 10YR3/2 黒褐色土 炭化粒微量。ローム粒・

ロームプロックo03～ 2 0cm少 量。

遺構個別図 (2)S13～ 5

3号住居跡セクション
la 10YR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒・ ローム粒少量。粘性弱
lb 10YR3/2黒 褐色土 焼土粒少量。ローム粒微量。

カマ ドB周辺部は
焼土粒塊・ローム粒の混入が頭著。

2 5YR3/4暗 赤褐色土 焼土粒塊を全体に含む。
3 10YR3/3暗 褐色土 焼土粒塊・粘土粒を全体に含む。
4 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒ごく少量。灰・炭・粘土粒を含む

層の互層。

5 10YR2/1黒 色土 焼土粒、ローム粒微量。
6 10YR2/2黒 褐色土 ローム粒ごく少量。粘性弱

3号住居跡カマドAセ クション
① 10YR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒・ ローム粒少量。粘性弱
② 10YR3/2黒褐色土 焼土粒塊を全体に少量。炭化粒微量。礫
混入。粘性弱

③ 10YR2/1黒褐色土 焼土粒塊・炭化粒・灰を全体に多く含む。
ローム粒微量。

④ 10YR2/2黒褐色土 焼土粒・炭化粒ごく少量。
③ 10YR2/3黒褐色土 焼土粒ごく少量。炭化粒微量。
⑥ 5YR3/6暗赤褐色土 焼土塊。
⑦ 5YR3/3暗赤褐色土 焼土粒塊を全体に含む。灰・ ローム粒

ごく微量。

③ 10YR2/3黒褐色土 焼土粒ごく少量。灰・炭・粘土粒を
含む層の互層。

0                               2m

S=1/60

4号住居跡カマドセクション
1 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒ゅ02～ 1 0cm、 ローム粒・ロームプロックゅ01～ 3 0cm少 量。酸化鉄分を含む。粘性弱。
2 10YR3/2黒 褐色土 焼土粒・炭化粒ごく微量。策白色粘質土ブロック多量。酸化鉄分を含む。
3 10YR3/2黒 褐色土 焼土粒・炭化粒ごく少量。黄白色粘質土ブロックφ03～ 0 5cmご く少量。酸化鉄分を含む。粘性弱。
4 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒・ロームブロックφ01～ 1 0cm少量。酸化鉄分を含む。粘性弱。
5 ЮYR2/3黒褐色土 焼土粒φ02～ 1 0cm少量。ロームブロックo10～ 3 0cmや や目立つ。酸化鉄分を含む。
6 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒ゅ02～ 1 0cm少量。ロームプロックかすかに少なく、色調暗い。酸化鉄分を含む。
7 10YR4/4褐 色粘質土 焼土粒ごく微量。粘性やや強。
8 10YR2/3黒 褐色± 6層 と比べ、ローム粒φ03～ 1 0cm微量。
9 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒・炭化物微量。ローム粒φ05cm前後少量。
10 10YR4/4褐 色土 ローム主体。しまりややなし、粘性やや弱。
11 10YR7/3に ぶい黄橙色粘質土 黄灰白色粘質土主体。 1層土ブロックゅ05～ 5 0cm少量。焼土粒・ローム粒少量。

5号住居跡セクション
A  ぃ274師

4号住居跡セクション
A  ぃ2680m

4号住居跡カマドセクション
B  I・必80n  _

『

4号住居跡セクション
1 10YR2/3黒褐色土 ロームブロック少量。酸化鉄分微量。粘性弱。

壁
::|:学ミ:チニ量握色圭 塁E全常雀冒生優多管写ナ野量F畿絡最券微量。
4 10YR1 7/1黒色土 上部にローム粒ごく少量。焼土粒ごく微量。粘性弱。
5 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒・ローム粒ごく微量。粘性弱。
6a10YR3/3暗 褐色 土酸化鉄分ごく微量。粘性弱。
6b10YR3/4暗 褐色± 6a層 に似るが、上部にローム粒を含み、色調やや明るい。粘性もやや強い。
7 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒微量。ローム粒ごく少量。粘性弱。
8 10YR3/1黒 褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒・ロームプロックφ o3～ 2 0cmご く少量。

黄自色粘質土プロックごく少量。

9 10YR5/4に ぶい黄褐色土 ローム主体。貼り床力。しまりあり、粘性やや強。

A'

57● f61      ●  ′
｀

_・       
・
!・

3号住居跡セ クシ ョ

4

5



遺構個別図 (3)S17～ 11
7・ 8・ 10号住居跡

710号住居跡セクション

7号住居跡

図版 9

10号住居跡 A'

25号 土坑

7号住居跡セクション
1 10YR3/4暗褐色土 焼土粒塊・炭化粒全体に少量。ローム粒ごく少量。
2 ЮYR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒全体に少量。ローム粒ゅ0 5cm少 量。
3 10YR3/3暗 褐色土 ローム粒・ ロームブロック全体に少量。
4 ЮYR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒全体に少量。ローム粒 。ロームプロックφ03～ 2 0cm全 体に混入。
5 10YR3/2黒 褐色土 ローム粒全体に少量。
6 10YR5/3に ぶい黄褐色土 ロームプロック。
7 10YR4/3に ぶい黄褐色土 粘性強 ローム粒・ロームブロックφ05～ 5 0cm全体に含む。堅い。
8 10YR3/4暗 褐色土 焼土粒・炭化粒ごく微量、ローム粒・ロームブロックゅ～ 3 0cm少 量。

A'

A(L・ 2740n A'

A

8号住居跡セクション
B し・2?OOm

8号住居跡セクション
1 10YR2/2 黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒φ03～ 0 5cm、 ロームプロックφ 10cm下部にごく微量。
2 10YR2/3 黒褐色土 焼土粒・炭化粒少量。ローム粒全体に少量、褐色粘土質ブロックゅ2 0cm少量。
3 10YR2/3 黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒ゅ02～ 1 0cm少量。ロームプロックφ02～ 1 0cm主に下部に少量。2層に似るが、色調かすかに明るい。
4 10YR3/2 黒褐色土 ローム粒φ02～ 1 0cm全体に少量。炭化粒ごく微量。
5 10YR3/3 暗褐色土 ローム粒 。ロームプロック主体。

10号住居跡セクション
1 10YR3/4暗 褐色土 焼土粒・炭化粒全体に少量。ローム粒ごく少量。7号住居跡カマド層力。
2 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化粒全体に少量。ローム粒φ03～ 0 5cmご く少量。
3 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化粒全体に微量。ローム粒ごく少量。

9号住居跡
9号住居跡セクション

床下土坑

A A'

9号住居跡セクション
1 10YR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒φ01～ 1 0Cm少量。
2 10YR3/2黒 褐色土 焼土粒・炭化物・ローム粒 。ロームブロックφ01～ 3 0cm全 体に少量。
3 ЮYR3/2黒褐色土 焼土粒・炭化物・ローム粒・コームプロックφ01～ 2 0cm全 体に少量。
4 10YR3/3暗 褐色土 焼土粒・炭化粒ごく少量。ローム粒・ ロームプロックφ01～ 1 0cm少量。
5 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化粒ごく少量。ロームプロック混入。やや堅い。
6 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒・ロームブロックゅ02～ 2 0cm全体に少量。
7 10YR3/4暗 褐色土 ローム主体。

9号住居跡カマドセクション
1 10YR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒φ01～ 1 0Cm少量。
2 10YR3/2黒 褐色土 焼土粒 ,炭化物・ローム粒 。ロームブロックo ol～ 3 0cm全 体に少量。
3 10YR3/2黒 褐色土 焼土粒・炭化物・ローム粒・ロームプロックφ01～ 2 0cm全体に少量。
4 ЮYR3/3暗褐色土 焼土粒・炭化粒ごく少量。ローム粒・ロームプロックφ01～ 1 0cm少量。
5 10YR2/3黒 褐色土 焼土塊・ローム粒ごく少量。炭化粒微量。
6 10YR2/3黒 褐色土 焼土塊ごく少量。炭化物・ローム粒微量。
7 10YR3/4暗 褐色土 焼土塊全体に含む。炭化粒微量。ローム粒少量。
8 10YR2/2黒 褐色土 焼土塊・炭化物全体多量。黄白色粘質土ブロック少量。

o                               2m

S=1/60

中

Ｎ

①

141号ピットセクション
1 10YR2/3 黒褐色土 炭化細粒 。ローム粒 ゅ01～ 0 5cm微 量。 しまりあり、粘性弱。
2 10YR3/2黒 褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒 φ01～ 0 3cm少 量。 しまりあり。

L・2700n止

11号住居跡セクション
1 10YR3/2 黒褐色土

2 10YR3/4 暗褐色土

○
´

げ 9号 住居跡カマ ドセクション

Юな
~生
レ
"∞“    二

11 号住居跡・141号 ピット
A A'

H号住居跡■41号ピットセクション

焼土細粒・炭化細粒微量。

白色粒φ01～ 0 2cm、 ローム粒ゅ01～ 0 3cmご く少量。
しまりあり粘性弱。
ローム主体。焼土細粒・炭化細粒ごく微量。しまりあり粘性弱。
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図版 10
12号住居跡

12号住居跡セ クシ ョン

13号住居跡

13号住居跡セクション

A L2?OOn       l

14号住居跡

遺構個別図 (4) S112～ 14

12号住居跡セクション
l ЮYR2/2黒褐色土 しまりあり 焼土粒塊ゅ01～ 0 5cm少 量。炭化細粒微量。

ローム粒 。ロームプロックゅ01～ 1 0cmご く少量。
2 10YR2/2黒 褐色土 焼土細粒・炭化細粒微量。ローム粒・ロームプロックφ01～ 5 0cm全体に少量。
3 10YR2/1黒 色色土 炭化粒微量。ローム粒・ロームプロックゅ03～ 3 0cmご く少量。
4 10YR2/3黒 褐色土 焼土細粒・炭化細粒微量。ローム粒 。ロームプロックゅ01～ 2 0cm少量。
5 ЮYR2/2黒褐色土 炭化物φ■Ocm微量。ローム粒 。ロームプロックゅ01～ 1 5cm少量。粘性弱。
6 ЮYR3/2黒褐色土 粘性弱 ローム粒φ02～ 0 8cm全体に少量。

A'

13号住居跡セクション
1 10YR2/3 黒褐色土 焼土粒φ02～ 0 6cm、 炭化粒 φ03cm微量。

ローム粒・ロームプロックゅo2～ 2 0cmを全体に少量。
黒褐色土 炭化細粒・ ローム細粒ごく微量。
褐色土 ローム主体。黒褐色土少量。
黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。

ローム粒・ロームプロックφ o2～ 2 0cmご く少量。
黒褐色土 焼土粒塊・炭化粒ごく少量。

ローム粒・ロームプロックφ03～ 1 0cm少量。

A'

14号住居跡セクション
1 10YR3/3 暗褐色土 焼土粒・炭化粒微量。

ローム粒 。ロームプロックφ01～ 1 0cm全体に少量。
2 10YR2/3 黒褐色土 焼土塊少量。炭化粒微量。

ローム粒 。ロームプロックφ01～ l ocm少量含む。
しまりあり、粘性弱。

3 10YR2/3 黒褐色土 ローム粒ゅ0 5cm少 量。しまりあり粘性弱
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遺構個別図 (5)
15号住居跡

S115・ 16、  SBl 図版 11

A'

15号住居跡セクション

A  L■2740に

正正正三
==工
主彎

=

●180    A

A'

15号住居跡セクション                          5
1 10YR2/2 黒褐色土 焼土粒・炭化粒 。ローム粒φ02cm微 量。
2 10YR2/3 黒褐色土 焼土粒 o01～ 1 0Cm、 炭化物全体的に少量。

ローム粒ゅ01～ 0 5cm少 量。
3 10YR2/3 黒褐色土 焼土粒φ01～ 1 0Cm、 炭化物全体的に少量。

ローム粒φ01～ 1 0Cm多量。
4 10YR3/4 暗褐色土 ローム主体。焼土粒・炭化粒細ごく微量。
5 10YR3/3 暗褐色土 焼土粒・炭化細粒ごく微量。ロームブロック混入。貼床。硬い
6 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化細粒ごく少量。ローム粒φ02～ 1 0cmご く少量。
7 10YR2/3 黒褐色土 焼土粒・炭化細粒ごく少量。ローム粒φ02～ 1 0cm主体。

表土および攪乱

16号住居跡セクシヨン
と10YR2/3 黒褐色土

16号住居跡セクション

A

掘立柱建物跡セクション共通土層 (柱痕 )
∞
|

A10YR2/2黒褐色土焼土粒ごく微量。炭化粒微量。ローム粒、ロームプロックφ01～ 2 0cm全体に少量含む。
A10YR2/2黒褐色土 A層に似るが、ロームはほとんど見られない。
B10YR3/2黒 褐色土炭化粒ごく微量。ローム粒、ロームプロックo02～ 1 5cm全体に含む。
B10YR2/2黒褐色土 B層に似るが、ロームプロックφ50cm前後も見られる。
C10YR2/3黒褐色土焼土粒、炭化粒微量。ローム粒φ01～ 0 5cm少 量。
D10YR2/2黒褐色土ローム粒、ロームプロックφ05～ 5 0cm少量含む。
E10YR3/2黒 褐色土炭化粒ごく微量。ローム粒、ロームプロックφ03～ 1 0cm微量含む。

1号掘立柱建物跡セクション
1 10YR2/3黒褐色土 炭化細粒・ローム粒φ01～ 0 5cm微 量。
2 10YR3/3暗 褐色土 ローム主体。
3 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒微量。炭化粒ごく微量。ローム粒・ロームプロックφ01～ 3 0cm少量。
4 ЮYR3/2黒褐色土 ローム粒・コームブロックφ01～ 5 0cm全体に少量。
5 10YR4/3に ぶい黄褐色土 ローム主体。
6 ЮYR3/2黒褐色土 炭化粒ごく微量。ローム粒・ロームブロックφ03～ 1 0cm微量。
7 10YR4/3に ぶい黄褐色土 ローム粒・ ロームプロック主体。
8 10YR3/3暗 褐色土 ローム粒・ロームブロック中径を少量。
lb 10YR3/3暗 褐色土 ローム粒・ ロームブロック全体に含む。
3b10YR2/2黒 褐色± 3層に似るが、ローム粒上位にやや少量。
5b10YR4/3に ぶい黄褐色± 5層に似る、ローム主体。
7b10YR4/3に ぶい黄褐色± 7層に似るが、ロームブロック多く含む。
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焼土粒・炭化細粒ごく微量。

ローム粒 ゅ 0 2cm少 量。
黄褐色粘質土 o10cm前 後全体に少量。
1層に似るが、褐色粘質土ブロック
φ05～ 5 0cm含 む。
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2号 a・ b掘立柱建物跡

遺構個別図 (6) SB2ab・ 3

b― ―――――

0                            2m
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十二 2号掘立柱建物跡セクション           IISI
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110Ⅵ℃/2黒褐色土 焼土細粒・炭化細粒微量。ローム粒・ロームプロックφ ol～ 3 0cm。
2 10YR3/3暗 褐色土 ローム粒・ロームブロック全体に含む。
3 10YR2/3黒 褐色土 炭化粒微量。ローム粒ゅ01～ 0 5cmご く微量。
4 10YR2/2黒 褐色土 ローム粒・ ロームブロック005～ 5 0cm少 量。
5 10YR3/2黒 褐色土 炭化細粒ごく微量。ローム粒 。ロームプロックゅo3～ 1 0cm微量。
6 10YR2/2黒 褐色土 炭化細粒ごく微量。ローム粒・ ロームブロックφ01～ 2 0cm微量。
7 ЮYR2/2黒褐色土 ローム粒 。ロームプロックφ01～ 3 0cm全体的に少量。
8 10YR4/2灰 黄褐色土 ローム粒・ロームプロック主体。
9 10YR2/1黒 色土 炭化細粒、ローム粒・ロームプロックゅ01～ 2 0cm微量。
3b10YR2/2黒 褐色± 3層に似るが、ローム粒わずかに下半に多い。
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露眼孟妨禦琶生塩主務粒・則ヒ細粒。ローム粒ゅ01～ 05mごく少量。荀
1 10YR2/1黒色土 焼土細粒・炭化細粒 。ローム粒ゅ01～ 0 5cmご く微量。
2 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化細粒ごく微量。ローム粒・ロームブロックゅ01～ 1 5cm

全体に少量。
3 10YR5/4に ぶい黄褐色土 ロームプロック。
4 10YR3/2黒 褐色土 炭化粒ごく微量。ローム粒・ロームプロックφ02～ 5 0cm少量。
5 10YR3/3暗 褐色± 4層に似るが、ローム粒・ロームプロックを全体に含み、色調やや明るい。
6 10YR2/3黒 褐色土 ローム粒・ ロームプロック主体。黒褐色土微量:
7 10YR2/2黒 褐色± 4層に似るが、ローム粒 。ロームプロック少なく、色調暗い。

´、
１

判

ξ

。

、

．
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4号掘立柱建物跡
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炭化粒ごく少量。ローム粒・ロームブロックゅ01～ 1 0cm層下半に少量。
上半は鉄分を含む。しまりあり、粘性やや弱。

炭化粒ごく少量。ローム粒・ ロームブロックゅ01～ 5 0cmご く少量。
鉄分をわずかに含む。
2層に似るが、木根痕力。
ロームプロック全体に少量。硬い、粘性やや強。

焼土粒・炭化粒φ03cm、 ローム粒・ロームブロックφ02～ 1 0cmご く少量。
炭化粒微量。ローム粒 。ロームブロックφ02～ 1 0cmご く微量。
ローム粒・ロームブロック主体。

庚化粒微量。ローム粒 。ロームプロックゅ03～ 5 0cm層上半にごく少量。
しまりややなし、粘性弱。
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1号井戸
A  L‐2680m

2号
A

井 戸

1号 。2号井戸セクション
1 10YR2/3黒褐色土 焼土粒 。炭化粒 。ローム細粒微量。鉄分少量含む。しまりあり。
2 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒・炭化粒・ローム粒微量。黄白色粘質土ブロックo10cm微量。
3 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒・炭化粒ごく微量。ローム粒ゅ01～ 0 8cm、

黄自色粘質土プロック少量。

4 10YR3/2黒 褐色土 炭化粒微量。ローム粒φ01～ 2 0cm全 体に少量。
5 10YR2/3黒 褐色土 ローム粒少量。鉄分含む。
6 10YR5/4に ぶい黄褐色土ローム主体。粘性強。
7 10YR2/3黒 褐色土黒褐色土 。ロームの互層。鉄分やや多く含む。
8 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化粒・ローム粒ゅ01～ 0 5cmご く微量。

しまりあり粘性弱。

4号溝セクション
1 10YR2/3黒褐色土

2 10YR2/3黒 褐色土

3 10YR2/2黒 褐色土
4 Ю YR3/4暗褐色土

6号溝セクション
1 10YR2/2黒 褐色土
2 10YR2/3黒 褐色土
310Y酷 /4暗褐色土

10号溝セクション
1 10YR3/2黒 褐色土

4号溝

3号溝セクション
1 lllYR2/3黒褐色土 焼土粒微量。焼土粒ごく微量。ローム粒・ロームプロックφ01～ 2 0cmご く少量。しまりあり、粘性弱。
2 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒ごく微量。ローム粒・ロームブロックφ02～ 1 0cmご く少量。
3 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒ゅ01～ 0 8cm・ ローム粒・ロームプロックφ01～ 20全体に少量。炭化粒微量。
4 ЮYR3/4暗褐色土 焼土粒φ02～ 0 5cm全体に少量。炭化粒・ローム粒 。ロームプロックゅ01～ 2 0cm、 小礫φ05cmご く微量。粘性弱。
5 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒・ローム細粒ごく微量。
6 10YR2/3黒 褐色± 2層に似るが、色調やや明るい。
7 10YR3/3暗 褐色土 焼土粒 。炭化粒微量。ローム粒 。ロームプロックφ01～ 1 0cm全体にごく少量。右半に焼土粒ゅ02～ 1 0cmご く少量。
8 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒・ロームブロック (地山崩落土 )少量。粘性弱。

歳鶯羅頚釧鳥絲緋:iド蹴籐輯
説  此

12 10YR3/3暗 褐色土 炭化粒・ローム粒・ロームプロックφ05～ 3 0cmご く少量。しまりなし、粘性弱。
13 10YR5/4に ぶい黄褐色土 暗褐色土と黄白色粘質上の互層。
14 10YR5/3に ぶい黄褐色土 黒褐色土と黄白色粘質上の互層。鉄分やや多く含む。
15 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化粒・ローム粒ゅ01～ 05c血 ごく微量。しまりあり、粘性弱。

貶 OOn― ―

小礫微量。粘性弱。

A'  上  8号溝  止~ 
卜″ ∞m予

0                            2m

St1/60



図版 14
1号土坑止
将壁≡巽諺
二上

2号土坑

A  F26 60n

8号土坑
A'       _生 卜2680m

一

19号土坑   
ブロツク少量。

A' 上 .2。 80“         止

遺構個別図 (8)

3号土坑
A  卜2660“                        '

3号土坑

9号土坑
A'     塾 F2680m    止

1 10YR2/2黒褐色土 主に下半でローム粒小径塊を含む。焼土粒・炭化粒微量。

4号・5号土坑
1 10YR2/2黒褐色土 焼土粒・炭化粒・ローム粒微量。鉄含む。しまりあり、粘性弱。
2 10YR2/2黒 褐色土 炭化粒ごく微量。粘性弱。

SKl ～ 11 ・ 13-20・ 25・ 27・ 28

4号土坑     5号 土坑
A L‐

2660昴     止  _生 レ2660“     」生
1~2   2~1

10号土坑
A  F26 80n

1号土坑
1 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒・炭化粒・ローム粒微量。

しまりあり、粘性弱。
2 Ю YR2/2黒褐色土 炭化粒ごく微量。
3 10YR2/1黒 色土 ローム粒微量。

2号土坑
1 10YR2/2黒褐色土 主に下半でローム粒小径塊を含む。焼土粒・炭化粒微量。

6号土坑
1 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒φ02～ 1 0cm少量。炭化粒微量。ローム粒φ01～ 0 3cmご く少量。しまりなし粘性弱
2 10YR3/2黒 褐色土 焼土粒・炭化粒微量。褐色粘質土プロック全体に含む。
3 10YR3/2黒 褐色± 2層に似るが、焼土粒ごく少量。炭化粒微量。ローム粒φ02～ 0 5cm少 量。褐色粘質土プロックφ05～ 2 0cm粘性弱
4 10YR3/3暗 褐色土 焼土粒ごく少量。炭化粒微量。ローム粒ゅ02～ 0 5cm、 褐色粘質土プロックo10cm少量。粘性弱
5 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒微量。ローム粒ごく少量。しまりなし粘性やや強

6号土坑
上

骸

止

7号土坑
A  L・
2680m

7号勧「
>監こと
==詩望<夏

1 10YR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒少量。ローム粒・ロームプロックごく少量。
鉄分含む。粘性弱。

2 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒少量。炭化粒微量。主に下半でローム粒含む。
鉄分含む。粘性弱。

8号土坑
l ЮYR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒少量。鉄分含む。しまりやや粘性弱。
2 10YR2/3黒 褐色± 1層に似るが、焼土粒・炭化粒やや少量。ローム粒少量。

鉄分含む。

11号土坑
A L■2680m       ど生

―

14号 土坑
A  L・
2700n

11号土坑
1 10YR2/3黒 褐色土

13号土坑
l Ю YR2/3黒褐色土
2 10YR2/3黒 褐色土
3 10YR3/2黒 褐色土

14号土坑
I Ю YR2/3黒褐色土

2 10YR2/3黒 褐色土

3 10YR3/2黒 褐色土

17号土坑
A ぃ2680m    2

予
18号土坑
A  L‐
2680m

l~2

18号土坑
1 10YR2/3黒褐色土 炭化粒微量。黄白色粘質土プロックゅ05～ 3 0cmご く少量。

鉄分含む。粘性弱。
2 10YR2/3黒 褐色± 1層に似るが、黄白色粘質土プロック大径φ50cm～含む。

19号土坑
1 10YR2/3黒褐色土 炭化粒微量。ローム粒φ03～ 0 8cmご く少量。粘性弱。
2 10YR2/2黒 褐色土 炭化粒ごく微量。ローム粒ゅ03～ 0 8cm微 量。

25号土坑
1 10YR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒・ロームプロックφ ol～ l ocm

全体に少量。粘性弱。
2 10YR2/1黒 色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒 。ロームブロックφ01～ 2 0cm少 量。

しまりあり、粘性弱。
3 10YR2/2黒 褐色土 ローム粒 。ロームプロックφ01～ 2 0cm少量。鉄分わずかに含む。

粘性弱。

彰

9号土坑
1 10YR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒少量。しまりあり粘性弱。
2 10YR4/6褐 色土 地山ブロックφ20clla少量。

10号土坑
1 10YR2/2黒 褐色土 炭化粒微量。ローム粒ゅ03～ 0 5cm少 量。小礫含む。
2 10YR2/3黒 褐色土 ローム粒微量。粘性弱。

15・ 16号土坑
A'   A  F26 80n ｒ

一

焼土粒・庚化粒ごく微量。鉄分ブロック含む。粘性弱。

焼土粒・炭化粒・ローム粒少量。鉄分含む。しまりあり、粘性なし。
1層に似るが、ローム粒ゅ2 0cmを含む。しまりあり、粘性弱。
ローム粒・ロームプロック含む。

焼土粒・炭化粒ごく少量。ローム粒・ロームプロックφ01～ 3 0cm
全体に少量。鉄分含む。粘性弱。

焼土粒ごく微量。ローム粒ごく少量。黄自色粘質土ブロック微量。
粘性弱。

焼土粒・炭化粒ごく微量。ローム粒φ01～ 3 0cmご く少量。
しまりあり。

焼土粒・炭化粒微量。ローム粒φ02～ 2 0cmプ ロック状
に少量含む。しまりあり、粘性弱。

炭化粒微量。暗褐色粘質土プロック少量。鉄分含む。
しまりあり、粘'性弱。

15号土坑
1 10YR2/3黒 褐色土

2 10YR2/2黒 褐色土

16号土坑
1 10YR3/2黒 褐色土

止

低 弓        止

 ゥ       
止

27号土坑
1 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒φ03～ 0 8cm少 量。炭化粒・ローム粒・

ロームプロックごく少量。しまりあり、粘性弱。
2 10YR4/3に ぶい黄褐色土 焼土粒微量。ローム粒・ロームブロック

ゅ03～ 3 0cm全 体に少量。粘性弱。
3 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒・炭化粒少量。ローム粒・ロームブロックごく少量。

28号土坑
1 10YR2/2黒褐色土 ローム粒φ02cm少 量。
2 10YR2/2黒 褐色± 1層に似るが、地山崩落土混入。ローム 50%。

0                               2m

S=1/60

13号土坑
A F26 80m        止

_1＼  ′吐

ローム粒をブロック状に含む。

17号土坑

止
H°YR3/2鄭抽 EL ttr鶴

題 冗 ;ゾ馴 ヶ隆 ぞ
°5cm

2 10YR2/3黒 褐色土 ローム粒微量。鉄分わずかに含む。しまりあり粘性弱。
3 10YR2/3黒 褐色± 2層に似るが、ローム粒 o01～ 1 0Cm、 暗褐色粘質土

20号土坑
1 10YR2/3黒褐色土 焼土塊・炭化粒少量。酸化鉄分含む。
2 10YR3/3暗 褐色土 焼土粒・炭化粒少量。ローム粒・ ロームブロックゅ01～ 5 0cmを 全体に含む。
3 10YR2/2黒 褐色土 焼土粒φ01～ 2 0cm、 炭化粒・ローム粒φ01～ 2 0cm少量。酸化鉄分微量。

A' 4 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒を全体に含む。ローム粒 ,黄灰色粘質土ブロック微量。しまりなし。
5 10YR2/1黒 色土 炭化粒微量。焼土粒・ローム粒ごく少量。黄灰色粘質土プロック微量。
6 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒全体に含む。炭化粒少量。
7 10YR4/3に ぶい黄褐色土 ローム主体。黄白色粘質土プロック含む。しまりあり、粘性強。
8 10YR2/3黒 褐色土 黒褐色土と褐色土ローム主体の互層。焼土粒・炭化粒微量。酸化鉄分含む。
9 10YR3/2黒 褐色土 ローム粒・ロームプロックを全体に含む。
10 10YR4/3に ぶい黄褐色土 ローム主体。
H10YR2/2黒褐色土 炭化粒・ ローム粒微量。ロームプロックo01～ 2 0cm少量。酸化鉄分含む。しまりなし。
12 10YR2/3黒 褐色土 炭化粒・ ローム粒ごく少量。酸化鉄分含む。しまりなし。
13 10YR3/2黒 褐色土 炭化粒・ローム粒・ロームブロックφ02～ 2 0cmご く少量。



37号土坑
A 卜2700m            止

2

37号土坑

報
坤的
10YR3/3暗褐色土焼土粒・炭化粒微量。ローム粒少量。粘性弱。
10YR3/2黒褐色土焼土粒・炭化粒ごく少量。ローム粒少量。

7号ピット
1 10YR2/3黒褐色土
2 10YR3/4暗 褐色土
3 10YR2/2黒 褐色土

10号 ピット
1 10YR2/3黒褐色土
2 10YR3/2黒 褐色土
3 10YR3/3暗 褐色土
4 10YR2/3黒 褐色土

16号 ピット
l ЮYR2/3黒褐色土
2 10YR3/2黒 褐色土
3 10YR3/3暗 褐色土
4 10YR3/4暗 褐色土

151号 ピット
A  F27 00n

151号ピット
1 10YR2/3黒 褐色土
2 10YR3/4暗 褐色土
3 10YR2/2黒 褐色土

焼土粒・炭化粒少量。ローム粒微量。鉄分含む。粘性弱。
ローム主体。褐色粘質土ブロック大径含む。

焼土粒・炭化粒少量。ローム粒微量。鉄分含む。粘性弱。

焼土粒・炭化粒ごく少量。ローム粒少量。
焼土粒・炭化粒微量。ローム粒少量。粘性弱。
ローム粒少量。褐色粘質土ブロック0 1ocm少量。しまりなし。

焼土粒・炭化粒ごく少量。ローム粒少量。
焼土粒・炭化粒微量。ローム粒少量。粘性弱
ローム粒・褐色粘質土プロック微量。

A'

P3・ 7

1

10・ 16・

A'

Ж

36号土坑
A 悸27001       止

―

16号 ピッ ト

A'  A L・2680n    止

遺構個別図 (9)

29号土坑
A L・
2700n

SK29-33

A'

35-38、
30号土坑
A  し.27 20TT

19^,21 ・ 151 ・ 168・ 169
31号土坑
A 卜2720n         止

K

19号 ピッ ト    20号 ピッ ト
A ぃ2680m    ど生  A し.2680m   望生

T ア

31号土坑
1 10YR2/2黒褐色土 焼土粒・炭化粒ごく少量。ローム粒φ03cm微量。
2 10YR2/1黒 色土 ローム粒ゅ0 2cm微 量。

32号土坑
1 10YR2/2黒褐色土 焼土粒・炭化粒ごく少量。ローム粒ゅ0 3cm微 量。
2 10YR2/3黒 褐色土 ローム粒φ05cm微 量。

35号土坑
A  .27 00m    l

図版 15
32号土坑
A_Lツ720n        止

¬ ~2

21号 ピット
A  し.20 SOn

33号土坑
A L・ 2720n          」L

35号土坑                   
ψ

l10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒、ロームプロックゅol～ l ocm
ごく少量。粘性弱。

2 ЮYR3/3暗褐色土 焼土粒・炭化粒少量。ローム粒ゅ01～ 0 8cm微 量。
ロームブロックゅ10～ 5 0cm主 に中位に含む。粘′性弱。

3 10YR3/3暗 褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒、ロームブロックゅ01～ 2 0cm
全体に含む。粘性弱。

4 111YR4/3に ぶい黄褐色土 ローム主体。しまりなし。
A'  5 10YR2/1黒 色土 焼土粒・炭化粒ごく少量。ローム粒、ロームプロック,01～ l ocm

微量。粘性弱。
6 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化粒微量。木根痕力。粘性弱。

38号土坑

3号 ピット
A L・
2680n

2

3

19号 ピット
1 10YR3/4暗褐色土 焼土粒φ02～ 0 5cm、 褐色粘質土プロック

φ05cm、 小礫少量。粘性弱。

20号ピット
1 10YR2/2黒褐色土 焼土粒・炭化粒少量。ローム粒・ガヽ礫・灰白色粘質土微量。

粘性弱。

21号ピット
1 10YR2/o黒褐色土 主に下半にローム粒・ロームプロックゅ03～ 2 0cm

ごく少量。上半は鉄分微量。粘性弱。
2 10YR2/1黒 色土 炭化粒ごく微量。鉄分微量。粘性弱。
3 10YR2/2黒 褐色土 主に下半にローム粒・ロームプロックφ o3～ 2 0cm

少量。上半は鉄分を含む。粘性弱。
4 10YR2/2黒 褐色± 3層に似るが、ローム主体。粘性弱。
5 10YR2/2黒 褐色土 炭化粒 。ローム粒φ03～ 1 0cm微量。しまりなし、

粘性やや強。

168・ 169号 ピット
168号 ピッ ト 169号 ピン ト

肺    止

炭化粒ごく微量。ローム粒・ロームブロックゅ01～ 1 0cm全体に含む。しまりやや粘性弱

炭化粒微量。ローム粒・ロームブロックφ01～ 8 0cm全 体に含む。しまりやや粘性弱
ローム粒 。ロームプロックゅ01～ 3 0cm全体に少量含む。
ローム粒・ ロームブロックゅ02～ 1 5cm全体にごく少量含む。

0                               2m

S=1/60

168号 ピット
1黒褐色土

169号ピット
1黒褐色土
2黒褐色土
3暗褐色土

29号土坑
1 10YR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒 。ロームブロックφ01～ 2 0cm全体に少量。

30号土坑
1 10YR3/3暗褐色土 焼土粒・炭化粒、ローム粒φ02cmごく微量。しまりあり、粘性弱。
2 10YR3/3暗 褐色土 ローム粒・ ロームブロックool～ 1 0cmご く少量。しまりあり、粘性弱。

33号土坑
1 10YR2/2黒褐色土 焼土粒・炭化粒ごく少量。ローム粒ゅ0 3cm微 量。
2 10YR2/3黒 褐色土 ローム粒φ05cm微量。

36号土坑
1 10YR2/2黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒φ01～ 0 5cmご く少量。粘性弱。

38号土坑
A .2700m

1 10YR2/2黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒φ01～ 0 5cmご く少量。粘性弱。 1 10YR2/3黒褐色土 焼土粒・炭化粒微量。ローム粒・ ロームプロック
φ01～ 1 5cmご く少量。・ ロームプロック2 10YR2/3黒 褐色土 焼土粒・炭化粒少量。ローム粒

φ02～ 1 5cm主に中位に少量含む。粘性弱。         2 10YR3/2黒 掲色土 ローム粒を全体に含む。
上 焼土粒・炭化粒微量。3Ю理″黒
娼監 口_ム主体。何 ∝田ん 暗褐色

圭 焼土粒・財 ヒ粒・ローム粒・ ロームプロッ畑 量。5 10YR3/2黒 褐色:  
しまりなし、粘性弱。

7号 ピット
A' 生

L・ 268師   止

黒褐色土 焼土粒・炭化粒少量。ローム粒微量。鉄分含む。粘性弱。

中一予那脚

ローム粒・ロームプロックφ01～ 5 0cm少 量。
ローム粒・ロームプロック主体。

炭化粒ごく微量。ローム粒 。ロームプロック微量。
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遺物実測図 (8)194～ 215
SD3

図版 23

‰

℃

的

２。６

7

＼
＼こ三三二三1産三三

=茅
子]9

204

←211

194～ 199 ・201 ・204・ 205 ・
209・ 210・ 212～ 215 その他

♀_________――ィーー~~~~~一――とqFm
S三 1/4



図版 24
SEl

遺物実測図 (9)216～ 232

彩

艶 !zュ

〔
）
⌒ｒ

碁
）

開
i魏逸6

SK15

アて詞
~~三

1府葦珊  鴫
218 ・ 219  221  225

0 227 ・ 228 
・ 231 ・ 232 10cm

S=1/3

SK20

232
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2200ぜ 道 路 建 設

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

炭焼戸東遺跡 集落跡

古墳時代

平安時代

中 近 世

竪穴住居跡

竪穴住居跡・掘立柱

建物跡・井戸跡・

溝跡・土坑・ピット

溝跡

土師器・滑石製模造品 (剣形・有孔円板)

滑石 (原石・剥片)

上師器・須恵器・灰釉陶器・瓦・紡錘車 。

椀形津・羽日・金床石・塁書土器・転用硯

内耳釦・土師質土器・陶器

古墳時代中期の住居跡から滑石製模造

品とその製作工程に関わる遺物が出土

した。

平安時代の集落跡である。「院」「寺」

等の墨書土器、転用硯 。仏鉢・火合・

灰釉陶器・壷G等仏教関連遺物が出土

し寺院関連集落の可能性がある。

要    約

1縄文時代は遺物のみであるが、早期～後期にかかる土器片が出土した。弥生時代は後期の上稲吉段階と見られる土器片が出上した。

2古墳時代は中期末の竪穴住居跡 1軒しか検出されなかったが、滑石製模造品の製作工程を復元できる原石～成品までの資料が出上した。

3遺跡の主体となる9世紀前半～10世紀前半には掘立柱建物跡・竪穴住居跡で構成される集落が形成された。遺構は3時期の変遷が考えられるが、

Ⅱ期 (9世紀中～後期 )が ピークであり、隣接する調査区との関連が見られる。特に掘立柱建物跡は 1～ 4号建物と隣接調査区のSB05,06と は軸方

を揃え、近接しているため同一建物群と想定されるが(南方のSB01～ 04については時期や性格の異なる建物群の可能性が考えられる。また、墨書

器「 院」「寺 」や転用硯・仏鉢・火合・灰釉陶器・壺Gなど仏教関連遺物の出土からは村落内に寺院が存在したことが想定される。

4中近世の遺構は溝跡のみとなるが、 3号溝は「 コ」字状を呈し、隣接調査区へと延伸する。本調査区以外に周辺で検出された溝跡群と同方位でぁ

り、南に存在する海老ヶ島城と並行する時期の遺構と考えられる。
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